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最
近
の
お
も
な
出
来
事

２
月
17
日
（
土
）

▽
人
吉
ふ
れ
あ
い
１
０
０
円
商
店
街
（
人
吉
市
中
心
市
街
地
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２
月
18
日
（
日
）
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第
15
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と
よ
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温
泉
春
風
マ
ラ
ソ
ン
（
人
吉
税
務
署
前
ス
タ
ー

ト
・
ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場
ゴ
ー
ル
）

２
月
27
日
（
火
）

▽
ひ
と
よ
し
・
く
ま
市
民
劇
場
例
会
・
無
名
塾
「
肝
っ
玉
お
っ
母
と

子
供
た
ち
」（
人
吉
市
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
）

３
月
１
日
（
木
）

▽
球
磨
川
下
り
「
川
開
き
祭
」（
く
ま
川
下
り
人
吉
発
船
場
）

３
月
３
日
（
土
）

▽
く
ま
川
鉄
道
「
田
園
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
お
ひ
な
列
車
」
運
行

▽
ひ
と
よ
し
大
未
来
会
議
（
人
吉
市
ス
ポ
ー
ツ
パ
レ
ス
）

３
月
４
日
（
日
）

▽
人
吉
よ
さ
こ
い
祭
り
２
０
１
８
（
人
吉
市
九
日
町
・
青
井
阿
蘇
神
社
）

▽
ひ
な
ま
つ
り
イ
ベ
ン
ト
「
着
物
ぶ
ら
り
」（
人
吉
市
市
街
地
）

▽
観
光
列
車
「
か
わ
せ
み
　
や
ま
せ
み
」
運
行
１
周
年
記
念
イ
ベ
ン

ト
（
人
吉
駅
・
一
勝
地
駅
）

▽
第
16
回
城
下
町
「
や
つ
し
ろ
」
の
お
雛
祭
り
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
八

代
市
中
心
商
店
街
・
日
奈
久
温
泉
街
ほ
か
）

３
月
10
日
（
土
）

▽
お
ひ
な
ウ
ン
ス
ン
カ
ル
タ
マ
ス
タ
ー
ズ
大
会（
人
吉
市
鍛
冶
屋
町
通
り
）

今
月
の
一
言

　『文
読
む
月
日
』（

　
　
　
　

   

）
よ
り

　真
理
を
説
く
言
葉
は
、
そ
れ
が
我
を
棄
却
し
た
人

に
よ
っ
て
発
せ
ら
れ
る
場
合
の
み
、
信
頼
に
値
す
る
。

（『
タ
ル
ム
ー
ド
』）

表
紙
写
真

　球
磨
川
下
り
の
「
川
開
き
祭
」

　
観
光
シ
ー
ズ
ン
の
幕
開
け
を
告
げ
る
く
ま
川
下
り
㈱
の
「
川
開

き
祭
」
が
３
月
１
日
、
人
吉
市
の
発
船
場
で
関
係
者
約
70
人
が
参

列
し
て
行
わ
れ
た
。
神
事
・
式
典
の

あ
と
観
光
客
ら
が
４
隻
の
舟
に
乗
り

込
み
、
大
勢
の
見
送
り
を
受
け
な
が

ら
発
船
し
た
。

撮
影
／
松
本
学
（
編
集
部
）

レ
フ
・
ト
ル
ス
ト
イ
編
著

北

御

門

二

郎

訳
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人
吉
球
磨
地
方
に
春
の
観
光
シ
ー

ズ
ン
の
幕
開
け
を
告
げ
る
球
磨
川
下

り
の
川
開
き
祭
が
３
月
１
日
、
人
吉

市
下
新
町
の
発
船
場
で
開
か
れ
、
経

営
難
か
ら
の
会
社
再
生
に
向

け
新
た
な
船
出
と
な
っ
た
。

　

球
磨
川
下
り
を
運
営
す
る

「
く
ま
川
下
り
㈱
」
は
平
成

22
年
度
か
ら
７
期
連
続
で

赤
字
決
算
が
続
い
て
お
り
、

人
件
費
の
大
幅
削
減
や
川

下
り
の
コ
ー
ス
整
備
な
ど
経

営
努
力
を
続
け
て
き
た
が
、

２
年
連
続
で
債
務
超
過
に
陥

り
、
今
年
は
ま
さ
に
正
念
場

の
年
。

　

同
社
は
昭
和
37
年
に
設
立

さ
れ
、
同
56
年
に
は
約
13
万
８
０
０
０

人
が
利
用
す
る
な
ど
、
郡
市
観
光
の

目
玉
で
あ
っ
た
が
、
乗
船
客
が
年
々
減

少
し
、
熊
本
地
震
の
影
響
も
相
ま
っ
て
、

平
成
28
年
度
は
２
万
３
８
１
９
人
に

減
少
。
同
29
年
度
は
３
万
１
６
０
９

人
と
地
震
前
に
戻
っ
た
が
、
ピ
ー
ク
時

の
４
分
の
１
に
ま
で
減
っ
て
い
る
。 

　

川
開
き
祭
に
は
関
係
者
ら
約
70
人

が
参
列
。
神
事
の
あ
と
の
式
典
で
は
、

中
村
良
幸
社
長
が
「
原
点
に
返
る
た

め
に
一
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
。
地
域
と
と

も
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に
取
り
組

む
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。 

　

そ
の
あ
と
、
観
光
客
ら
約
40
人
を

乗
せ
た
４
隻
が
川
面
に
こ
ぎ
出
し
、

大
勢
の
見
送
り
を
受
け
な
が
ら
発

船
。
乗
客
は
川
か
ら
の
眺
め
を
満
喫

し
た
。

巻頭言

　
　
三
年
目 

　

あ
の
日
か
ら
三
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

本
誌
創
刊
直
後
で
気
持
ち
が
高
ぶ
っ
て
い
た
。
く
ま
が
わ
流
域
の
住
民
と
と
も
に
歩
む
雑
誌
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
考

え
て
い
た
。
そ
の
と
き
で
あ
る
。
真
下
か
ら
突
き
上
げ
ら
れ
る
強
い
衝
撃
を
受
け
た
。
二
日
後
に
も
そ
う
で
あ
っ
た
。
熊
本
地
震
の
発

生
で
あ
る
。
震
源
地
も
震
度
も
分
か
ら
な
い
な
か
、
家
族
、
親
戚
、
友
人
た
ち
の
安
否
を
心
配
し
、
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
は
被
災
者
へ

の
救
援
活
動
を
は
じ
め
た
。
す
べ
て
の
人
が
そ
う
で
あ
っ
た
ろ
う
。
余
震
は
１
年
以
上
つ
づ
き
、
地
震
へ
の
恐
怖
は
い
ま
で
も
頭
に
こ
び

り
つ
い
て
い
る
。

　

日
常
生
活
に
戻
っ
た
か
の
よ
う
に
も
み
え
る
が
、
完
全
な
復
興
に
は
程
遠
く
、
課
題
も
山
積
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
、
私
た
ち
は

復
興
に
向
か
っ
て
歩
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
歩
む
だ
け
で
な
く
熊
本
地
震
を
上
回
る
災
害
が
発
生
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
自
覚
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。人
間
の
脳
み
そ
は
小
さ
く
、自
然
災
害
の
発
生
を
予
知
す
る
力
も
そ
れ
を
防
ぐ
力
も
も
た
な
い
。

大
自
然
の
も
と
で
は
人
間
は
無
力
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
同
時
に
、
大
自
然
は
人
間
に
や
さ
し
い
。
人
間
が
生
き
て
い
く
基
礎
条
件
は
す
べ
て
自
然
が
与
え
て
く
れ
る
。
田
畑
を
耕
し

家
畜
を
飼
い
育
て
る
場
所
な
ど
、
そ
の
例
は
か
ぎ
り
な
い
。
雨
を
降
ら
せ
水
分
を
恵
ん
で
も
く
れ
る
。
人
間
は
自
然
の
恵
み
な
し
に
は

生
き
て
い
け
な
い
。

　

あ
ま
り
に
も
当
た
り
前
の
こ
と
を
述
べ
た
。
熊
本
地
震
と
と
も
に
本
誌
が
生
き
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
執
筆
者
も
被
災
者
な
ら
読
者

も
被
災
者
で
あ
っ
た
。
被
災
し
つ
つ
多
く
の
み
な
さ
ん
に
筆
を
と
り
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
本
誌
を
購
読
し
て
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、

本
誌
は
熊
本
地
震
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
し
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

本
誌
は
今
後
も
、
自
然
の
力
と
恵
み
を
語
り
つ
つ
、
そ
の
な
か
で
生
ま
れ
た
文
化
を
伝
え
る
雑
誌
た
ら
ん
こ
と
を
欲
す
。　

 （
春
秋
）

川のあける日  ─流域の話題あれこれ

事
業
再
生
へ
向
け
船
出

く
ま
川
下
り
㈱
の
川
開
き
祭

五色の吹流しや幟を風になびかせ、大勢の見送りを受けながら発
船する飾り舟の一団（3月1日、人吉発船場）
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人
吉
市
の
市
街
地
で
３
月
４

日
、
着
物
を
楽
し
ん
だ
り
、
舞

妓
さ
ん
に
な
り
き
る
イ
ベ
ン
ト

「
着
物
ぶ
ら
り
歩
き
」、
九
州
内

の
53
団
体
５
０
０
人
が
踊
り
舞

場
を
九
日
町
中
心
街
に
設
け
、

青
井
阿
蘇
神
社
・
五
日
町
の
若

宮
神
社
・
Ｊ
Ｒ
人
吉
駅
前
広
場

の
４
ヶ
所
の
会
場
を
回
っ
て
踊

り
、
観
客
を
沸
か
し
た
。 

　

メ
イ
ン
会
場
は
歩
行
者
天
国

と
な
り
、
幟

の
ぼ
り

旗
や
マ
ル
シ
ェ
の
出

店
が
ず
ら
り
。
気
温
が
グ
ン
グ

ン
上
が
る
中
、
各
団
体
が
鮮
や

か
な
衣
装
で
気
勢
を
上
げ
な
が

う
「
人
吉
よ
さ
こ
い
祭
り
」
と

マ
ル
シ
ェ
な
ど
が
同
時
開
催
さ

れ
、
今
季
最
高
気
温
を
記
録
す

る
な
か
、
一
大
勢
の
人
が
春
の
一

日
を
楽
し
ん
だ
。

ら
次
々
と
踊
り
を
披
露
し
、
詰

め
掛
け
た
大
勢
の
観
客
を
楽
し

ま
せ
た
。 

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
今
回
の
主

体
と
な
っ
た
「
人
吉
よ
さ
こ
い
銀

翔
会
」（
徳
川
禎
郁
代
表
）
の

約
20
人
が
、
出
演
し
た
団
体
に

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
挨
拶

し
、
地
元
の
特
産
品
な
ど
を
送
っ

た
。
最
後
の
総
踊
り
で
は
参
加

団
体
の
メ
ン
バ
ー
が
集
い
、
汗
を

流
し
な
が
ら
踊
り
、
熱
狂
の
中

で
盛
り
上
が
り
、
祭
り
を
締
め

く
く
っ
た
。

着
物
ぶ
ら
り
歩
き

　

着
物
姿
で
市
内
中
心
部
の
お

ひ
な
通
り
を
散
策
す
る
イ
ベ
ン

ト
「
着
物
ぶ
ら
り
歩
き
」
で
は
、

あ
で
や
か
な
着
物
姿
の
女
性
ら

が
通
り
に
彩
り
を
添
え
た
。 

　

日
本
和
装
協
会
人
吉
支
部
、

人
吉
美
装
会
に
よ
る
無
料
の
着

付
け
も
行
わ
れ
、
郡
市
内
外
か

ら
訪
れ
た
子
ど
も
か
ら
、
外
国

人
カ
ッ
プ
ル
な
ど
が
着
物
姿
で
、

九
日
町
通
り
や
鍛
冶
屋
町
通
り

を
散
策
し
た
。

人
吉
よ
さ
こ
い
祭
り

　

九
州
内
53
団
体
５
０
０
人
が

参
加
し
て
開
か
れ
た
「
人
吉
よ

さ
こ
い
祭
り
」
は
、
メ
イ
ン
会

　

蒲
島
郁
夫
知
事
は
３
月
６

日
、
今
月
末
に
撤
去
工
事
を
終

え
る
県
営
荒
瀬
ダ
ム
（
八
代
市

坂
本
町
）
に
つ
い
て
、
同
27
日

に
、
坂
本
町
で
撤
去
完
了
記
念

式
典
を
開
く
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。
開
催
場
所
は
同
町
コ
ミ

ニ
ュ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
（
旧
坂
本

町
公
民
館
）。
午
後
２
時
開
始
。

式
典
に
は
地
元
住
民
や
工
事
関

係
者
ら
約
80
人
を
招
き
感
謝
状

を
贈
呈
す
る
。

　

式
典
後
に
は
国
道
２
１
９
号

線
沿
い
（
球
磨
川
左
岸
）
に
設

青井阿蘇神社の会場

メイン会場で

和服姿で記念撮影する親子

荒
瀬
ダ
ム
撤
去
工
事
完
了

27
日
、
坂
本
町
で
記
念
式
典

春
の
陽
気
に
誘
わ
れ
て

人
吉
市
中
心
街
で
お
ひ
な
イ
ベ
ン
ト

置
す
る
ミ
ニ
公
園
の
完
成
披
露

を
お
こ
な
う
予
定
。
荒
瀬
ダ
ム

建
設
時
に
事
故
死
し
た
犠
牲
者

を
追
悼
す
る
殉
職
者
慰
霊
塔
へ

の
献
花
も
お
こ
な
わ
れ
る
。

　

撤
去
工
事
は
平
成
24
年

（
２
０
１
２
年
）
度
に
開
始
。

撤
去
費
用
は
約
84
億
円
と
な
る

見
通
し
。

　

同
ダ
ム
は
球
磨
川
電
源
開

発
計
画
の
一
環
と
し
て
昭
和
28

年
（
１
９
５
３
年
）
３
月
31

日
着
工
、
昼
夜
一
貫
工
事
で
翌

29
年
12
月
10
日
竣
工
。
同
25
日

営
業
運
転
開
始
。
建
設
費
用
は

28
億
８
千
５
０
０
万
円
で
あ
っ

た
。
当
時
の
県
知
事
は
桜
井
三

郎
。
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三
月
一
日
は
ヤ
マ
メ
解
禁
。
釣
り
師
に
と
っ
て
の
正
月
で
あ
る
。

そ
の
前
日
は
大
晦
日
。
こ
の
日
釣
り
吉
は
全
国
の
ほ
と
ん
ど
の
場
所

で
一
年
の
無
事
と
豊
漁
を
願
い
御お

み

き

神
酒
を
あ
げ
る
。
な
ん
と
も
楽
し

い
刻と

き

の
流
れ
に
、
釣
り
師
は
釣
れ
て
も
い
な
い
大
物
の
話
に
盛
り
上

が
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
、
こ
れ
ま
で
に
釣
り
上
げ
た
大
物
の
自
慢
話
の

花
が
咲
く
。
こ
の
時
ば
か
り
は
全
て
を
忘
れ
、
誰
も
が
主
人
公
に
な

れ
る
。
一
年
で
一
番
幸
せ
な
時
間
か
も
し
れ
な
い
。

　

大
物
を
釣
り
上
げ
た
日
は
、
何
年
経
っ
て
も
昨
日
の
こ

と
の
よ
う
に
憶
え
て
い
る
。
釣
り
師
は
お
そ
ら
く
物
忘
れ

を
す
る
よ
う
な
歳
に
な
っ
て
も
釣
り
の
話
だ
け
は
忘
れ
る

こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
釣
っ
た
場
所
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の

と
き
の
様
子
、
風
景
、
魚
と
の
や
り
と
り
、
な
ん
と
も

不
思
議
な
こ
と
だ
が
、
こ
の
時
ば
か
り
は
脳
が
活
性
化
す

る
。
こ
の
頭
の
回
転
が
常
に
発
揮
で
き
れ
ば
人
生
も
、も
っ

と
ス
ム
ー
ズ
に
運
べ
た
だ
ろ
う
と
、
愚
痴
を
零
し
た
く
な
る
時
も
あ

る
。
こ
ん
な
時
に
、
中
国
の
諺

こ
と
わ
ざを
思
い
出
す
。

　

一
日
、
幸
せ
で
い
た
け
れ
ば
酒
を
飲
み
な
さ
い
。

　

一
週
間
、
幸
せ
で
い
た
け
れ
ば
豚
を
殺
し
て
食
べ
な
さ
い
。

　

一
年
、
幸
せ
で
い
た
け
れ
ば
結
婚
し
な
さ
い
。

　

一
生
、
幸
せ
で
い
た
け
れ
ば
釣
り
を
覚
え
な
さ
い

　

す
ば
ら
し
い
言
葉
で
あ
る
。

　

前
夜
祭
で
は
必
ず
こ
の
諺
が
話
題
に
出
る
。

　
「
や
っ
ぱ
釣
り
は
よ
か
ね
ぇ
〜
」
で
締
め
く
く
る
。
も
う
一
つ
、
こ

の
夜
は
明
日
の
釣
り
場
を
探
り
あ
う
の
も
楽
し
み
の
一
つ
で
あ
る
。

俗
に
言
う
秘
密
の
さ
ぐ
り
の
探
り
合
い
で
あ
る
。
誰
に
も
本
当
の
こ

と
は
言
わ
な
い
。
こ
れ
も
ま
た
楽
し
い
。

　

こ
ん
な
感
じ
で
前
夜
祭
は
話
が
尽
き
な
い
。

　

一
年
の
無
事
と
豊
漁
を
山
の
神
さ
ん
と
川
の
神
さ
ん
に
祈
り
な
が

ら
ヤ
マ
メ
に
乾
杯
。

【
ふ
な
だ
・
か
ず
み
／
相
良
村
「
や
ま
め
庵
」
店
主
】

渓た

に

の
あ
け
る
日

︱ 
釣
り
吉
の
ひ
と
り
言 

︱鮒
田
一
美

解禁の初日

解禁の前夜祭
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れ
た
椰
子
の
実
を
発
見

し
た
そ
う
だ
。
そ
の
話

を
藤
村
に
話
し
た
と
こ

ろ
、
そ
の
話
を
ゆ
ず
っ

て
欲
し
い
と
言
わ
れ
後

日
、『
椰
子
の
実
』
と

い
う
題
で
作
品
発
表
し

た
の
だ
と
い
う
。

　

遙
か
南
洋
の
フ
ィ
リ

ピ
ン
群
島
あ
た
り
か
ら

日
本
の
太
平
洋
岸
を
流

れ
、
椰
子
の
実
が
日
本

に
流
れ
着
く
と
い
う
の

も
珍
し
い
こ
と
で
は
な

い
こ
と
を
知
っ
た
。

【
か
た
お
か
・
か
ず
ひ
ろ

／
旧
上
村
出
身
、
知
多

半
島
在
住
】

時
に
習
っ
た
が
、
島
崎
藤
村
が
想
像
で
書

い
た
詩
だ
と
思
っ
て
い
た
。
だ
が
先
日
、

民
俗
学
者
の
柳
田
国
男
著
『
故
郷
七
十

年
』
と
い
う
本
を
読
ん
で
い
た
ら
、
明

治
二
十
年
代
に
柳
田
が
病
気
療
養
の
た

め
渥
美
半
島
の
伊
良
湖
岬
で
一
ヶ
月
程
療

養
し
て
い
た
時
、
浜
辺
に
打
ち
上
げ
ら

で
、
目
の
前
に
三
重
県
の
鈴
鹿
半
島
の
神

島
が
浮
か
ん
で
い
る
。
神
島
は
三
島
由
紀

夫
の
小
説
『
潮
騒
』
の
舞
台
と
し
て
有
名

で
あ
る
。
そ
れ
に
接
す
る
よ
う
に
島
崎
藤

村
の
「
椰
子
の
実
」
と
い
う
唱
歌
で
有
名

な
渥
美
半
島
の
「
伊い

ら

ご
良
湖
岬
」
が
あ
る
。

　
「
椰
子
の
実
」
と
い
う
歌
は
小
学
校
の

椰
子
の
実

片
岡
和
紘

　

今
年
の
正
月
の
あ
る
晴
れ
た
日
、
伊

勢
湾
の
浜
辺
を
歩
い
て
い
た
ら
、
野
間

灯
台
の
砂
浜
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
一
個
の

椰や

し子
の
実
を
見
つ
け
た
。
打
ち
上
げ
ら
れ

て
ま
だ
日
が
浅
い
の
か
、
手
に
取
っ
て
み

る
と
海
水
を
い
っ
ぱ
い
吸
っ
て
い
て
重
た

か
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
何
十
回
も
こ
の
砂
浜
を
歩
い

た
が
、
椰
子
の
実
を
見
つ
け
た
の
は
初
め

て
の
こ
と
で
あ
る
。
正
月
の
こ
と
で
も
あ

る
の
で
目
出
度
く
思
い
、
家
に
持
ち
帰
っ

た
。

　

椰
子
の
実
を
見
つ
け
た
と
こ
ろ
は
愛
知

県
知
多
半
島
の
突
端
部
に
近
い
と
こ
ろ

遠くに見える神島は三島由紀夫の「潮騒」で有名

椰子の実を発見した野間灯台付近と伊良胡水道を行く貨物線 三重県鈴鹿半島

私が見つけた椰子の実
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１
、
天
草
空
港
へ
の
道

　

今
回
の
目
的
は
、
一
つ
は
こ
の
１
日
乗
り
放
題
と
、
二
つ
目
は

本
渡
在
住
の
高
校
時
代
の
先
生
に
12
年
振
り
に
会
う
こ
と
で
も
あ

る
。
こ
の
１
日
４
名
限
定
の
プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ラ
イ
ト
の
た
め
に
、

前
日
２
月
17
日
（
土
曜
）
の
昼
食
後
、
一
人
、
愛
車
ブ
ル
ー
バ
ー

ド
シ
ル
フ
ィ
ー
（
昨
年
11
月
新
規
購
入
２
０
０
７
年
型
・
走
行

２
９
０
０
０
㎞
）
に
諸
道
具
を
積
み
込
み
、
午
後
１
時
40
分
自

宅
を
出
発
す
る
。

　

経
路
は
人
吉
イ
ン
タ
ー
か

ら
九
州
自
動
車
道
を
松
橋

で
降
り
て
、
三
角
半
島
南

端
を
西
へ
真
す
ぐ
三
角
方
面

へ
向
か
い
天
草
五
橋
に
乗
る

予
定
だ
っ
た
の
が
、
松
橋
駅

周
辺
で
道
を
誤
り
、
ど
う
い

う
訳
か
宇
土
駅
近
く
か
ら

半
島
の
北
側
を
走
る
こ
と
に

な
っ
た
。
途
中
、
景
色
の
良

航
空
会
社
と
し
て
は
珍
し
く
、
保
有
機
は
な
ん
と
双
発
の
プ
ロ
ペ

ラ
小
型
機
１
機
の
み
！　

２
年
前
は
カ
ナ
ダ
・
ボ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア

社
製
造D

ASH
-8-103

型
機
（
39
座
席
）。
こ
の
当
時
、
会
社

が
全
フ
ラ
イ
ト
を
１
日
乗
り
続
け
る
「
１
日
親
子
イ
ル
カ
号
パ

ラ
ダ
イ
ス
運
賃
」
を
発
売
し
て
話
題
を
集
め
た
の
は
、
平
成
26
年

（
２
０
１
４
）
に
平
日
限
定
で
ス
タ
ー
ト
し
た
企
画
。
当
時
は

８
〜
10
区
間
で
１
０
０
０
０
〜
１
５
０
０
０
円
と
い
う
料
金
で

あ
っ
た
。

　

そ
し
て
今
回
、
新
型
の
フ
ラ
ン
ス
製
飛
行
機ATR42-600

み

ぞ
か
号
（JAO

1AM

、
２
０
１
６
年
２
月
20
日
就
航
、
48
席
）

の
就
航
２
周
年
を
記
念
し
て
、
本
年
１
月
19
日
～
３
月
11
日
の

約
７
週
間
内
に
全
便
連
続
搭
乗
（
８
便
又
は
、
６
便
連
続
搭
乗
）

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
「
乗
る
だ
け
運
賃
１
０
０
０
０
円
」
の
企

画
設
定
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
条
件
は
天
草
エ
ア
ラ
イ
ン
Ｈ
Ｐ
（
新

着
情
報
）
に
詳
し
い
が
、
１
日
４
名
限
定
で
、
同
一
人
物
が
１
日

全
便
も
し
く
は
１
０
１
便
か
ら
２
０
２
便
ま
で
の
連
続
８
便
に

搭
乗
可
能
な
人
の
み
に
適
応
さ
れ
る
。
し
か
し
、
お
客
の
都
合
に

よ
り
連
続
搭
乗
を
中
止
し
た
場
合
は
、
搭
乗
区
間
全
額
を
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
取
り
決
め
で
あ
る
。

は
じ
め
に

　

こ
の
１
月
末
、
熊

日
新
聞
紙
上
に
て
タ

イ
ト
ル
の
天
草
航
空

一
日
乗
り
放
題
１
万

円
の
記
事
内
容
を
見

て
、
早
速
２
人
分
を

応
募
。
２
月
の
連
休

の
中
日
は
満
員
で
取

れ
ず
、
次
の
２
月
18

日
を
２
人
分
予
約
出

来
た
。
し
か
し
、
コ

ン
ビ
ニ
払
込
み
期
限

を
忘
れ
て
し
ま
い
再
応
募
、
１
名
だ
け
が
18
日
（
日
曜
）
に
確
保

出
来
た
。

　

ネ
ッ
ト
情
報
に
よ
れ
ば
、
天
草
エ
ア
ラ
イ
ン
（
Ａ
Ｍ
Ｘ
）
は

熊
本
県
と
天
草
の
２
市
１

町
と
民
間
が
出
資
す
る
第

三
セ
ク
タ
ー
と
し
て
平
成

10
年
（
１
９
９
８
）
に
設

立
。
現
在
、
天
草
空
港
（
熊

本
県
天
草
市
）
を
拠
点
に

天
草
︱
福
岡
を
１
日
３
往

復
、
天
草
︱
熊
本
を
１
日

１
往
復
、
熊
本
︱
大
阪
（
伊

丹
）
を
１
日
１
往
復
運
航

し
て
い
る
。
定
期
便
運
航
の

産
業
考
古
学
会
航
空
分
科
会
　
松
本
晉
一

天
草
エ
ア
ラ
イ
ン
「
一
日
１
万
円
乗
り
放
題
」挑
戦
記 

⑴

左は前の DASH-8-103 型機イルカ号
右は今の ATR42-600 みぞか号三角西港を眺める
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朝
食
用
の
パ
ン
を
売
店

で
購
入
後
、
２
階
展
望

所
へ
上
が
っ
て
み
る
。
す

ぐ
後
か
ら
、
同
じ
機
に
乗

り
そ
う
な
飛
行
機
マ
ニ
ア

ら
し
い
人
が
来
た
の
で
声

を
か
け
る
と
、
や
は
り
東
京
か
ら
こ
の
機
を
取
材
に
来
た
と
の
こ

と
。
そ
こ
か
ら
は
滑
走
路
東
寄
り
に
遠
く
普
賢
岳
が
見
通
せ
る
。

３
、
福
岡
空
港
へ
（
第
１
回
飛
行
）

　

さ
あ
、
い
よ
い
よ
搭
乗
開
始
で
あ
る
。
ま
ず
は

１
０
１
便
（
７
時
55
分
発
）
で
福
岡
へ
と
向
か
う
。

　

搭
乗
口
か
ら
出
発
ゲ
ー
ト
ま
で
は
僅
か
50
ｍ
、
機
体

ま
で
歩
い
て
も
１
０
０
ｍ
弱
の
距
離
。
と
て
も
ロ
ー
カ
ル

な
路
線
だ
が
、
や
は
り
手
荷
物
チ
ェ
ッ
ク
は
厳
し
い
。
乗

客
は
20
人
程
度
で
あ
る
。

　

定
刻
ど
お
り
に
７
時
55
分
出
発
、
朝
１
番
機
の
た
め

な
の
か
３
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
ボ
ー
ド
「
楽
し
い
空
の
旅
を
」

を
持
っ
て
見
送
る
中
、
滑
走
路
へ
向
か
う
。
昨
日
の
好

れ
た
。
こ
の
カ
ー
ド
を
胸
に
下
げ
る
こ
と
で
、
ス
タ
ッ
フ
に
分
か

る
よ
う
に
し
て
あ
る
の
だ
。

　

思
え
ば
天
草
空
港
へ
の
最
初
の
訪
問
は
開
港
３
年
目
、
平
成
13

年
の
夏
に
鹿
児
島
の
友
人
所
有
の
パ
イ
パ
ー
チ
ェ
ロ
キ
ー
機
で
の
発

着
以
来
、
17
年
ぶ
り
の
訪
問
で
あ
る
。
そ
の
時
は
イ
ル
カ
の
マ
ー

ク
の
ロ
ゴ
サ
イ
ン
が
空
港
の
至
る
所
に
あ
り
、
土
産
に
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
の
イ
ル
カ
号

小
型
モ
デ
ル
機
を

購
入
し
た
憶
え
が

あ
る
。

２
、
早
朝
の
カ
ウ
ン
タ
ー
手
続
き

　

翌
朝
６
時
半
に
起
床
、
恩
師
の
先
導
で
、
ま
だ
暗
い
中
を
天

草
空
港
へ
と
向
か
う
。
第
１
便
はM

Z101

便
福
岡
行
、
出
発
は

７
時
55
分
だ
が
７
時
前
に
は
空
港
へ
到
着
。
待
合
室
の
図
書
コ
ー

ナ
ー
で
時
間
を
つ
ぶ
し
、「
天
草
エ
ア
ラ
ン
の
奇
跡
」
の
ペ
ー
ジ
を

少
し
め
く
る
。
カ
ウ
ン
タ
ー
が
開
い
た
７
時
10
分
過
ぎ
に
チ
ェ
ッ

ク
イ
ン
、
そ
こ
で
１
日
搭
乗
契
約
書
に
目
を
通
し
サ
イ
ン
後
、
ま

ず
は
午
前
の
天
草
・
福
岡
、
福
岡
・
天
草
の
１
往
復
分
の
フ
ラ
イ

ト
搭
乗
券
と
〝
乗
る
だ
け
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
参
加
証
〟
を
手
渡
さ

い
明
治
20
年
完
成
の
旧
三
角
西
港
を
見
学
。
山
頂
の
旧
簡
易
裁

判
所
、
旧
郡
役
所
（
現
海
技
学
院
）
か
ら
西
港
を
眺
め
な
が
ら
、

１
３
０
数
年
の
昔
、
わ
ざ
わ
ざ
人
吉
か
ら
、
当
時
こ
の
地
に
新
ホ

テ
ル
を
建
築
、
経
営
を
手
掛
け
た
鳥
飼
商
店
の
鳥
飼
棟
太
氏
の

そ
の
〝
遠
く
へ
の
想
い
〟
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
み
る
。

　

道
は
天
草
第
五
橋
を
過
ぎ
る
と
、
14
㎞
の
自
動
車
専
用
道
路

（
２
０
０
円
）
と
な
り
、
少
し
時
間
を
得
し
た
感
も
あ
っ
て
、
旧

本
渡
の
町
中
に
は
夕
方
５
時
頃
に
は
到
着
。
予
定
の
大
浜
町
の
宿

を
探
し
出
し
、
そ
の
夜
は
し
っ
か
り
恩
師
（
Ｔ
氏
）
と
の
旧
交
を

温
め
る
こ
と
が
出
来
た
。10 区間チャレンジ参加証

ATR42-600 みぞか号へ搭乗

担当の CAさん

座席は右側 10A 遠くには普賢岳

2 階展望所にて

朝 7 時前の天草空港
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た
。
無
事
９
時
45
分
、
天
草
空
港
へ
定
時
に
着
陸
、
滞
空
時
間

は
約
35
分
と
帰
り
は
５
分
短
い
。
板
付
か
ら
の
離
陸
は
直
ぐ
に
大

牟
田
上
空
に
達
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
天
草
空
港
で
は
、
ま
た

今
度
も
５
名
の
グ
ラ
ン
ド
ス
タ
ッ
フ
が
出
迎
え
て
く
れ
て
い
る
。

日
曜
日
の
こ
の
時
間
、
２
階
右
側
の
展
望
所
も
見
学
の
お
客
で
賑

わ
っ
て
い
た
。

【
ま
つ
も
と
・
し
ん
い
ち
／
人
吉
市
】

〈
参
考
資
料
〉

・
鳥
海
高
太
朗
「
天
草
エ
ア
ラ
ン
の
奇
跡
」
２
０
１
６
年
３
月　

集
英
社

４
、
福
岡
か
ら
天
草
空
港
へ
（
第
２
回
飛
行
）

　

福
岡
空
港
で
は
次
の
天
草
行
き
出
発
の
９
時
10
分
（
１
０
２

便
）
ま
で
35
分
の
時
間
が
あ
る
の
だ
が
、
機
材
へ
は
バ
ス
に
よ
る

送
迎
の
た
め
、
余
り
時
間
の
余
裕
は
な
い
。
何
と
か
昼
食
用
の

鯖
寿
司
を
ゲ
ッ
ト
し
て
再
度
ゲ
ー
ト
へ
と
向
か
い
、
バ
ス
に
て
再

搭
乗
。
滑
走
路
対
側
の
国
際
線
ビ
ル
を
右
手
に
見
な
が
ら
離
陸
、

同
じ
ル
ー
ト
を
天
草
へ
と
向
か
う
。
帰
路
、
大
牟
田
市
上
空
か

ら
普
賢
岳
方
向
へ
と
舵
を
切
る
と
、
も
う
本
渡
の
街
が
見
え
て
き

同
じ
く
雪
の
残
る
背

振
山
系
上
空
を
抜
け
、

博
多
湾
に
入
る
と
右

へ
旋
回
、
博
多
の
街

が
見
え
て
く
る
。
機

は
次
第
に
高
度
を
下

げ
、
あ
っ
と
言
う
間
に

福
岡
空
港
へ
着
陸
し

た
。
所
要
時
間
は
40

分
弱
で
あ
る
。

天
に
続
き
今
日
も
天
気
は
持
ち
そ
う
で
あ
る
。
座
席

は
10
Ａ
（
左
側
）
で
主
翼
タ
ー
ボ
プ
ロ
ッ
プ
エ
ン
ジ

ン
の
す
ぐ
後
方
の
位
置
で
あ
る
。
滑
走
は
１
０
０
０

ｍ
弱
で
エ
ン
ジ
ン
音
と
共
に
サ
ー
ッ
と
離
陸
、
す
ぐ

に
鬼
池
港
そ
し
て
島
原
半
島
南
端
、
口
之
津
が
見
え

て
く
る
。
巡
航
高
度
は
２
７
０
０
ｍ
、
続
い
て
５
分

後
に
は
山
頂
に
雪
の
残
る
普
賢
岳
が
見
え
始
め
た
。

そ
の
東

山
麓
に
は
広
大
な

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
群

が
見
て
取
れ
、
右

手
の
有
明
海
に
は
島

原
港
か
ら
熊
本
港
へ

向
か
う
フ
ェ
リ
ー
も

見
え
る
。
時
速
約

５
０
０
㎞
で
有
明

海
を
横
切
り
、
佐

賀
市
上
空
で
機
首
を

よ
り
北
に
向
け
る
。

鬼池港と口之津

冠雪の普賢岳山頂福岡空港着陸

7 番搭乗口へ 

バスで飛行機へ

旧本渡市街上空

揃ってのお出迎え

「楽しい旅を」で見送り
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4

橋
谷
橋

球
磨
郡
相
良
村

　

相
良
村
内
の
唯
一
の
石
橋
で
あ
る
。
も

と
も
と
は
村
道
長
江
︱
瀬
馳
線
の
橋
谷

川
に
架
設
さ
れ
て
い
た
。
昭
和
58
年
度

の
村
道
改
良
事
業
に
と
も
な
い
、
相
良

村
役
場
内
に
移
設
さ
れ
て
い
る
。
長
さ
４

メ
ー
ト
ル
、幅
２
・
３
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

石
工
は
石
本
豊
吉
。

相良村役場内に移設されている旧橋谷橋

現在の橋谷橋（幅約５メートル）
橋谷橋の脇の地蔵尊。橋谷川が
境界線であったことを示している

旧・橋谷橋（相良村役場内）

石橋を訪ねる ⑨
　

石
本
豊
吉
は
種
山
石
工
で
あ
る
。
父

は
通
潤
橋
架
設
で
重
要
な
役
割
を
果
た

し
た
丈
作
。
石
匠
館
（
八
代
市
東
陽
町
）

の
資
料
に
よ
れ
ば
、
明
治
初
頭
、
豊
吉

は
父
・
丈
作
と
と
も
に
、
種
山
村
（
現

八
代
市
東
陽
町
種
山
地
区
）
か
ら
深

水
村
（
現
相
良
村
深
水
地
区
）
に
移
住

し
て
い
る
。
他
方
、
石
本
家
で
は
、
大

正
橋
（
あ
さ
ぎ
り
町
深
田
）
架
設
を

機
会
に
深
水
地
区
に
土
地
を
求
め
て

種
山
村
か
ら
移
住
し
た
と
伝
え
て
い
る
。

大
正
橋
は
大
正
２
年
（
１
９
１
３
年
）

建
設
で
あ
る
か
ら
、
石
匠
館
の
資
料
と

石
本
家
の
伝
承
と
は
移
住
時
期
に
つ
い
て

一
致
し
な
い
。
し
か
し
、
豊
吉
が
種
山
村

出
身
の
石
工
（
種
山
石
工
）
で
あ
っ
た
こ

と
、
同
地
か
ら
相
良
村
に
移
住
し
た
こ

と
に
異
論
は
な
い
。
移
住
前
、豊
吉
と
父
・

丈
作
は
種
山
村
の
橋
本
勘
五
郎
宅
の
近

隣
に
住
ん
で
い
た
。

　

大
正
橋
は
、
豊
吉
と
そ
の
長
男
藤
吉
、

次
男
才
一
作
の
石
橋
で
あ
る
。
藤
吉
は
こ

の
と
き
、
近
く
の
娘
と
恋
仲
に
な
り
結
婚

し
た
。
大
正
橋
に
つ
い
て
は
次
号
で
紹
介

す
る
。　
　
　
　

  　
　
　
　
　
（
春
秋
）

大正橋（あさぎり町深田）

橋本勘五郎生家

種山時代に石本丈作・豊吉父子が住んでい
た地域
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温
か
く
し
て
ど
う
ぞ
ご
自
愛
く
だ
さ
い

ね
。

　

さ
て
今
回
は
、「
粗
食
」
と
「
断
食
」

に
つ
い
て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

豊
富
に
な
り
過
ぎ
た
現
代
。

　

お
腹
が
空
い
た
ら
い
つ
で
も
何
で
も
ど

れ
だ
け
で
も
食
べ
ら
れ
ま
す
。
と
て
も
い

い
時
代
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
と
引
き
換
え
に
血
の
巡

り
が
滞
り
、
生
活
習
慣
病
や
ア
レ
ル
ギ
ー

を
手
に
入
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
さ
ぁ
ど

う
し
ま
し
ょ
う
。

　

減
塩
や
粗
食
が
大
事
と
よ
く
聞
き
ま

す
が
、
塩
と
引
き
換
え
に
添
加
物
で
作

ら
れ
た
減
塩
食
材
、
食
べ
過
ぎ
と
引
き

換
え
に
増
え
る
ダ
イ
エ
ッ
ト
サ
プ
リ
メ
ン

ト
。
今
ま
さ
に
、
錠
剤
で
体
内
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
時
代
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

　

長
い
冬
を
抜
け
、
春
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。

　

さ
す
が
南
九
州
。す
で
に
風
が
暖
か
く
、

つ
い
つ
い
薄
着
に
な
り
ま
す
ね
。
で
も
ま

だ
ま
だ
夜
は
冷
え
ま
す
。

た
。
さ
ぁ
ど
う
し
ま
し
ょ
う
。

　

粗
食
と
は
。
粗
末
な
食
事
で
は
な
く
、

シ
ン
プ
ル
な
食
事
で
す
。

　
「
一
汁
一
菜
」
が
一
番
わ
か
り
や
す
い
か

と
思
い
ま
す
が
、
自
然
界
の
道
理
を
一
汁

に
。
野
菜
の
力
の
全
て
を
一
菜
に
。
こ
れ

は
と
て
も
時
間
の
か
か
る
事
で
す
。
物
事

の
道
「
理
」
を
「
調
」
べ
た
り
「
料は

か

」
っ

た
り
す
る
こ
と
が
「
料
理
」「
調
理
」
と

い
う
そ
う
で
す
。
シ
ン
プ
ル
は
決
し
て

イ
ー
ジ
ー
で
は
な
い
、と
い
う
事
で
す
ね
。

　

真
っ
当
に
作
ら
れ
た
食
材
を
探
し
、
走

り
回
る
。「
馳
走
」
と
は
そ
う
い
う
意
味

だ
そ
う
で
す
。

　

食
べ
る
量
を
減
ら
す
こ
と
が
粗
食
で
は

な
く
、
一
品
一
品
に
意
味
と
心
と
時
間
を

込
め
る
。
そ
れ
が
粗
食
だ
と
私
は
思
い
ま

す
。
も
は
や
「
ご
馳
走
」
で
す
。

　

毎
日
粗
食
で
生
き
て
い
け
た
ら
い
い
の

医食同源 ⑮

粗食の必
要性

食育を始めて 10 年

浦川春加

で
し
ょ
う
が
、
な
か
な
か
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
現
代
。
せ
め
て
一
週
間
に
一

日
。
こ
の
日
は
粗
食
と
決
め
て
お
く
の
も

お
勧
め
で
す
。
さ
ら
に
大
事
な
の
が
、
空

腹
。

　

お
腹
が
空
い
て
い
る
と
、
一
膳
の
ご
は

ん
が
、
一
品
の
お
料
理
が
、
ず
い
ぶ
ん
美

味
し
く
感
じ
ま
す
。
簡
単
な
こ
と
か
も
し

れ
な
い
け
ど
、
こ
れ
が
結
構
難
し
い
の
で

す
。

　

食
べ
た
い
と
き
に
食
べ
た
い
も
の
が
安

価
に
手
に
入
る
の
で
す
か
ら
。

　

更
に
、
空
腹
を
保
つ
利
点
は
、
胃
を

休
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
胃
を
休
ま

せ
る
事
で
全
て
の
臓
器
を
休
ま
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
負
担
を
か
け
て
い
る
だ
ろ

う
体
の
た
め
に
、「
食
べ
な
い
選
択
」
も

必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
体
を
大

事
に
す
る
。」
と
は
、
ま
め
に
病
院
に
行
っ

た
り
、
薬
を
飲
む
こ
と
で
は
な
く
、
食
べ

な
い
と
い
う
選
択
を
し
た
り
、
食
材
に
気

を
つ
け
て
み
た
り
す
る
こ
と
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

昨
今
、
テ
レ
ビ
や
ネ
ッ
ト
で
食
の
情
報

は
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
あ
ふ
れ
た
情
報
を

自
分
な
り
に
精
査
し
、
自
分
に
あ
っ
た
食

生
活
を
自
分
で
決
め
て
い
く
こ
と
が
何
よ

り
も
大
事
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

　

ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
く
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

に
逆
走
す
る
か
の
如
く
、
健
や
か
に
暮
ら

し
て
い
く
た
め
の
知
恵
を
分
け
合
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

【うらかわ・はるか／人吉市「さんぽ
カフェオーナー」】
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こ
の
お
手
紙
を
頂
い
て
、
あ
の
お
地
蔵
さ

ん
に
会
い
た
い
と
急
に
思
い
立
っ
た
。

　

月
曜
日
の
お
昼
に
編
集
長
の
（
ま
）
さ

ん
と
連
れ
だ
っ
て
球
磨
村
へ
向
か
っ
た
。

　

渡
駅
の
前
か
ら
北
へ
向
か
う
。
水
篠
の

公
民
館
の
下
を
通
り
、
細
い
道
に
な
っ
た
り

急
坂
に
な
っ
た
り
と
す
る
が
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

が
あ
る
か
ら
安
心
し
て
走
る
。

　

す
こ
し
車
の
ア
ク
セ
ル
を
強
め
に
踏
ん
で

グ
ー
ン
と
上
る
と
、
尖
っ
た
小
石
が
道
の
い

た
る
所
に
あ
っ
て
踏
ま
な
い
よ
う
に
、
そ
れ

を
回
避
し
な
が
ら
の
ド
ラ
イ
ブ
だ
。
次
か

ら
次
と
迫
っ
て
く
る
山
道
の
カ
ー
ブ
を
か
わ

し
な
が
ら
、
コ
ン
ビ
ニ
で
買
い
求
め
た
お
に

ぎ
り
を
ほ
う
ば
り
お
茶
を
飲
む
。

　

そ
れ
は
も
う
曲
芸
に
見
え
て
い
る
の
か

（
ま
）
さ
ん
は
助
手
席
で
、
急
カ
ー
ブ
に

は
自
分
の
足
元
で
ブ
レ
ー
キ
を
踏
み
な
が

ら
、
生
唾
を
ゴ
ク
ン
と
飲
ん
で
い
る
よ
う

 

︱
大
槻
阿
弥
陀
堂
と

       

越
路
の
地
蔵
さ
ん
︱

　

球
磨
郡
の
あ
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
先
生
か

ら
お
便
り
が
届
い
た
。

　
「
拝
復　

荒
れ
地
の
菜
の
花
が
一
株
一
株

と
咲
き
春
の
足
音
が
近
づ
い
て
き
て
い
ま

す
。

　
（
中
略
）
す
ぐ
そ
ば
の
お
地
蔵
さ
ん
の
情

報
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
『
江
戸
時
期
の
地
蔵
佇た

た
ずむ
春
の
辻
』

　

お
便
り
を
頂
い
て
で
き
た
俳
句
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敬
具　

」

く
ま
が
わ
の
神
さ
ん
仏
さ
ん 

⓳

球
磨
村
お
堂
巡
り 

そ
の
⑧

宮原信晃

大槻阿弥陀堂（球磨村大槻）

「越路の地蔵」さんは霧の中に

　

久
し
ぶ
り
の
大
槻
阿
弥
陀
堂
で
あ
る
。

　

苔
む
し
た
コ
ケ
が
今
年
の
大
雪
の
た
め
に

し
ぼ
ん
で
枯
れ
て
見
え
た
。

　

大
き
な
屋
根
の
下
に
は
球
磨
村
の
お
堂

ら
し
く
欄
間
の
彫
刻
が
来
た
者
の
目
を
楽

し
ま
せ
る
。
そ
れ
を
見
る
た
め
に
顔
を
上

げ
首
が
痛
く
な
る
こ
ろ
、
よ
う
や
く
靴
を

脱
ぎ
数
珠
を
手
に
賽
銭
を
賽
銭
箱
に
入
れ

る
。
手
を
合
わ
せ
南
無
阿
弥
陀
仏
と
小
声

で
唱
え
て
、
そ
れ
か
ら
お
堂
の
仏
様
の
前
に

立
っ
た
。

　

右
か
ら
お
地
蔵
さ
ん
、
阿
弥
陀
如
来
さ

ん
、
石
造
で
天
照
皇
大
神
像
、
そ
し
て
石

造
の
お
地
蔵
さ
ん
が
居
ら
れ
た
。
お
堂
の

中
は
チ
リ
一
つ
無
く
綺
麗
に
清
掃
さ
れ
て
い

て
、
こ
の
集
落
の
方
々
の
お
心
が
わ
か
る
気

が
し
た
。

　

さ
て
、
目
的
地
の
お
地
蔵
さ
ん
に
会
う

に
は
こ
こ
か
ら
別
の
道
へ
向
う
。

だ
っ
た
。

　

人
吉
か
ら
飛
ば
し
て
約
40
分
で
大お

お
つ
き槻

集

落
へ
着
い
た
。
大
槻
阿
弥
陀
堂
を
早
く
見

た
く
て
急
ぎ
足
で
車
を
進
め
た
。

　

上
っ
て
来
た
道
と
は
隣
同
士
の
横
井
、

高
沢
集
落
へ
向
か
う
道
で
あ
る
。

　

大
槻
か
ら
又
も
や
急
坂
を
上
り
、
約
３

キ
ロ
程
上
の
山
の
峠
に
お
地
蔵
さ
ん
は
お
ら

れ
た
。
そ
の
場
所
の
高
度
が
高
い
か
ら
か

霧
が
立
ち
込
み
、
そ
こ
へ
木
材
を
積
ん
だ

大
型
の
ダ
ン
プ
カ
ー
が
何
台
も
通
っ
た
。

　

山
の
景
気
は
良
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
こ
が
大
槻
と
横
井
の
間
に
あ
る
「
越こ

い

路じ

の
地
蔵
」
さ
ん
で
あ
る
。

　

あ
い
に
く
の
霧
の
中
に
ひ
っ
そ
り
と
お
ら

れ
た
。

見事な欄間の彫刻
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だ
っ
た
。
土
煙
り
を
上
げ
る
大
型
車
の
前

で
、
病
院
へ
通
う
集
落
の
方
の
安
全
を
念
じ

て
お
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
。

　
「
微
笑
み
の
春
を
告
げ
る
地
蔵
か
な
」。

　

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
先
生
、
こ
れ
で
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

【
み
や
は
ら
・
の
ぶ
あ
き
／
Ｆ
Ｂ
お
地
蔵

さ
ん
調
査
隊
代
表
・
人
吉
お
お
く
ま
座

の
会
事
務
局
】

て
て
も
ら
っ
て
お
顔
を
見
る
と
、
恥
ず
か
し

げ
に
頬
を
赤
ら
ん
だ
お
顔
に
も
見
え
た
。

　

大
槻
か
ら
横
井
へ
の
こ
の
自
動
車
道
が
出

来
た
の
は
昭
和
48
年
と
い
う
。

　

今
こ
こ
に
あ
る
祠
は
、
も
っ
と
上
の
場
所

に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
昔
か
ら
そ
こ
を
通

る
人
達
が
「
越
路
の
地
蔵
」
と
呼
ん
だ
と

い
う
。

　
「
茅
葺
き
の
堂
に
祀
ら
れ
て
い
た
時
は
、

も
ち
ろ
ん
徒
歩
で
往
来
し
て
お
り
、
峠
の

地
蔵
堂
は
格
好
の
休
憩
場
所
で
、

雨
が
降
っ
て
き
た
時
な
ど
、
雨
や

ど
り
の
場
所
で
あ
っ
た
に
ち
が
い

あ
り
ま
せ
ん
」
と
資
料
に
あ
る
。

　

以
前
は
旧
暦
の
６
月
24
日
に

地
蔵
祭
り
を
営
ん
で
い
た
そ
う
だ

が
今
は
途
絶
え
て
い
る
と
い
う
。

　

深
い
霧
の
中
で
祠
を
覗
く
と
お

地
蔵
さ
ん
が
何
か
言
い
た
そ
う

　

球
磨
村
が
発
行
し
た
「
仏
が
み
ち
び
く

ふ
る
里
め
ぐ
り
」
に
は
「
地
蔵
菩
薩
像
は

凝
灰
岩
質
の
石
造
で
座
像
。
ブ
ロ
ッ
ク
造

り
の
祠

ほ
こ
ら

内
に
あ
り
、
総
高
38
・
５
セ
ン
チ
、

像
高
28
セ
ン
チ
、（
中
略
）
蓮
台
は
別
材
で

10
・
５
セ
ン
チ
で
す
」
と
あ
る
。

　

も
う
、
な
ん
と
も
い
え
な
い
。
温
か
く

融
和
で
、何
で
も
話
し
を
聞
い
て
く
だ
さ
る
、

そ
ん
な
お
地
蔵
さ
ん
な
の
で
あ
る
。（
ま
）

さ
ん
か
ら
ス
マ
ホ
の
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当

越路の地蔵さんにスポットライトを当てる
（ま）さん

「越路の地蔵」さん（地蔵菩薩坐像）

絵と文／坂本福治

その ㉓

　
ガ
ラ
ス
ペ
ン
が
流は

や行
っ
て
い
た
私
の
高
校
時
代
、
よ
く
愛
用

し
た
。
イ
ン
ク
の
つ
け
過
ぎ
で
、
紙
の
上
に
ポ
タ
ッ
と
落
ち
る

こ
と
が
あ
る
。
吸
取
紙
で
と
る
べ
き
だ
が
面
倒
な
の
で
、
指
先

で
押
し
広
げ
て
処
理
し
た
。
そ
の
指
紋
の
跡
を
見
て
、
美
し

い
と
思
い
、
絵
に
利
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
尊

敬
す
る
師
匠
か
ら
と
が
め
ら
れ
、
利
用
を
中
止
し
た
。
何
年

か
し
て
そ
う
捨
て
た
も
ん
じ
ゃ
な
い
と
思
い
直
し
、「
指
紋
画

集
」
を
作
っ
て
配
っ
た
ら
、
美
術
評
論
家
の
嘉
門
安
雄
氏
に

は
ほ
め
ら
れ
た
。
東
京
で
の
初
個
展
は
、
こ
の
技
法
で
発
表

し
た
。

　
あ
る
時
期
、
女
性
画
家
・
桂
ゆ
き
氏
と
知
り
合
い
に
な
り
、

見
に
来
ら
れ
た
。
桂
氏
は
ア
フ
リ
カ
の
人
食
い
人
種
た
ち
と

過
ご
し
た
体
験
を
「
女
ひ
と
り
原
始
部
落
に
入
る
」
と
い
う

本
に
し
、
有
名
だ
っ
た
。
や
る
こ
と
成
す
こ
と
型
破
り
ず
く

め
の
人
で
あ
る
。
指
紋
画
に
は
ス
タ
ン
プ
イ
ン
ク
を
よ
く
使
っ

て
い
た
。「
こ
れ
は
変
色
し
な
い
ん
で
す
か
？
」
と
問
わ
れ
た
。

変
色
し
な
い
の
は
作
家
の
責
任
な
の
で
返
事
に
困
っ
た
。
時
間

が
経
た
な
い
と
わ
か
ら
な
い
。
最
近
、
五
十
年
前
の
作
品
が

出
て
き
た
が
、
変
色
は
し
て
い
な
か
っ
た
。　

　
　
　

  【
さ
か
も
と
・
ふ
く
じ
／
画
家
、
人
吉
市
】

　
桂
ゆ
き
の
一
言
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建
築
み
て
あ
る
記
⑲

泉
福
山
本
成
寺
を
あ
る
く

　 

森
山
　
学

　

八
代
市
本
町
一
丁
目
に
、
日
蓮
宗
の
泉

福
山
本
成
寺
が
あ
る
。
加
藤
清
正
の
嫡

男
・
忠
正
が
慶
長
十
二
年
（
一
六
○
七
）

に
亡
く
な
っ
た
翌
年
、
そ
の
菩
提
寺
と
し

て
、
い
ま
の
八
代
市
妙
見
町
の
宗
覚
寺
の

地
に
創
建
さ
れ
た
。
い
ま
も
当
地
に
忠
正

の
墓
所
が
あ
る
。

　

本
成
寺
が
現
在
地
に
移
転
し
た
の
は
、

細
川
三
斎
が
八
代
城
に
入
城
し
た
の
ち

の
寛
永
十
一
年（
一
六
三
四
）。
こ
の
と
き
、

も
と
の
本
堂
は
三
斎
の
父
・
幽
斎
の
菩
提

寺
・
泰
勝
院
（
い
ま
の
八
代
市
北
の
丸
町
）

に
献
上
さ
れ
た
。
こ
れ
は
い
ま
の
浄
澤
寺

本
堂
（
八
代
市
古
閑
中
町
）
で
あ
る
。

そ
の
た
め
本
成
寺
は
、
移
転
に
あ
わ
せ
て

本
堂
を
新
築
す
る
こ
と
に
な
る
。
三
斎
は

お
返
し
に
、
八
代
城
本
丸
表
枡
形
門
の

第
一
門
を
本
成
寺
に
寄
進
す
る
。
ち
な
み

に
境
内
に
は
三
斎
が
茶
会
に
つ
か
っ
た
井

戸
も
残
る
。
し
か
し
本
堂
、
門
と
も
に

享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
に
火
災
に
遭
い
、

再
建
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
は
、
こ
の
由
緒
あ
る
本
成
寺
を

訪
ね
た
い
。
最
寄
り
の
バ
ス
停
は
「
本
町

緑
地
公
園
」
で
あ
る
。

　

立
地
は
中
心
市
街
地
の
旧
紺
屋
町
と

旧
中
嶋
町
と
の
境
、
笹
堀
広
場
に
面
し

て
い
る
。
こ
の
広
場
は
か
つ
て
の
貯
木
場

の
堀
の
跡
で
あ
る
。

　

ま
ず
目
に
入
る
の
は
門
（
写
真
①
）。

「
高
麗
門
」
と
い
う
城
郭
に
多
用
さ
れ
る

形
式
の
門
で
あ
る
。
切
妻
屋
根
を
支
え

る
二
本
の
柱
の
各
々
に
控
え
柱
を
設
け
、

写真① 境内から見た高麗門。左に鐘楼、右に和光殿写真② 高麗門の蟇股

写真③ 門から見た本堂。左の唐破風は庫裏

（
上
が
火
炎
、
下
が
茶
碗
の
形
）
に
切
り

抜
い
た
中
に
加
藤
家
の
蛇
の
目
紋
と
桔
梗

紋
が
施
さ
れ
る
（
写
真
②
）。
こ
の
両
家

紋
は
日
蓮
宗
の
宗
紋
、
日
蓮
宗
橘
と
と

も
に
門
扉
や
瓦
に
も
あ
る
。

　

門
を
く
ぐ
る
と
、
左
斜
め
に
参
道

が
の
び
る
（
写
真
③
）。

　

本
堂
は
入
母
屋
造
の
平
入
り
で
、

屋
根
は
二
重
で
あ
る
。
二
重
の
屋
根

は
兜
か
ら
垂
れ
下
が
る
し
こ
ろ
に
ち

な
み
「
し
こ
ろ
屋
根
」
と
よ
ぶ
。
寺

院
に
し
こ
ろ
屋
根
が
多
用
さ
れ
た
時

代
は
、江
戸
時
代
、寛
文
八
年
令
（
寛

文
八
年
＝
一
六
六
八
）
の
あ
と
か
ら

で
あ
る
。
こ
れ
は
本
堂
の
梁
間
を
三

間
以
内
に
制
限
す
る
法
律
で
あ
る
。

た
だ
し
庇ひ

さ
し

は
一
間
半
ま
で
よ
い
と
し

た
の
で
、
下
段
の
屋
根
を
庇
と
見
せ

か
け
る
し
こ
ろ
屋
根
の
本
堂
が
作
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
と
言

う
わ
け
で
、
し
こ
ろ
屋
根
を
み
れ
ば
、
そ

の
建
設
年
代
が
あ
る
程
度
わ
か
る
。
本

成
寺
の
場
合
、
火
災
後
の
再
建
の
際
、
こ

の
屋
根
形
式
を
選
択
し
た
と
言
え
る
。

控
え
柱
の
上
に
も
小
屋
根
を
か
け
た
形

式
で
あ
る
。
門
扉
を
開
い
た
状
態
で
は
、

門
扉
は
こ
の
小
屋
根
の
下
に
収
ま
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

　

屋
根
を
支
え
る
大
き
な
蟇

か
え
る

股ま
た

（
股
を

広
げ
た
カ
エ
ル
の
形
の
部
材
）
は
眼げ

ん

象
し
ょ
う
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向ご

拝は
い

（
参
拝
の
た
め
の
庇
の
空
間
。

本
成
寺
で
は
「
向
拝
口
」
と
よ
ぶ
）
は
ひ

と
き
わ
目
を
引
く
。「
向
拝
口
」
の
木
部

だ
け
彩
色
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
屋
根
は
単

に
正
面
に
流
れ
る
の
み
で
は
な
く
、
隅
木

を
配
し
両
側
面
に
も
勾
配
を
と
る
。
そ
の

外
周
に
は
組
物
と
彫
刻
板
支
輪
、
内
周

に
は
組
物
と
蛇
腹
支
輪
が
め
ぐ
る
。
天

井
も
折お

り
あ
げ上

平
天
井
で
、「
向
拝
口
」
は
ま

る
で
ひ
と
つ
の
部
屋
の
よ
う
で
あ
る
（
写

真
④
）。

　

さ
ら
に
そ
の
彫
物
は
象
鼻
・
籠
彫
・

虹
梁
に
刻
む
兎
波
（
写
真
⑤
）、
楓
・
瓢

箪
・
菊
・
茄
・
唐
草
と
見
た
目
に
も
に

ぎ
や
か
で
楽
し
い
。

　

中
に
入
る
と
、
ま
ず
入
側
縁
（
本
成

寺
で
は
「
向
拝
」
と
よ
ぶ
）、
そ
の
奥
に

ガ
ラ
ス
戸
で
仕
切
ら
れ
て
六
つ
間
取
り
が

あ
る
。
中
央
の
二ふ

た

間ま

が
外
陣
中
央
間
（
本

成
寺
で
は
「
内
陣
」
と
よ
ぶ
）、内
陣
（
本

成
寺
で
は
「
内
々
陣
」
と
よ
ぶ
）
で
、
こ

の
二
間
の
ま
わ
り
を
黒
漆
の
丸
柱
と
結

界
、
御
簾
が
囲
む
。
両
脇
が
質
実
な
書

院
造
で
あ
る
の
に
対
し
、
中
央
二
間
は
豪

華
に
装
飾
さ
れ
て
い
る
。

　
「
内
陣
」（
写
真
⑥
）
の
天
井
は
折
上

格
天
井
で
、各
々
の
格
間
に
花
を
描
く「
一

間
一
花
」
と
し
、
彩
色
さ
れ
た
組
物
と

彫
刻
板
支
輪
が
天
井
下
を
め
ぐ
る
。

中
央
の
拝
敷
、
人
天
蓋
な
ど
の
仏
具
も

空
間
に
彩
り
を
与
え
る
。

　
「
内
陣
」
と
「
内
々
陣
」
の
境
に
は
、

葡
萄
に
栗
鼠
を
刻
む
虹
梁
が
あ
り
、
そ

れ
を
受
け
る
左
右
の
持
送
り
は
犀さ

い

の
彫

物
で
あ
る
（
写
真
⑦
）。
犀
は
足
に
蹄
、

背
に
甲
羅
の
あ
る
一
角
獣
で
、
社
寺
彫

刻
で
も
龍
や
獅
子
、
象
な
ど
と
く
ら
べ

写真⑤ 向拝正面の兎波、籠彫、象鼻

写真④ 向拝の天井。奥の虹梁に楓と瓢箪。
　　　 左の虹梁に瓜

て
事
例
が
少
な
い
。
八
代
に
は
本
成
寺

を
含
め
三
例
の
み
。

　
「
内
々
陣
」（
写
真
⑧
）
の
荘
厳
は
さ

ら
に
き
ら
び
や
か
に
仏
の
世
界
を
飾
る
。

天
井
に
は
龍
、
琵
琶
板
に
雲
、
そ
の
下
の

小
壁
に
は
鳳
凰
と
飛
天
が
雲
間
を
舞
い

踊
る
。
木
部
は
黒
漆
に
朱
漆
が
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
を
な
し
、
金
箔
が
ア
ク
セ
ン
ト
を
つ

く
る
。
脇
の
仏
守
棚
は

火
灯
窓
（
上
が
火
炎
の

形
）
で
、
窓
の
周
囲
を

金
の
菊
が
浮
か
ぶ
瑠
璃

色
に
彩
色
し
、
鮮
や
か

な
仏
国
土
を
イ
メ
ー
ジ

さ
せ
る
。

　

こ
の
「
内
々
陣
」
の

写真⑧ 内々陣

写真⑦ 内々陣境の犀の持送り、葡萄に栗鼠の虹梁

写真⑥ 外陣から内陣を見る
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左
の
脇
間
は
、
床
の
間
を
備

え
城
主
を
迎
え
た
御
座
所

で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
内
陣
」

の
左
の
脇
間
を「
対
面
の
間
」

と
も
呼
ん
だ
。

　

本
堂
以
外
も
見
て
み
よ

う
。
高
麗
門
左
に
は
清
正

を
祀
る
和
光
殿
（
安
政
三

年
＝
一
八
五
六
再
建
、
写

真
⑨
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
本

来
、
手
前
の
礼
堂
と
奥
の
御

霊
屋
、
二
つ
の
建
物
が
並
び

立
つ
双

な
ら
び

堂ど
う

の
形
式
で
あ
る
。

の
ち
に
連
結
し
た
た
め
に
、

こ
の
連
結
部
の
不
具
合
や

両
者
の
不
揃
い
感
が
興
味
深

い
。
礼
堂
は
入
母
屋
造
の

妻
入
り
で
、
御
霊
屋
は
入

母
屋
造
の
平
入
り
。
礼
堂
の

写真⑨ 和光殿。左が御霊屋、右が礼堂

屋
根
は
桟
瓦
葺
き
で
、
御
霊
屋
は
本
瓦

葺
き
、
垂
木
も
御
霊
屋
の
方
が
密
で
あ

る
。
御
霊
屋
の
屋
根
の
軒
下
に
礼
堂
の
屋

根
の
軒
が
入
り
込
み
、
間
に
切
妻
屋
根

を
乗
せ
て
い
る
。
床
高
の
違
い
も
外
見
上

明
白
で
あ
る
。

　

高
麗
門
右
の
鐘
楼
は
袴
腰
鐘
楼
と
い

う
形
式
で
、
八
代
で
は
二
例
し
か
な
い
。

　

庫
裏
の
唐
破
風
に
は
兎
波
の
彫
刻
の

蟇
股
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
博
多
人
形
師
・

原
秀
峰
に
よ
る
明
治
の
作
で
あ
る
。
原
秀

峰
は
明
治
四
十
年
頃
に
旧
中
嶋
町
に
招

か
れ
て
居
住
し
、
旧
中
嶋
町
が
八
代
妙

見
祭
で
奉
納
す
る
笠
鉾
の
幻
の
徴
「
象
に

唐
子
」
や
、
本
成
寺
の
旭
子
安
観
世
音

菩
薩
像
な
ど
も
手
掛
け
て
い
る
。

【
も
り
や
ま
・
ま
な
ぶ
／
高
専
教
員
、
一

級
建
築
士
、
八
代
市
】

　
「
妄も

う

」
と
字
形
が
似
て
い

る
の
で
間
違
え
な
い
よ
う
に

ご
用
心
。
こ
ち
ら
の
音
読
み

は
〈
シ
ョ
ウ
〉
で
、訓
読
み
は

〈
め
か
け
・
わ
ら
わ
（
婦
人

が
へ
り
く
だ
っ
て
の
自
称
）〉。

　
〈
め
か
け
〉
と
は
、
正
室
以
外
の
夫
人
で
側
室

と
も
い
っ
た
。
一
夫
多
妻
が
社
会
的
に
承
認
さ
れ
て

い
た
時
代
に
は
、
側
室
を
持
つ
こ
と
は
〈
男
の
甲

斐
性
〉
み
た
い
に
言
わ
れ
た
も
の
。
こ
の
地
方
で

は
ゴ
ン
サ
イ
と
い
っ
て
い
た
よ
う
だ
。〈
ゴ
ン
＝
権

＝
仮
の
〉
サ
イ
（
妻
）
だ
ろ
う
か
？ 

そ
の
女
性
か

ら
生
ま
れ
た
子
供
が
妾
腹
の
子
。
福
田
英
子
に「
妾

（
わ
ら
わ
）
の
半
生
涯
」
を
と
い
う
自
伝
が
あ
る

が
、
福
田
は
旧
姓
景
山
で
、
明
治
の
婦
人
運
動
家

の
草
分
け
の
一
人
で
「
新
し
い
女
」
の
代
表
選
手
。

メ
カ
ケ
と
読
ん
だ
ら
大
間
違
い
！ 

ご
用
心
、
ご
用

心
。

【
つ
る
か
み
・
か
ん
じ
／
人
吉
市
】

　

オ
シ
ド
リ
を
漢
字
で
鴛
鴦
と
書

く
。
大
変
夫
婦
仲
が
良
い
鳥
だ
そ
う

で
、
人
間
社
会
で
も
〈
お
し
ど
り
夫

婦
〉
と
い
う
尊
敬
語
？
ひ
や
か
し
語
・

か
ら
か
い
語
・
羨
望
語
が
あ
る
。

　

鶴
も
夫
婦
で
一
年
に
一
回
抱
卵
し
、
必
ず
卵
は
二
つ
で
、

そ
こ
か
ら
孵
っ
た
二
羽
が
番
（
つ
が
い
・
夫
婦
）
に
な
っ

て
…
…
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が
本
当
だ
ろ
う
か
？　

純

愛
？　

い
や
、
相
手
を
自
分
の
意
思
で
自
由
に
選
ぶ
こ
と

が
で
き
な
い
な
ん
て
可
哀
そ
う
？　

仲
が
良
い
よ
う
に
見

え
て
も
、
彼
ら
は
恋
愛
の
味
を
知
ら
な
い
の
だ
。
そ
う
、

得
恋
の
歓
び
も
、
失
恋
の
悲
し
み
も
知
ら
な
い
の
だ
。
そ

の
方
が
幸
せ
か
も
し
れ
な
い
。
も
し
相
方
が
何
か
の
事
情

で
欠
け
た
り
し
た
ら
、
人
間
み
た
い
に
後
追
い
す
る
の
か

な
？　

別
の
相
手
を
探
す
の
か
な
？　

鳥
博
士
に
訊
い
て

み
た
い
。

漢和字典は面白い ７

妾

鴛

鶴上寛治

漢字遊び　時には気分転換！
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道
が
平
成
元
年
11
月
１
日
の
開
業
と
当

時
に
出
来
た
新
駅
の
一
つ
。
そ
れ
で
も
30

年
の
歳
月
が
経
っ
て
い
る
。
隣
の
東
免
田

駅
か
ら
１
・
１
㎞
、
次
の
多
良
木
駅
ま
で

は
１
・
３
㎞
の
近
距
離
に
在
り
、
名
称
や

距
離
か
ら
も
バ
ス
の
停
留
所
を
イ
メ
ー
ジ

さ
せ
る
駅
名
。
ま
た
本
駅
名
表
示
板
に

も
〝
長
寿
と
メ
ロ
ン
の
町
〟
と
し
て
、
公

立
病
院
と
関
連
づ
け
た
サ
イ
ン
が
出
し
て

　

東
免
田
駅
と
公

立
病
院
前
駅
間
の

路
線
も
、
ほ
ぼ
直

線
に
近
い
区
間
だ

が
、
起
点
か
ら
18

㎞
の
地
点
の
手
前

か
ら
わ
ず
か
に
右

に
カ
ー
ブ
す
る
。

途
中
、
小
城
第
４

第
５
と
築
地
の
３

踏
切
を
過
ぎ
る
が
、
い
ず
れ
も
新
列
車

名
に
冠
さ
れ
た
〝
田
園
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
〟

が
続
き
、
付
近
の
小こ

白し
ら

髪が

嶽だ
け

・
黒く

ろ
ば
る原
・

江え

代じ
ろ

山や
ま

他
が
見
通
せ
、
遠
望
の
利
く
、

長の
ど
か閑
で
和な

ご

み
の
あ
る
区
間
で
あ
る
。

公
立
病
院
前
駅

　

こ
の
駅
も
「
お
か
ど
め
幸
福
駅
」「
新

鶴
羽
駅
」
の
２
駅
と
同
様
、
く
ま
川
鉄

連載その㉔  くま川鉄道・公立病院前駅

球磨川の駅・ものがたり

熊本産業遺産研究会　松本晉一

河口から上流まで、その駅を訪ねる

ホーム待合所（多良木方面）

病院がホームより見える

こ
と
。
入
口
手
前
に
は
長
い
屋
根
付
き
の

自
転
車
置
き
場
、
ホ
ー
ム
入
口
中
央
に

階
段
が
あ
る
が
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
上
の
問

題
点
が
あ
る
と
い
う
。
今
は
20
人
程
度
の

高
校
生
が
利
用
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

湯
前
線
の
無
人
駅
ホ
ー
ム
造
成
工
法

は
、
国
鉄
時
代
に
建
造
さ
れ
た
各
駅
ホ
ー

あ
る
。
駅
名
を
表
す
球
磨
郡
公
立
多
良

木
病
院
は
、
こ
の
駅
か
ら
４
０
０
ｍ
南

東
に
位
置
し
、
駅
ホ
ー
ム
か
ら
も
国
道

２
１
９
号
線
沿
い
の
病
院
ビ
ル
を
直
視

出
来
る
。

　

駅
の
所
在
地
は
多
良
木
町
大
字
多
良

木
古
多
良
木
４
０
８
２
︱
３
。
１
面
１

線
の
無
人
駅

で
、
４
輌
分
の

長
さ
の
ホ
ー
ム

を
有
し
、
屋

根
付
き
の
簡
易

ホ
ー
ム
と
別
に

待
合
所
も
あ
る

が
、
そ
の
ガ
ラ

ス
窓
は
悪
戯
防

止
の
た
め
か
、

外
し
た
ま
ま
に

し
て
あ
る
と
の

ム
の
乗
降
側
に
盛
土
を
し
て
、
石
材
又
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
で
構
築
し
た
も

の
が
多
い
が
、
こ
の
駅
の
ホ
ー
ム
は
新
鶴

羽
駅
と
同
様
、
工
期
短
縮
化
と
建
設
費

削
減
の
た
め
か
ホ
ー
ム
土
台
は
盛
土
で
は

な
く
、
土
台
部
分
を
Ｈ
鋼
材
に
て
門
形

に
組
み
上
げ
、
そ
の
上
に
鋼
板
を
敷
き
並

SL 時代の当駅付近（昭 50.2.25 福）

工事中の駅予定地（平成元 8.6 福）

現在の駅付近
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し
）
が
２
０
０
１

年
に
出
て
い
る
。
駅

正
面
に
は
９
段
の
ス

テ
ッ
プ
が
あ
り
、
道

路
か
ら
の
高
さ
は

１
・
５
ｍ
、
ホ
ー
ム

長
は
85
ｍ
あ
る
。
く

ま
川
鉄
道
本
社
に

よ
れ
ば
２
０
０
１

年
当
時
の
年
間
利
用
者
数
は
１
万
人

で
、
木
上
・
川
村
駅
に
次
い
で
３
番
目

に
乗
客
が
少
な
い
駅
で
、
そ
の
中
で
一

般
利
用
客
は
３
２
２
７
人
、
１
日
平
均

で
９
人
と
の
こ
と
で
あ
る
。
寒
さ
を
避

け
る
待
合
所
は
そ
の
後
に
設
け
ら
れ
た
。

階
段
が
な
く
身
体
が
不
自
由
で
も
、
そ

の
ま
ま
ホ
ー
ム
に
入
れ
る
駅
は
、
相
良

藩
願
成
寺
・
西
村
・
一
武
・
あ
さ
ぎ
り
・

湯
前
の
５
駅
だ
が
、
ス
ロ
ー
プ
を
必
要
と

べ
て
舗
装
し
た
も
の
で
あ
る
。
反
対
側
が

透
け
て
見
え
る
の
で
、
遠
目
に
は
野
外
の

舞
台
を
連
想
さ
せ
る
簡
易
工
法
の
ホ
ー

ム
で
あ
る
。

　

こ
の
駅
は
「
通
院
者
利
用
駅
」
と
い

う
性
格
を
出
す
た
め
に
も
、
駅
に
ス
ロ
ー

プ
が
欲
し
い
と
い
う
要
望
（
週
刊
ひ
と
よ

す
る
人
は
直
接
、
ク
ル
マ
で
病
院
玄
関
に

ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
方
が
多
い
か
と
思
わ
れ

る
。

　

こ
の
公
立
病
院
の
正
式
名
称
は
球
磨

郡
公
立
多
良
木
病
院
企
業
団
（
大
島

茂
樹
企
業
長
）。
歴
史
的
に
は
明
治
12

年
（
１
８
７
９
）
の
人
吉
公
立
病
院
多

良
木
分
院
が
設
立
の
母
体
、
明
治
29
年

の
郡
制
度
施
行
後
は
多
良
木
第
二
病
院

と
改
称
、
昭
和
11
年
７
月
に
球
磨
郡
立

駅のホーム遠景

中央階段口

階段より見た病院

と
な
る
が
、
こ
の
時
代
の
往
診
用
自
動

車
（
写
真
）
の
存
在
は
珍
し
い
。
さ
ら

に
昭
和
16
年
（
１
９
４
１
）
に
は
近
隣

10
カ
町
村
の
公
立
病
院
と
な
っ
た
も
の

で
、
現
在
は
病
院
施
設
と
共
に
健
診
セ

ン
タ
ー
・
老
健
施
設
・
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
・
在
宅
医
療
セ
ン
タ
ー
を
併

設
し
た
１
３
９
年
の
歴
史
を
有
し
、
人

吉
医
療
セ
ン
タ
ー
と
同
様
、
自
治
体
公

立
の
地
域
中
核
病
院
で
あ
る
。

　

駅
の
反
対
側
、
築
地
踏
切
の
右
手
に

は
自
動
車
車
検
場
が
あ
り
、
ま
た
近
く

に
は
多
良
木
自
動
車
学
校
・
葬
祭
場
、

井
口
橋
の
先
に
は
上
球
磨
消
防
組
合
消

防
署
、
多
良
木
警
察
署
が
出
来
る
な
ど
、

こ
の
井
口
川
周
辺
の
古
多
良
木
地
区
は

病
院
と
共
に
発
展
し
て
き
て
い
る
。
消
防

署
脇
に
は
恵
比
寿
さ
ん
に
因
ん
だ
防
災

駅より公立病院全景

当時の病院往診車（1932 年型シボレー）

病院から見た駅
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で
、
そ
こ
を
釣
り
堀
に
転
用
し
た
も

の
。
釣
り
マ
ニ
ア
も
多
く
居
て
鯉
や

鱒
が
釣
れ
て
い
た
が
、
10
年
余
り
で

休
業
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
こ
の
周

辺
の
田
圃
に
は
灌か

ん
が
い漑
用
の
〝
百
太
郎

溝
〟
や
〝
幸
野
溝
〟
か
ら
タ
ニ
シ
が

入
っ
た
。
草
取
り
用
に
は
そ
れ
で
良

か
っ
た
が
タ
ニ
シ
が
繁
殖
し
す
ぎ
て
、

そ
の
駆
除
に
苦
労
し
た
こ
と
が
あ

る
。こ
の
辺
り
の
畑
で
は
、い
ん
げ
ん
・

メ
ロ
ン
・
馬
鈴
薯
を
作
っ
て
い
る
と

の
こ
と
。（
駅
近
く
の
畑
で
Ｋ
さ
ん

84
歳
の
話
）

　

そ
う
こ
う
話
し
て
い
る
内
に
、
次

の
下
り
列
車
が
こ
の
駅
の
ホ
ー
ム
に

近
づ
い
て
来
た
。
さ
す
れ
ば
、
あ
る

意
味
、
意
外
に
病
院
行
き
列
車
の

運
用
頻
度
の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
た
。

え
び
す
像
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。

　

地
元
古
老
の
話
で
は
、「
多
良
木
８
︱

２
地
区
の
皆
さ
ん
方
で
、
こ
の
駅
の
周
り

に
ツ
ツ
ジ
と
桜
を
植
え
、
駅
の
完
成
祝
い

時
に
も
お
祝
い
の
寄
付
を
し
た
。
戸
数
は

駅
開
業
当
時
は
70
戸
ば
か
り
あ
っ
た
の
だ

が
、今
は
40
戸
ば
か
り
と
少
な
く
な
っ
た
。

そ
の
後
に
は
彼
岸
花
も
植
え
た
が
、
そ
の

数
は
だ
ん
だ
ん
無
く
な
っ
て
い
っ
た
」
と

の
こ
と
。

　

ま
た
駅
の
す
ぐ
東
寄
り
に
は
以
前
、

釣
り
堀
店
の
営
業
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、

そ
こ
は
構
造
河
川
整
備
時
に
余
っ
た
土
地

〈
参
考
資
料
〉

・
人
吉
オ
ー
ル
ド
カ
ー
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
「
く
る
ま
の
楽
し
み

１
９
９
５
カ
レ
ン
ダ
ー
」
人
吉
球
磨
自
動
車
文
化
史
写
真
集

戦
前
編
そ
の
２

・「
ス
ロ
ー
プ
が
あ
れ
ば
い
い
な
！
」
週
刊
ひ
と
よ
し
第
１
６
４
号

２
０
０
１
・
１
・
28

（
協
力
）
福
井 

弘

※
前
回
修
正
事
項

　

６
頁
上
段
：
県
道
の
岡
原
・
須
恵
線
⇨
川
瀬
・
免
田
線

防災えびす像

釣り堀店跡

柳人があじわう漱石俳句

長
け
れ
ど
何
の
糸
瓜
と
さ
が
り
け
り

（
漱
石
29
歳
）

初
秋
の
芭
蕉
動
き
ぬ
枕
元

（
漱
石
42
歳
）

　
︱ 

漱
石
山
房
と
子
規
庵 

︱

　

今
回
は
旅
の
ご
報
告
を
し
た
い
。

　

筆
者
は
こ
の
一
月
に
私
用
で
上
京
し
た
お
り
に
、
昨
年

開
館
し
た
新
宿
区
立
漱そ

う
せ
き石
山さ

ん
ぼ
う房
記
念
館
と
子し

き規
庵あ

ん

を
訪
ね

た
。

　

東
京
メ
ト
ロ
東
西
線
の
早
稲
田
駅
か
ら
東
へ
、
ゆ
る
い

坂
を
上
り
下
り
し
て
10
分
ほ
ど
歩
く
。
東
京
は
坂
の
多
い

と
こ
ろ
だ
と
気
づ
く
。
す
る
と
白
い
モ
ダ
ン
な
外
観
の
漱

石
山
房
の
建
物
に
行
き
着
く
。
漱
石
が
主
に
小
説
を
書
き
、

亡
く
な
る
ま
で
の
約
９
年
間
を
過
ご
し
た
住
ま
い
で
あ
る
。

　

建
物
の
２
階
に
は
漱
石
が
文
机
の
前
で
写
っ
た
写
真
の

書
斎
そ
の
ま
ま
に
、
本
棚
の
書
籍
な
ど
が
細
か
く
再
現
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
書
斎
も
、
木
曜
会
で
文
人
た
ち
が
日
本

の
近
代
文
学
を
熱
く
語
っ
た
で
あ
ろ
う
続
き
の
間
も
洋
館

作
り
だ
っ
た
の
は
意
外
だ
っ
た
。

　

庭
の
芭
蕉
の
木
は
冬
場
と
あ
っ
て
根
元
か
ら
剪
定
さ
れ

て
い
た
が
、
ベ
ラ
ン
ダ
の
椅

子
で
芭
蕉
を
眺
め
な
が
ら

休
む
漱
石
が
想
像
で
き
た
。

　

一
方
、
台
東
区
根
岸
に
あ
る
子
規
庵
は
同
保
存
会
に
よ
っ

て
維
持
さ
れ
て
い
る
。
山
の
手
線
の
鶯

う
ぐ
い
す
だ
に谷
駅
で
降
り
て
進

む
と
、た
だ
な
ら
ぬ
ホ
テ
ル
街
に
迷
い
こ
む
。
身
を
固
く
し
、

地
図
を
握
り
し
め
て
歩
き
着
い
た
時
に
は
ほ
っ
と
し
た
。

ガ
ラ
ガ
ラ
と
玄
関
の
引
き
戸
を
開
け
る
と
、
狭
い
三た

た

き
和
土

に
上
が
り
框

か
ま
ち
。
子
ど
も
の
頃
に
遊
び
に
行
っ
た
友
達
の
家

の
よ
う
な
懐
か
し
い
日
本
家
屋
の
た
た
ず
ま
い
だ
。
南
向

き
の
畳
の
間
に
ガ
ラ
ス
戸
に
向
か
っ
て
文
机
が
置
か
れ
て
い

る
。
漱
石
と
同
年
齢
で
親
友
だ
っ
た
子
規
は
漱
石
が
ロ
ン

ド
ン
留
学
中
、
明
治
35
年
９
月

に
病
死
し
た
。
子
規
忌
は
獺だ

っ

祭さ
い

忌
、
糸へ

ち
ま瓜
忌
と
も
い
う
。

【
い
わ
さ
き
楊よ
う

子こ

／
川
柳
と
俳
句
の
愛
好
家
、
熊
本
市
在
住
】

いわさき楊子

─ ㉔ ─

子規庵の庭から
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観
音
巡
り
の
目
的
は
人
に
よ
っ
て
ち
が
う
。
ご
利
益
を
求
め
る

人
も
い
る
。
観
音
像
に
美
的
価
値
を
認
め
そ
の
鑑
賞
を
目
的
に
す

る
人
も
い
る
。
周
囲
の
景
観
を
併
せ
て
楽
し
み
た
い
と
い
う
人
も

い
る
。
観
音
像
を
め
ぐ
る
歴
史
に
関
心
を
寄
せ
る
人
も
い
る
。

　

川
の
清
冽
を
感
じ
取
る
に
は
「
廻
観
音
」
が
い
い
。
川
辺
川
右

岸
に
あ
る
。
同
川
を
眺
め
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
見
守
っ
て
い

廻め
ぐ
り

観か

ん

の

ん音
（
相
良
村
）

相
良
三
十
三
観
音
巡
礼

廻観音（球磨郡相良村川辺）。お堂は平成元年に改築されたもの

菊花紋の鰐口

る
よ
う
に
も
み
え
る
。
川
遊
び
を
す
る
子
ど
も
た
ち
に
優
し
い
眼

差
し
を
向
け
て
き
た
よ
う
に
も
み
え
る
。
川
舟
の
安
全
を
願
っ
て

い
る
よ
う
に
も
み
え
る
。　

　

高
岩
、
馬
岩
、
は
ん
ず
岩
、
屏
風
岩
、
誕
生
岩
、
三
ツ
岩
な

ど
が
並
ぶ
川
ら
し
い
場
所
に
あ
る
。近
く
に
は
河
童
之
墓
も
あ
る
。

　

川
を
愛
す
る
人
に
は
、
ぜ
ひ
、
同
観
音
を
参
拝
し
て
欲
し
い
。

同
観
音
に
つ
い
て
は

岐
部
明
廣
『
相
良

三
十
三
観
音
巡
り
』

（
人
吉
中
央
出
版

社
）
３
７
７
頁
以

下
が
詳
し
い
。（

春
秋
）

堂敷地内からみえる川辺川

河童之墓
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と
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
度
（
七
月
〜

一
一
月
の
五
か
月
間
）
の
二
回
に
分
け
て
行

わ
れ
た
。
報
告
書
（
熊
本
県
教
育
委
員
会

一
九
九
三
）
を
見
て
み
る
と
、
そ
の
ス
タ
ッ

フ
に
は
、
園
村
の
他
、
１
回
目
に
松
舟
博

満
、
菖
蒲
和
弘
、
坂
口
圭
太
郎
、
久
保
田

真
が
嘱
託
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
た
。
松
舟

は
、
現
在
、
熊
本
県
文
化
財
保
護
指
導
員

を
務
め
、
球
磨
・
人
吉
の
郷
土
研
究
を
牽

引
し
て
い
る
し
、
菖
蒲
は
郷
土
史
研
究
家

だ
し
、
坂
口
は
熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館
の

学
芸
課
長
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
ま
た
、

久
保
田
は
、
元
高
校
球
児
で
、
現
在
は
高

等
学
校
の
教
師
と
な
っ
て
野
球
部
を
指
導

 （18）
球磨川筋の弥生時代⑱

八洲開発株式会社　木﨑文化財研究室長　木﨑康弘

くまがわすじの考古地誌

一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
九
月
、
表
土

の
剥
ぎ
取
り
と
発
掘
面
の
清
掃
・
観
察
か

ら
発
掘
を
始
め
た
文
化
財
保
護
主
事
の
園

村
辰
実
は
、
次
々
と
顔
を
覗
か
す
竪
穴

式
住
居
跡
の
輪
郭
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら

も
、
そ
の
表
情
に
は
ワ
ク
ワ
ク
感
を
満
ち
溢

れ
さ
せ
て
い
た
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
熊
本

県
教
育
委
員
会
の
文
化
課
に
、
小
学
校
の

現
場
か
ら
赴
任
し
て
五
年
目
の
園
村
に
と
っ

て
は
、
担
当
者
と
し
て
初
め
て
臨
ん
だ
発

掘
。
だ
か
ら
、張
り
切
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

前
号
で
も
紹
介
し
た
よ
う
に
（
木
﨑

二
〇
一
八
）、
発
掘
は
、
一
九
八
九
（
平
成

元
）
年
度
（
九
月
〜
二
月
の
六
か
月
間
）

（NO.179）

「
免
田
式
」
を
使
お
う
！
④

　
話
題
騒
然
、夏
女
遺
跡
の
発
掘
②

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
２
回
目
に

は
、
文
化
財
保
護
主
事
の
蔵
坐
浩

一
の
名
前
が
見
え
る
。。
蔵
坐
は
、

球
磨
郡
出
身
で
、
現
在
は
小
学
校

に
戻
っ
て
先
生
と
し
て
頑
張
っ
て
い

る
。
今
か
ら
三
〇
年
近
く
前
の
こ

と
だ
か
ら
、当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

皆
ん
な
、
確
か
に
若
か
っ
た
。

彼
ら
が
見
つ
け
た
竪
穴
式
住
居

跡
は
、
六
八
基
を
数
え
た
。
他

に
、
村
境
を
区
画
す
る
た
め
の
溝

も
一
条
あ
っ
た
。
幅
七
～
八
メ
ー

ト
ル
で
、
全
長
三
六
〇
メ
ー
ト
ル

の
細
長
い
範
囲
で
の
発
掘
、
発
見

だ
っ
た
の
で
、 

住
居
が
ど
ん
な
範
囲

に
広
が
っ
て
い
て
、
溝
で
区
画
さ

れ
た
部
分
の
面
積
は
ど
れ
く
ら
い

な
の
か
な
ど
、
当
時
の
ム
ラ
の
様

子
に
つ
い
て
は
、
分
か
ら
な
い
こ
と

だ
ら
け
で
あ
っ
た
。
そ
う
は
言
い

図　竪穴式住居跡の分布

写真①　Ⅴｂ類の57号住居跡　重弧文土器がまとまって見つかった
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は
、
お
互
い
が
重
な
り
あ
っ
て
い
て
、
何
度

も
建
て
替
え
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
教
え
て
く

れ
た
。
ａ
類
は
、
一
八
号
、
一
九
号
、
二
二

号
～
二
五
号
、
三
六
号
、
四
〇
号
、
五
〇

号
の
九
基
が
該
当
し
た
。
こ
の
中
で
、
二
三

号
と
五
〇
号
の
住
居
跡
か
ら
は
、
内
行
花

文
鏡
と
呼
ば
れ
る
青
銅
製
の
鏡
が
出
土
し

だ
。
Ⅱ
類
は
大
型
の
正
方
形
住
居
跡
で
、

Ⅲ
類
は
小
型
の
長
方
形
（
長
軸
二
・
二
～
四

メ
ー
ト
ル
）
で
、Ⅳ
類
は
小
型
の
正
方
形
（
一

辺
二
メ
ー
ト
ル
）。
Ｖ
類
は
、
大
型
の
円
形

の
住
居
跡
で
、
ベ
ッ
ド
状
遺
構
が
設
け
ら
れ

て
い
た
住
居
跡
を
Ⅴ
ａ
類
、
設
け
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
も
の
を
Ⅴ
ｂ
類
、
ま
た
壁
の
一

方
が
花
弁
状
に
突
き
出
し
た
形
の
も
の
を

Ⅴ
ｃ
類
と
呼
ん
だ
。
Ⅵ
類
は
、
平
行
四
辺

形
や
隅
丸
方
形
等
、
方
形
お
よ
び
円
形
に

属
さ
な
い
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
形
が
分
か
ら

な
い
も
の
は
、
Ⅶ
類
と
さ
れ
た

園
村
は
、
次
に
そ
れ
ぞ
れ
の
種
類
の
住

居
跡
の
位
置
を
検
討
。
す
る
と
興
味
深
い

傾
向
が
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

調
査
区
内
の
東
端
（
二
八
区
～
二
九

区
）
に
あ
っ
た
の
が
Ⅰ
ｂ
類
で
、
三
二
号
と

六
八
号
の
二
基
だ
っ
た
。

中
央
部
（
一
二
～
二
八
区
）
に
分
布
し

て
い
た
の
が
Ⅴ
類
だ
。
見
つ
か
っ
た
範
囲
で

な
が
ら
、
こ
こ
で
見
つ
か
っ
た
遺
構
や
遺
物

は
、
球
磨
の
弥
生
時
代
を
探
る
上
で
、
大

き
な
ヒ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

ん
な
成
果
に
な
る
こ
と
も
誰
に
予
想
す
る
こ

と
な
く
、
発
掘
は
始
ま
っ
た
の
だ
っ
た
が
、

そ
こ
で
見
つ
か
っ
た
住
居
跡
を
紹
介
し
て

い
っ
て
み
た
い
。

真
上
か
ら
見
た
形
に
は
、
円
形
、
長
方

形
、
正
方
形
、
不
定
形
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

大
型
と
小
型
で
も
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ら
を

園
村
は
、
Ⅰ
類
か
ら
Ⅶ
類
ま
で
の
七
種
類

に
整
理
し
た
。
さ
ら
に
Ⅰ
類
と
Ⅴ
類
で
は
、

ベ
ッ
ト
状
遺
構
の
有
無
で
、
そ
れ
ぞ
れ
を
二

つ
と
三
つ
に
分
け
ら
れ
た
。
具
体
的
に
見
て

い
こ
う
。

Ⅰ
類
は
、
長
方
形
の
住
居
跡
で
、
直
径

四
・
五
～
八
メ
ー
ト
ル
の
、
夏
女
遺
跡
で
は

大
型
の
も
の
だ
っ
た
。
ベ
ッ
ド
状
遺
構
が
設

け
ら
れ
て
い
た
住
居
跡
を
Ⅰ
ａ
類
、
設
け

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
を
Ⅰ
ｂ
類
と
呼
ん

写真②　円形の住居跡（Ⅴｂ類の49号住居跡）

で
あ
っ
た
銅
釧
が
出
土
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
住
居
跡
の
形
に
よ
っ
て
、

分
布
の
仕
方
で
ズ
レ
が
あ
り
そ
う
な
の
だ
。

こ
れ
は
、
こ
の
土
地
一
帯
を
ム
ラ
と
し
て
利

用
し
た
弥
生
人
た
ち
の
工
夫
で
も
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
考
え
て
み
た
い
。     （
つ
づ
く
）

【
註
】

　

ベ
ッ
ド
状
遺
構
と
は
、
熊
本
の
弥
生
時
代

の
竪
穴
式
住
居
跡
で
注
目
さ
れ
た
竪
穴
式
住

居
跡
内
の
付
属
施
設
で
あ
る
。
そ
の
名
前
が

示
す
よ
う
に
、
ベ
ッ
ド
よ
う
に
、
床
面
よ
り

も
一
段
高
い
部
分
が
あ
る
。

【
引
用
参
考
文
献
】

・
木
﨑
康
弘　

二
〇
一
八　
「
く
ま
が
わ
す

じ
の
考
古
地
誌
一
七  

「
免
田
式
」
を
使
お

う
③　

話
題
騒
然
、
夏
女
遺
跡
の
発
掘
①
」

『
く
ま
が
わ
春
秋
』
第
二
二
号　

人
吉
中

央
出
版
社

・
園
村
辰
実
編　

一
九
九
三　
『
夏
女
遺
跡
』

熊
本
県
教
育
委
員
会

介
し
た
い
。

西
側(

四
～
一
四
区
）
に
分
布
し
て
い
た

の
は
、
Ⅰ
ａ
類
だ
。
三
号
、
五
号
、
六
号
、

一
二
号
、
二
九
号
の
五
基
が
そ
れ
で
、
一
五

区
よ
り
も
東
に
は
広
が
っ
て
い
な
か
っ
た
。

Ⅰ
ｂ
類
や
Ⅴ
類
と
は
対
照
的
な
広
が
り
方

だ
。
ベ
ッ
ド
状
遺
構
は
、
床
面
よ
り
二
〇

～
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
、
高
い
も
の

だ
っ
た
。
こ
れ
と
重
な
っ
た
状
態
で
見
つ
か
っ

た
の
は
、
一
号
、
二
号
、
四
一
号
の
Ⅱ
類
だ
っ

た
。
一
七
区
に
一
軒
が
あ
っ
た
も
の
の
、
そ

れ
以
外
は
、
西
側
に
集
中
し
て
い
た
。

Ⅲ
類
（
八
号
、
一
三
号
、
一
七
号
、

四
三
号
、
四
五
号
、
五
二
号
、
五
五
号
）、

Ⅳ
類
（
五
三
号
）
は
、
八
区
よ
り
も
東
に

分
布
。
Ⅵ
類
は
、
一
四
号
と
二
七
号
が
中

央
部
西
端
（
一
〇
区
、一
三
・一
四
区
）
で
、

六
三
号
と
六
五
号
が
東
側
（
二
七
区
、

二
五
区
）
に
あ
っ
た
。
こ
の
中
で
、
六
五
号

住
居
跡
か
ら
は
、
青
銅
製
の
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト

た
。ｂ
類
は
、四
九
号
。ｃ
類
は
五
七
号
で
、

「
花
弁
型
住
居
」
と
か
、「
日
向
型
間
仕

切
り
住
居
」
と
か
呼
ば
れ
る
も
の
。「
日
向

型
」
と
付
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
主
に
南
九

州
に
見
ら
れ
る
住
居
跡
で
あ
る
。
重
弧
文

土
器
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
。
こ
の
住
居

跡
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
詳
し
く
紹

写真③　長方形の住居跡（Ⅲ類の8号住居跡）
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に
完
成
。
全
長
三
千
五
百
ｍ
で
、
一
般
地

方
道
の
無
料
橋
と
し
て
は
日
本
最
長
で
あ

る
。
美
し
い
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
海
上

に
架
か
る
優
美
な
ア
ー
チ
は
息
を
の
む
絶

景
で
あ
る
。
小
雨
そ
ぼ
降
る
天
候
の
中
で

見
る
せ
い
か
、
そ
の
橋
の
姿
は
晴
天
下
と

は
一
味
違
っ
た
宮
澤
賢
治
の
「
銀
河
鉄
道
」

の
幻
想
を
抱
か
せ
る
よ
う
だ
。

　

ふ
と
現
実
に
戻
っ
て
、
こ
の
巨
費
投
資
の

大
橋
の
経
済
効
果
は
分
か
ら
な
い
が
、
伊

良
部
島
と
宮
古
島
の
一
体
化
に
よ
る
諸
々

の
効
果
、
当
大
橋
が
宮
古
島
の
み
な
ら
ず

沖
縄
県
の
観
光
目
玉
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
中
・
短
期
的
に
は
良
し
と
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
長
期
の
観
点
か
ら
は
、
超

大
型
の
海
上
橋
な
る
が
故
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
な
ど
の
維
持
費
は
相
当
大
き
く
な
り
、

そ
の
対
策
を
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
と

他
事
な
が
ら
気
に
な
っ
た
。

　

宮
古
島
に
は
こ
の
大
橋
以
外
に
も
池
間
島

宮
古
島
伊
良
部
大
橋
と
東ひ

が
し

平へ

ん

な

安
名
崎ざ

き（
岬
）

冨
永
和
信

姿
が
私
の
心
を
覚
醒
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　

離
島
架
橋
は
そ
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な

景
観
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
従
来
本
土
と

の
往
来
は
船
に
頼
っ
て
い
た
も
の
が
、
架
橋

と
い
う
大
動
脈
に
よ
っ
て
地
続
き
と
な
り
、

こ
れ
ま
で
の
隔
絶
さ
れ
て
い
た
島
の
生
活

や
経
済
活
動
の
環
境
が
ど
の
よ
う
に
変
化

し
て
い
く
の
か
興
味
が
尽
き
な
い
。

　

今
回
は
、
そ
の
宮
古
島
（
人
口
約

五
万
五
千
人
）
の
伊
良
部
大
橋
と
東
平

安
名
崎
お
よ
び
諸
島
め
ぐ
り
が
目
的
で
あ

る
。
宮
古
島
と
伊
良
部
島
に
架
か
る
伊
良

部
大
橋
は
構
想
か
ら
四
十
年
、
建
設
開
始

か
ら
九
年
の
歳
月
を
経
て
平
成
二
十
七
年

　

今
年
平
成
三
十
年
の
新
年
早
々
、
家
内

と
一
緒
に
沖
縄
の
宮
古
島
め
ぐ
り
の
旅
に

出
た
。
沖
縄
は
北
海
道
と
共
に
好
き
で
、

何
回
も
行
っ
て
お
り
、
島
内
の
城

グ
ス
ク
は
も
ち

ろ
ん
、
西
表
や
石
垣
島
も
知
っ
て
い
る
。

し
か
し
今
回
の
宮
古
島
は
、
こ
れ
ま
で
と

少
し
違
っ
た
意
味
の
あ
る
旅
で
あ
っ
た
。

　

な
ぜ
か
昔
か
ら
、
私
は
半
島
か
ら
海
に

突
き
出
た
岬
や
離
島
に
架
か
る
大
橋
に
興

味
を
も
っ
て
い
た
。
岬
は
そ
も
そ
も
近
づ

き
が
た
く
、
そ
の
先
端
部
を
直
接
見
る
こ

と
が
困
難
な
、
無
い
物
ね
だ
り
の
興
味
、

さ
ら
に
そ
こ
に
は
想
像
を
超
え
る
強
風
と

さ
か
ま
く
怒
濤
と
対
峙
し
て
い
る
孤
高
の

な
い
。

　

突
端
に
大
き
な
灯
台
を
も
つ
東
平
安
名

崎
は
、
島
の
南
東
に
細
長
く
突
き
出
た
珍

し
い
形
の
岬
で
あ
る
。
長
さ
約
二
㎞
、
幅

約
百
ｍ
、
断
崖
の
高
さ
約
三
十
ｍ
で
、
左

手
に
東
シ
ナ
海
、
右
手
は
太
平
洋
に
直
面

し
て
お
り
、
隆
起
し
た
サ
ン
ゴ
礁
の
石
灰

岩
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
突
端
に
通
じ
る

道
は
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
「
天
の
梅
」
群

生
落
（
県
の
天
然
記
念
物
）
と

石
灰
岩
の
間
を
縫
っ
て
歩
く
自

然
歩
道
。

　

当
日
の
小
雨
ま
じ
り
の
強
風

と
、
こ
の
歩
道
を
先
端
ま
で
進

む
の
は
老
身
に
と
っ
て
は
い
さ

さ
か
堪
え
る
。
し
か
し
足
場
の

悪
い
な
か
、
突
端
に
辿
り
着
い

て
眼
下
に
太
平
洋
の
黒
潮
と
東

シ
ナ
海
流
と
が
激
突
す
る
巨
大

な
波
涛
を
目
に
し
て
鳥
肌
が
立

つ
ほ
ど
の
感
激
の
一
瞬
を
得
た
。
こ
れ
ま
で

数
多
く
の
岬
を
見
て
き
た
が
、
こ
れ
は
私

に
と
っ
て
最
高
の
体
験
で
あ
っ
た
。
ガ
イ
ド

の
話
に
よ
る
と
、
こ
の
二
つ
の
海
流
は
簡
単

に
融
和
合
流
す
る
こ
と
な
く
複
雑
な
流
動

を
な
し
て
い
る
の
で
、
そ
こ
へ
小
舟
を
出
す

の
は
危
険
で
あ
る
ら
し
い
。

　

雨
は
止
ん
で
い
た
が
あ
ま
り
の
強
風
の

た
め
ツ
ア
ー
客
二
十
数
名
の
う
ち
約
半
数

は
バ
ス
か
ら
降
り
る
の
を
諦
め
て
、
こ
の
壮

大
な
絶
景
を
断
念
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な

状
況
に
は
旅
慣
れ
た
人
た
ち
で
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
で
あ
る
。

　

今
回
の
旅
は
、
天
候
に
は
恵
ま
れ
な
か
っ

た
が
、
私
た
ち
夫
婦
好
み
の
ワ
イ
ル
ド
ネ

イ
チ
ャ
ー
に
近
い
旅
で
あ
り
、
さ
ら
に
当
島

だ
け
に
し
か
な
い
特
別
製
法
に
よ
る
〝
雪

塩
〟
の
現
場
を
体
験
で
き
た
の
は
望
外
の

喜
び
で
あ
っ
た
。

　
【
と
み
な
が
・
か
ず
の
ぶ
／
山
口
市
】

大
橋
・
来
間
島
大
橋
が
あ
り
、
雨
風
の
天
候

の
な
か
で
は
あ
っ
た
が
幸
い
に
も
全
て
の
離

島
橋
を
つ
ぶ
さ
に
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

次
は
一
番
の
目
的
で
あ
っ
た
島
の
東
部
に

位
置
す
る
東

ひ
が
し

平へ

ん

な
安
名
崎ざ

き

（
岬
）
で
あ
る
。

海
に
囲
ま
れ
て
い
る
日
本
に
は
無
数
の
大

小
様
々
な
岬
が
あ
り
、
折
に
ふ
れ
て
探
訪

し
て
い
る
が
、
私
は
突
端
の
ギ
リ
ギ
リ
の

と
こ
ろ
ま
で
踏
み
入
れ
な
い
と
気
が
済
ま

伊良部大橋。前方は宮古島（H30.1.8）

東平安名崎（H30.1.8）
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平
成
十
年
、『
く
ま

も
と
球
磨
の
鳥
居
︱

銘
文
集
︱
』
を
刊
行

し
た
。
当
地
の
主
に

明
治
以
前
の
在
銘
石

造
鳥
居
、
約
五
〇
基

を
調
査
、
報
告
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
中
で
明
治
時

代
の
鳥
居
を
確
認
で

き
な
か
っ
た
が
、
そ
の

後
、
二
基
確
認
し
た

の
で
紹
介
し
て
み
た

い
。

一
　
熊
野
神
社
鳥
居
　
あ
さ
ぎ
り
町
岡
原
北
（
熊
野
公
民
館
）

　

熊
野
神
社
は
、
ほ
ぼ
南
面
し
現
在
、
拝
殿
は
公
民
館
に
な
っ
て

い
る
。

　

鳥
居
は
笠
木
高
約
三
〇
〇
セ
ン
チ
、
柱
間
二
三
五
セ
ン
チ
を

測
る
。
凝
灰
岩
製
の
明
神
鳥
居
で
、
台だ

い

輪わ

を
造
り
出
し
て
い
る
。

　

額
束
に
「
熊
野
神
社
」

　

右
柱
に

　
　

明
治
三
十
八
年
戰
捷
紀
念　

黒
肥
地
村
石
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
村
長
蔵

　

左
柱
に

　

明
治
四
十
三
年
二
月
十
一
日
熊
埜
村
建
設
之

　

内
側
に
「
委
員　

宮
原
栄
太
郎
／
若
山
喜
蔵
／
中
神
専
次
郎

／
石
本
鑯
蔵
／
深
松
文
一
／
吉
田
重
太
郎
」
と
あ
る
。

　

石
工
・
秋
村
長
蔵
は
、
明
治
四
十
五
年
建
立
の
黒
肥
地
土
屋

眼
鏡
橋
の
記
念
碑
の
み
が
残
り
、
湯
前
の
遠
山
市
作
ほ
か
九
人
の

石
工
の
一
人
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

本
鳥
居
は
明
治
三
十
七
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
の
日
露
戦
争

「
球
磨
の
鳥
居
」
補
遺

溝
下
昌
美

熊野神社（球磨郡あさぎり町岡原北）

ン
チ
を
測
る
。

　

右
柱
表
に　

奉
献　

裏
面
に　

中
原　

古
閑
順
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
工　

山
田
太
次
郎

　

左
柱
に　

明
治
四
十
三
年
五
月
建
之　

裏
面
に　

寄
進
人
名

　

と
し
て
城
戸
傳
次
郎
ほ
か
六
名
が
見
え
る
。

　

こ
れ
も
石
工
は
土
屋
眼
鏡
橋
記
念
碑
に
見
え
る
方
々
で
あ
る
。

ほ
か
境
内
南
に
、
大
正
十
二
年
銘
の
石
殿
の
残
欠
が
あ
り
、

　

建
設
者　

村
下
初
太
郎
／
同
久
太
郎
と
あ
る
。

　
「
初
恋
」
で
有
名
だ
っ
た
水
俣
出
身
の
歌
手
・
村
下
孝
蔵
の
先

祖
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
や
は
り
、
此
の
地
で
も
か
っ
て
の
繁
栄

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

参
考
文
献　

熊
本
県
建
築
士
会
人
吉
支
部
「
ブ
ラ

タ
ラ
ギ
～
五
間
道
路
☆
ま
ち
な
み
散
策
マ
ッ
プ
～
」

多
良
木
町
教
育
委
員
会

【
み
ぞ
し
た
・
ま
さ
み
／
球
磨
郡
湯
前
町
】

勝
利
記
念
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
当
時
の
時
代
的
高
揚
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

二
　
金
刀
比
羅
神
社
鳥
居
　
多
良
木
町
多
良
木

　

金
刀
比
羅
神

社
は
多
良
木
町
の

中
心
部
、
国
道
か

ら
少
し
南
に
入
っ

た
、
光
台
寺
近
く

に
東
面
し
て
鎮
座

す
る
。
鳥
居
は
額

束
、
貫
の
一
部
を
後

補
と
し
、
台
輪
を

造
り
出
し
て
い
る
。

鳥
居
は
笠
木
高
約

二
九
二
セ
ン
チ
、

柱
間
約
二
五
〇
セ

金刀比羅神社（球磨郡多良木町多良木）
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１
９
８
１
年
７
月
30
日
、
北
御
門
二
郎
は
『
ト
ル
ス
ト
イ
と

の
有
縁
』（
武
蔵
野
書
院
）
を
出
版
し
た
。
彼
に
と
っ
て
の
最
初

の
評
論
集
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
簡
単
な
ノ
ー
ト
を
記
す
。

以
下
、
頁
数
は
同
書
に
つ
い
て
使
用
す
る
。

京
大
事
件

　

昭
和
７
年
（
１
９
３
２
年
）
10
月
、
京
都
帝
国
大
学
法
学
部

の
瀧た

き
が
わ川
幸ゆ

き
と
し辰
教
授
は
「『
復

活
』
を
通
し
て
見
た
る
ト
ル

ス
ト
イ
の
刑
法
観
」
と
題
す

る
講
演
を
中
央
大
学
法
学

部
で
お
こ
な
っ
た
。
講
演
内

容
の
詳
細
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
が
、
文
部
省
・
司
法
省
内
で
講
演

内
容
が
問
題
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
他
方
、
北
御
門
は
軍

部
の
文
部
省
へ
の
圧
力
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
関
す
る
資

料
も
残
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
政
府
が
瀧
川
教
授
の
刑

法
学
を
問
題
に
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
講
演
の
翌
年
、

彼
の
『
刑
法
講
義
』
お
よ
び
『
刑
法
読
本
』
を
発
禁
処
分
に
し
、

さ
ら
に
、
そ
の
罷
免
を
京
大
総
長
に
求
め
た
の
で
あ
っ
た
。
京
大

総
長
お
よ
び
京
大
法
学
部
教
授
会
は
文
相
の
要
求
を
拒
絶
し
た

が
、
文
部
省
は
文
官
分
限
令
（
文
官
分
限
令
第
11
条
４
号
）
に

よ
っ
て
教
授
を
休
職
処
分
に
し
、
最
終
的
に
は
、
京
都
帝
国
大
学

法
学
部
教
授
の
地
位
を
彼
か
ら
奪
っ
た
。

　

文
部
省
の
強
行
姿
勢
に
対
し
て
、
京
大
法
学
部
は
全
教
官
が
辞

表
を
提
出
し
、
法
学
部
学
生
も
教
授
会
を
支
持
す
る
運
動
を
始
め

た
。
そ
の
動
き
は
東
京
帝
国
大
学
な
ど
、
他
の
大
学
の
学
生
に
も
影

響
を
及
ぼ
し
た
。
北
御
門
二
郎
は
そ
の
ひ
と
り
で
、「
京
大
事
件
が

東
大
に
波
及
し
た
姿
を
ま
の
あ
た
り
に
見
た
生
証
人
の
一
人
で
あ
る
」

当
時
の
状
況
を
振
り
返
っ
て
い
る
（
18
頁
）。
第
五
高
等
学
校
か
ら

東
京
帝
国
大
学
文
学
部
英
吉
利
文
学
科
に
進
学
し
た
ば
か
り
で
、

進
学
直
後
に
、彼
は
京
大
事
件
を
目
の
当
た
り
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。

『
ト
ル
ス
ト
イ
と
の
有
縁
』・
覚
書

上
村
雄
一

瀧川幸辰

　

教
授
罷
免
に
反
対
す
る
運
動
は
、
文
部
省
な
ど
の
圧
力
に
よ
っ

て
、
最
終
的
に
は
大
学
側
の
敗
北
と
い
う
形
で
収
束
す
る
。
大
学

と
い
う
、
も
っ
と
も
思
想
の
自
由
（
学
問
の
自
由
）
を
保
障
す
べ

き
場
所
で
発
生
し
た
弾
圧
事
件
で
、
戦
前
日
本
の
学
問
状
況
を

如
実
に
示
し
て
い
る
。
当
事
者
の
名
前
か
ら
、
こ
の
事
件
は
「
京

大
事
件
（
瀧
川
事
件
）」
と
よ
ば
れ
て
い
る
。

京
大
事
件
以
前
の
北
御
門

　

本
人
に
よ
れ
ば
、
五
高
進
学
以
前
の
熊
本
中
学
時
代
は
、「
な

ん
の
疑
い
も
な
く
軍
事
教
練
に
参
加
し
、
阿
蘇
で
の
発
火
演
習
に

は
仮
装
敵
国
に
向
け
て
空
砲
を
パ
ン
、
パ
ン
と
発
射
し
て
き
ゃ
っ

き
ゃ
っ
と
喜
ん
で
い
た
」。
要
す
る
に
、
ど
こ
に
で
も
い
る
中
学
生

だ
っ
た
。
し
か
し
五
高
進
学
後
、『
人
は
な
ん
で
い
き
る
の
か
』、『
イ

ワ
ン
の
馬
鹿
』
な

ど
の
ト
ル
ス
ト
イ
の

作
品
に
接
し
、
政

府
の
軍
国
主
義
的

政
策
に
疑
問
を
も
つ

よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
。
そ
の
疑
問
は
京
大
事
件
に
遭
遇
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
政
府
の

方
針
は
間
違
っ
て
い
る
と
の
確
信
に
変
化
し
た
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス

は
、
ト
ル
ス
ト
イ
の
作
品
「
殺
害
者
は
誰
か
？
」（『
続
々
ト
ル
ス

ト
イ
短
編
集
』
所
収
）
に
類
似
す
る
も
の
が
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
北
御
門
は
、
五
高
時
代
に
ト
ル
ス
ト
イ
を
読
み
は
じ

め
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
偶
然
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本

人
は
、
友
人
の
家
で
『
イ
ワ
ン
の
馬
鹿
』
な
ど
の
作
品
に
出
合
っ

た
こ
と
が
ト
ル
ス
ト
イ
に
触
れ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
語
っ
て
い

る
。
そ
れ
は
事
実
で
あ
ろ
う
が
、
母
方
の
祖
母
・
塩
見
ス
マ
と
母
・

ハ
マ
の
影
響
も
看
過
す
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
。
ス
マ
は
ト
ル
ス
ト
イ

の
読
者
で
、
二
郎
は
ス
マ
を
尊
敬
し
て
い
た
。
母
・
ハ
マ
が
ト
ル

ス
ト
イ
の
『
幼
年
時
代
』
を
二
郎
に
買
い
与
え
て
い
た
。

　

さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
生
ま
れ
た
瞬
間
か
ら
二
郎
が
キ
リ
ス

ト
教
徒
で
あ
っ
た
点
も
確
認
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。
祖
母
・
ス
マ

は
明
治
初
頭
に
ギ
リ
シ
ャ
正
教
会
に
入
信
し
、
祖
父
も
祖
母
の
影

響
を
う
け
て
受
洗
し
て
い
た
。
二
郎
も
４
歳
の
と
き
人
吉
の
教
会
で

洗
礼
を
う
け
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
こ
と
と
、
ト
ル
ス
ト

イ
の
信
奉
者
で
あ
る
こ
と
は
同
じ
で
は
な
い
が
、
前
者
が
後
者
の
背

景
事
情
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

『トルストイとの有縁』
（武蔵野書院）
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る
考
え
方
）
と
対
立
し
、
そ
の
弟
子
・
小
野
清
一
郎
の
道
義
的
責

任
論
を
否
定
す
る
も
の
で
、
い
わ
ゆ
る
「
自
由
主
義
的
犯
罪
論
」

と
し
て
位
置
づ
け
て
い
い
だ
ろ
う
。

　

戦
後
に
再
刊
さ
れ
た
『
刑
法
読
本
』（
世
界
思
想
社　

１
９
４
９
年
）
の
「
あ
と
が
き
」
で
教
授
は
発
禁
処
分
の
理
由
に

つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

　
「
ⅰ
『
犯
罪
は
犯
人
の
生
活
状
態
を
改
善
し
な
け
れ
ば
、
少
な

く
な
ら
な
い
。
刑
罰
に
よ
っ
て
犯
罪
を
な
く
す
こ
と
は
不
可
能
で

あ
る
。
犯
罪
の
な
い
社
会
を
築
き
上
げ
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
』。

こ
れ
は
マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
の
刑
法
へ
の
展
開
で
あ
る
。
ⅱ
『
姦

通
罪
に
つ
い
て
、
妻
の
姦
通
だ
け
を
犯
罪
に
夫
の
姦
通
を
不
問
に

附
す
る
の
は
よ
ろ
し
く
な
い
。
刑
法
に
お
け
る
男
女
の
不
平
等
は

支
配
者
た
る
男
性
の
被
支
配
者
た
る
女
性
に
対
す
る
階
級
支
配

の
表
現
で
あ
る
』。
こ
れ
は
マ
ル
ク
ス
主
義
的
婚
姻
観
で
あ
る
。
ⅲ

『
内
乱
罪
は
、
よ
り
よ
い
社
会
の
建
設
を
目
標
に
し
て
企
て
ら
れ

る
。
そ
の
動
機
は
、
普
通
の
犯
罪
の
よ
う
な
破
廉
恥
的
な
も
の
で

は
な
く
、
よ
り
高
尚
で
あ
る
。
国
家
は
革
命
家
を
、
敵
と
し
て
取

り
扱
う
の
は
よ
い
が
、
道
徳
的
に
下
等
な
人
間
と
し
て
処
理
し
て

は
な
ら
な
い
』。
こ
れ
は
マ
ル
ク
ス
主
義
的
改
革
論
で
あ
る
」に
あ
っ

瀧
川
幸
辰
の
刑
法
学

　

前
後
す
る
が
、
瀧
川
教
授
の
刑
法
学
の
ど
こ
に
問
題
が
あ
っ
た

の
か
。
処
分
理
由
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
の
で
確
実
な
こ
と
は
指

摘
で
き
な
い
。
北
御
門
は
瀧
川
罷
免
の
理
由
を
中
央
大
学
で
の
講

演
内
容
が
「
国
家
否
定
の
思
想
に
つ
な
が
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
」と
し
て
い
る（
18
頁
）。
京
大
事
件
が
東
大
に
波
及
し
た
と
き
、

そ
の
よ
う
な
話
・
噂
が
流
布
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

教
授
の
刑
法
理
論
を
み
る
か
ぎ
り
、
教
授
は
無
政
府
主
義
的

で
は
な
く
、
国
家
の
存
在
を
む
し
ろ
前
提
に
し
て
い
る
。
彼
は
い

う
。「
国
家
主
義
が
善
い
か
無
政
府
主
義
が
合
理
的
で
あ
る
か
、

ま
た
、
私
有
財
産
制
度
を
維
持
す
べ
き
か
共
産
主
義
に
行
く
べ

き
か
、
こ
れ
は
別
に
研
究
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。
私
は
現
実
の
制

度
を
是
認
す
る
前
提
の
も
と
に
お
い
て
、
刑
法
の
説
明
を
試
み
る
」

（『
刑
法
総
論
』
１
９
２
９　

日
本
評
論
社
））「
は
し
が
き
」
と

し
、
国
家
を
否
定
す
る
立
場
を
と
ら
な
い
。

　

学
説
的
に
は
形
式
的
構
成
要
件
論
、
客
観
的
違
法
論
、
保
護

法
益
の
精
緻
化
に
つ
と
め
、
罪
刑
法
定
主
義
の
立
場
か
ら
応
報

刑
論
を
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
主
張
は
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
・

牧
野
英
一
の
主
観
的
犯
罪
論
（
行
為
者
の
危
険
な
性
格
を
重
視
す

等
と
い
う
市
民
的
平
等
の
観
点
か
ら
姦
通
罪
の
規
定
を
削
除
し
て

い
る
。
ⅲ
は
、
死
刑
を
最
高
刑
と
定
め
る
内
乱
罪
の
位
置
づ
け
問

題
で
あ
る
。
内
乱
罪
は
、
窃
盗
・
詐
欺
・
贈
収
賄
な
ど
の
「
破

廉
恥
罪
」
と
性
格
が
異
な
る
こ
と
は
自
明
で
あ
っ
て
、
前
者
を
道

徳
的
に
非
難
す
べ
き
で
は
な
い
と
瀧
川
は
指
摘
し
て
い
る
に
す
ぎ

な
い
。
明
治
維
新
を
例
に
す
れ
ば
、
倒
幕
派
は
江
戸
幕
府
か
ら

み
れ
ば
「
内
乱
罪
」
的
で
、佐
幕
派
は
維
新
政
府
か
ら
み
れ
ば
「
内

乱
罪
」で
、両
者
と
も
、そ
の
思
想
性
を
争
点
に
し
て
い
る
の
で
あ
っ

て
、
そ
の
行
為
が
「
破
廉
恥
」
的
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

【
う
え
む
ら
・
ゆ
う
い
ち
／
編
集
主
幹
】

た
と
し
て
い
る
。

　

説
明
ど
お
り
だ
と
す
れ
ば
、
発
禁
処
分
は
明
ら
か
に
度
を
越

し
て
い
る
。
ⅰ
は
、
犯
罪
の
原
因
を
犯
人
個
人
の
属
性
と
み
る
か

社
会
編
成
の
不
適
正
に
み
る
か
と
い
う
二
元
的
な
見
方
を
す
る
と

し
て
、
そ
の
う
ち
の
後
者
を
強
調
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
ⅱ
は
、

マ
ル
ク
ス
主
義
が
男
に
よ
る
女
の
支
配
を
「
階
級
支
配
」
と
み

て
い
る
か
と
い
う
問
題
が
残
る
論
点
で
あ
る
。
結
論
と
し
て
い
え

ば
。
性
差
別
と
階
級
支
配
は
同
一
で
な
く
、
両
者
を
同
一
に
み
る

立
場
は
そ
も
そ
も
マ
ル
ク
ス
主
義
の
立
場
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

現
在
の
日
本
は
資
本
主
義
国
家
で
あ
る
が
、
両
性
の
本
質
的
平

「鳩山一郎と岸信介」
　北御門は、京大事件のときの
文部大臣であった鳩山一郎が戦
後日本で首相に就いたことを許せ
なかった。東条英機内閣のもと
で商工大臣であったにもかかわら
ず鳩山と同じく戦後に首相になっ
た岸信介に対しても強い憤りを抱
いていた。自序ⅲ参照。

　鳩山一郎。明治 16 年（1883
年）1 月1 日、東京府東京市
牛込生れ。昭和6年（1931年）
12月13日から昭和 9 年（1934
年）3月3日まで文部大臣をつと
め、昭和 29 年（1954 年）12
月10日から昭和 31 年（1956
年）12月23日まで首相。昭和
34 年（1959 年）3月7日没。
享年 76 歳。

　岸信介。明治 29 年（1896
年）11 月３日、山口県吉敷郡
山口町八軒屋生れ。昭和 16 年
（1941 年 ）10 月 18 日から
昭 和 18 年（1943 年 ）10 月
8日まで東條内閣で商工大臣。
昭和 32 年（1957 年）2月25
日から昭和 35 年（1960 年）
7月19日まで首相。昭和 62 年
（1987 年）８月７日没。享年
90 歳。
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列
車
内
で
辞
書
を
読
む
男

久  

馬    

俊

す
ぎ
な
い
。
同
一
の
場
所
に
多
数
の
人
間
が
い
る
だ
け
で
社
会
が

で
き
る
の
で
は
な
い
。
人
間
だ
ら
け
で
も
荒
野
の
世
界
に
す
ぎ
な

い
と
き
も
あ
る
。
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
、
そ
れ
だ
け
が
車
内

の
ル
ー
ル
だ
。
他
の
乗
客
に
注
意
を
向
け
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
、

失
礼
な
行
為
で
あ
る
と
常
識
は
命
令
し
て
い
る
。
そ
の
常
識
に
僕

も
縛
ら
れ
て
い
る
。

　

白
髪
の
男
が
辞
書
を
引
く
姿
は
気
に
な
っ
た
。
鋭
い
目
つ
き
で

辞
書
を
み
て
い
る
の
だ
。
手
に
は
鉛
筆
と
ノ
ー
ト
を
も
っ
て
い
る
。

な
に
か
の
目
的
の
た
め
に
英
語
を
勉
強
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
目
的
が
気
に
な
っ
た
が
、
男
に
声
を
か
け
な
か
っ
た
。

　

ず
い
ぶ
ん
前
の
話
で
あ
る
。
友
人
が
彼
の
叔
父
を
助
け
る
た
め

に
佐
世
保
に
向
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
叔
父
さ
ん
は
東
京
の
人
で

あ
る
。
佐
世
保
で
病
気
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
前
か
ら

病
気
だ
っ
た
の
だ
が
、
問
題
は
そ
の
病
気
で
あ
る
。
叔
父
さ
ん
は
、

手
に
、
東
京
大
学
用
の
赤
本
を
に
ぎ
り
し
め
た
姿
で
佐
世
保
駅
で

保
護
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
大
学
別
に
過
去
の
入
試
問
題
を
集
め
、

そ
の
解
答
と
解
答
方
法
を
説
明
し
た
本
を
赤
本
と
い
う
。
叔
父

さ
ん
は
東
京
大
学
に
進
学
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
抱
き
つ
づ
け

て
い
て
い
た
。
友
人
に
よ
る
と
、
東
大
進
学
の
意
思
は
叔
父
さ
ん

　

70
歳
ほ
ど
の
白
髪
の
男
が
八
代
駅
熊
本
駅
行
の
汽
車
に
乗
り
、

車
内
で
、
し
き
り
に
英
和
辞
書
を
引
い
て
い
る
。
隣
の
席
で
引
い

て
い
る
。
な
ん
ど
引
い
た
の
だ
ろ
う
か
、
辞
書
は
使
い
込
ま
れ
て

い
る
。
赤
と
青
の
鉛
筆
の
線
が
目
立
つ
。
背
表
紙
は
剥
が
れ
か
け

て
い
る
。
他
の
乗
客
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ

も
そ
も
迷
惑
を
か
け
な
い
以
上
、
車
内
で
何
を
し
て
も
い
い
し
、

他
の
乗
客
の
行
動
を
気
に
と
め
な
い
の
が
今
の
世
の
中
の
な
ら
い

だ
。
列
車
の
車
内
は
社
会
で
な
く
、
孤
立
し
た
個
人
の
集
ま
り
に

二宮金次郎像
（最近の調査によれば、１
日の読書時間ゼロの大学
生は53.7％である）

の
家
族
が
自
然
に
つ
く
り
あ
げ
、
叔
父
さ
ん
に
、
ど
う
し
て
で
も

東
大
に
進
学
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
気
持
ち
を
も
た
せ
る

よ
う
に
な
っ
た
ら
し
い
。

　

大
学
に
進
学
す
る
か
ど
う
か
。
ど
の
大
学
に
進
学
す
る
か
。
そ

う
し
た
こ
と
は
個
人
で
決
め
る
べ
き
で
、
そ
う
い
う
例
も
多
い
だ

ろ
う
が
、
そ
う
で
な
い
と
き
も
あ
る
。
学
歴
で
な
く
現
実
の
能
力

が
重
要
で
あ
る
と
多
く
の
人
は
強
調
す
る
。
確
か
に
、
そ
の
通
り

だ
。
学
歴
を
重
視
し
て
も
意
味
が
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
社
会
は

そ
れ
ほ
ど
合
理
的
に
で
き
て
は
い
な
い
。
学
歴
社
会
を
批
判
す
る

人
が
い
る
一
方
で
、
学
歴
重
視
の
傾
向
も
社
会
に
は
強
固
に
存
在

し
て
い
る
。
進
学
し
た
く
て
も
経
済
的
理
由
で
断
念
せ
ざ
る
を
え

な
い
場
合
も
あ
る
。
経
済
的
理
由
は
学
生
の
問
題
で
な
く
家
族
の

問
題
で
あ
る
と
い
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
学
生
個
人
に
責

任
を
求
め
な
い
の
は
い
い
け
ど
、
家
族
の
問
題
に
つ
き
る
と
断
言

し
て
い
い
か
は
別
問
題
で
あ
る
。

　

辞
書
を
ひ
く
男
の
横
で
高
校
生
た
ち
が
ス
マ
ホ
を
操
作
し
て
い

る
。
そ
の
と
き
熊
本
駅
の
構
内
で
は
「
危
険
だ
か
ら
、
歩
き
ス
マ
ホ

は
し
な
い
よ
う
に
」
と
注
意
を
よ
び
か
け
る
放
送
が
流
れ
て
い
た
。

【
き
ゅ
う
ま
・
す
ぐ
る
／
八
代
市
】

　

村 

上 
鬼 
拳

愛あ
い

想そ

も
小こ

そ想
も　

チ
ッ
プ
取
り
戻
そ
う
ご
た
る

余
る　

ど
の
バス
か
大
騒
ぎ
だ
ろ

お
や
お
や　

何
が
不
満
の
別
居
か
い

待
っ
て
ま
し
た　
ハロ
ー
ワ
ー
ク
の
お
呼
び
出
し

次
か
ら
次　

も
う
出
し
き
ら
ん
養
育
費

の
ん
び
り　

話
相
手
は
大
自
然

に
く
じ
し
て　

鼻
声
入
る
る
電
話
口

どっこ
い
し
よ　

無
医
村
て
聞
い
た
か
ら
に
は

え
え
も
さ
い
さ
い　

レ
ジ
は
行
列
作
っと
る

そ
ろ
そ
ろ　

育
て
の
親
て
悟
る
頃

【
む
ら
か
み
・
き
け
ん
／
人
吉
市
】



53  くまがわ春秋　Vol.24　2018.3.15 52くまがわ春秋　Vol.24　2018.3.15

に
満
ち
た
顔
で
祖
父
が
話
し
て
い
た
こ
と

も
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ

以
上
の
記
憶
は
語
ら
れ
な
い
。
祖
父
が
若

い
頃
に
な
に
を
し
て
い
た
の
か
、
な
に
を

志
し
て
い
た
の
か
を
恭
平
も
知
ら
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
祖
父
の
人
生
は
祖
母
の

話
を
通
じ
て
知
る
。
祖
父
は
結
局
亡
く

な
っ
た
。
亡
く
な
る
直
前
に
恭
平
の
存
在

に
気
づ
き
、
祖
母
に
な
に
か
を
発
し
た
。

祖
母
は
茶
封
筒
を
と
り
だ
し
祖
父
に
渡

し
た
。
祖
父
は
そ
れ
を
恭
平
に
渡
し
た
。

な
か
に
は
１
万
円
札
が
入
っ
て
い
た
。
そ

う
い
え
ば
、
祖
父
は
い
つ
も
ア
イ
ス
で
も

買
い
な
さ
い
と
い
っ
て
小
遣
い
を
く
れ
て

い
た
。

　

祖
父
は
膵
臓
癌
で
あ
っ
た
。
祖
父
は

癌
の
痛
み
を
一
切
口
に
せ
ず
恭
平
の
目
を

射
抜
き
、
そ
の
後
、
亡
く
な
っ
た
。
祖
父

の
臨
終
の
と
き
の
様
子
は
私
た
ち
が
目
に

る
。
父
の
声
は
暗
く
、
息
子
を
安
心
さ

せ
る
と
い
っ
た
配
慮
が
一
切
な
い
。
い
つ

も
、
そ
う
だ
。
恭
平
は
そ
の
父
が
振
り

込
ん
で
く
れ
た
金
を
引
き
出
し
、
祖
父
の

も
と
に
向
か
う
。
父
に
は
厳
し
い
。
し
か

し
、
そ
の
金
に
依
存
し
て
い
る
。
祖
父
に

最
後
に
会
っ
た
の
は
２
年
前
の
夏
で
あ
っ

た
。

　

夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
て
い
て
、
祖
父
は

粗
雑
で
卑
猥
な
田
舎
芝
居
に
出
演
し
観

客
の
笑
い
を
と
っ
て
い
た
。
お
前
は
き
っ

と
人
の
役
に
立
つ
人
間
に
な
る
と
、
確
信

祖
父
の
危
篤
と
死

　

母
方
の
祖
父
が
危
篤
で
あ
る
と
の
連
絡

を
父
か
ら
受
け
る
。
恭
平
は
25
歳
で
あ

マ
イ
・
文
庫
本

徘
徊
タ
ク
シ
ー

坂
口
恭
平
著　
（
新
潮
文
庫
・
平
成
29
年
３
月
１
日
）

白
城
松
男

複
数
あ
っ
て
い
い
。
そ
こ
で
恭
平
は
「
徘

徊
タ
ク
シ
ー
」
を
仕
事
に
し
よ
う
と
決

め
る
。
高
齢
者
の
行
き
た
い
所
ま
で
そ

の
人
を
連
れ
て
い
く
仕
事
で
あ
る
。「
徘

徊
タ
ク
シ
ー
」
に
現
実
性
は
あ
る
で
あ
ろ

う
か
。
そ
れ
が
物
語
の
中
核
に
な
っ
て
い

く
。
坂
口
恭
平
ワ
ー
ル
ド
全
開
の
作
品
で

あ
る
。

　

他
に
「
蠅
」、「
避
難
所
」
の
短
編
が

本
書
に
は
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。
前
者
は

妻
の
手
の
ひ
ら
の
う
ち
に
あ
る
恭
平
を
、

後
者
は
父
親
と
し
て
の
恭
平
を
描
い
た
作

品
で
あ
る
。【

し
ら
き
・
ま
つ
お
／
八
代
市
】

グ
チ
」
と
い
っ
た
。
恭
平
に
は
、「
ヤ
マ
グ

チ
」の
意
味
が
わ
か
な
ら
な
い
。
祖
母
が
、

曾
祖
母
は
曽
祖
父
と
か
っ
て
山
口
県
宇
部

に
住
ん
で
い
た
こ
と
、
そ
の
と
き
の
生
活

が
二
人
に
と
っ
て
お
そ
ら
く
は
い
ち
ば
ん

活
気
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
を

教
え
て
く
れ
る
。

　

祖
父
の
場
合
と
同
じ
く
、
曾
祖
母
に

も
若
い
時
代
は
確
実
に
あ
っ
た
。
だ
れ
で

も
そ
う
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
人
生
の

つ
み
か
さ
ね
の
う
え
に
私
た
ち
は
生
き
て

い
る
。
恭
平
は
、
高
齢
者
に
よ
る
過
去

の
記
憶
の
喚
起
を
認
知
症
と
は
考
え
な

い
。
別
の
時
間
を
生
き
て
い
る
だ
け
に
す

ぎ
な
い
と
み
る
。
確
か
に
、
そ
う
か
も
し

れ
な
い
と
思
う
。
私
た
ち
と
感
覚
は
一
致

し
て
い
な
い
。
し
か
し
、「
認
知
症
」
と

呼
ば
れ
る
人
た
ち
も
、
な
ん
ら
の
現
実

の
う
ち
に
生
活
し
て
い
る
。「
現
実
」
は

し
て
い
る
も
の
と
同
一
で
読
ん
で
心
が
痛

む
。
葬
儀
中
の
馬
鹿
騒
ぎ
も
同
じ
だ
。

馬
鹿
騒
ぎ
し
な
い
と
精
神
が
安
定
し
な
い

か
ら
だ
。
以
前
、『
北
の
国
か
ら
』
と
い

う
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
が
あ
っ
た
。
主
人
公
の

吾
郎
（
田
中
邦
衛
）
は
元
妻
（
石
田
あ

ゆ
み
）
の
葬
儀
の
と
き
笑
っ
て
い
た
。
そ

れ
と
同
じ
で
あ
る
。

　

曾
祖
母

　

祖
父
の
葬
儀
に
曾
祖
母
も
参
列
し

た
。
当
然
、
高
齢
で
あ
る
。「
認
知
症
」

も
進
行
し
て
い
る
。
年
齢
順
に
人
は
こ
の

世
を
去
る
わ
け
で
は
な
い
。
葬
儀
後
、
恭

平
は
曾
祖
母
の
希
望
に
し
た
が
っ
て
彼
女

を
外
に
連
れ
て
だ
す
。
恭
平
は
や
さ
し
い

青
年
で
あ
る
。
曾
祖
母
は
、
希
望
の
場

所
に
着
く
と
、
表
情
が
変
化
し
、「
ヤ
マ
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『
須
恵
村
の
女
た
ち
』
を
読
み
、
男
女

問
題
を
考
え
る
こ
と
に
し
た
。「
男
女
問

題
」
と
い
っ
て
も
、
究
極
的
に
は
婚
姻
の

問
題
に
帰
着
す
る
だ
ろ
う
か
ら
、
婚
姻

を
中
心
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

合
意

　

婚
姻
は
当
事
者
の
合
意
に
よ
っ
て
成
立

す
る
。
こ
れ
は
、
現
代
法
の
基
本
原
則
で

あ
る
。「
結
婚
し
た
い
」
と
い
う
両
者
の

意
思
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
で
十
分
で
、
相

手
に
対
し
て
恋
愛
感
情
を
抱
い
て
い
な
く

て
も
婚
姻
は
成
立
す
る
。「
お
見
合
い
結

婚
」
が
、
そ
う
い
う
例
に
あ
た
る
か
は
微

妙
だ
が
、見
合
い
結
婚
で
は
「
結
婚
し
た
」

の
ち
に
恋
愛
感
情
が
生
ず
る
と
い
う
。
恋

愛
と
結
婚
は
別
で
あ
る
と
宣
言
す
る
女

性
も
い
ま
や
稀
で
は
な
い
。「
恋
愛
」
感

情
を
婚
姻
（
結
婚
）
の
基
礎
に
す
る
べ
き

積
極
的
理
由
は
な
い
。
男
性
の
経
済
力

を
結
婚
の
判
断
基
準
に
し
て
も
か
ま
わ
な

い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
反
倫
理
的
・
反

道
徳
的
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

　

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
戦
前
に
は
親
の
決
め

た
相
手
と
結
婚
す
る
の
が
道
理
に
か
な
う

と
い
う
意
識
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。『
須

恵
村
の
女
た
ち
』
に
も
、
そ
の
話
が
登
場

し
、
若
い
男
の
結
婚
相
手
を
そ
の
親
が
決

め
た
こ
と
に
よ
っ
て
若
い
男
女
の
淡
い
恋

が
唐
突
に
終
焉
す
る
様
子
が
描
か
れ
て
い

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
改

め
て
紹
介
す
る
。

　

結
婚
は
経
済
問
題
で
あ
り
社
会
階
層

の
問
題
で
あ
っ
て
、
そ
の
結
果
と
し
て
親

の
問
題
で
も
あ
っ
た
。「
家
制
度
」
と
い

う
階
層
秩
序
に
関
係
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

は
武
士
社
会
の
社
会
慣
行
か
ら
発
生
し

た
が
、
そ
れ
が
明
治
以
降
の
階
層
社
会

の
事
情
に
対
応
し
つ
つ
社
会
生
活
を
統
御

す
る
役
割
を
果
た
し
も
し
た
。
階
層
秩

序
が
存
在
す
る
も
と
で
は
、「
身
分
」
の

対
等
性
が
重
視
さ
れ
て
、
た
と
え
ば
下

男
・
下
女
と
上
層
階
層
の
息
子
・
娘
と

の
婚
姻
は
簡
単
に
は
容
認
さ
れ
な
か
っ

た
。
他
方
、上
流
社
会
に
属
す
る
者
も「
格

式
」
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
支
配
さ
れ
て
、

配
偶
者
を
探
す
の
に
苦
労
し
た
。

ヨ
メ
・
カ
ラ
イ
　
　
　
上
村
雄
一

婚
姻
論 

①

〈玉の輿〉
　身分の高い男・金持ちの男に
女が嫁ぐとき、「玉の輿に乗る」と
いい、通常、幸運な出来事だと
みられている。しかし、そうであろう
か。男の住む世界の慣習・慣行・
雰囲気に必ずしも女が馴染めると
は限らない。結婚生活は男との二
人の世界のなかで孤立的に営まれ
るわけでなく、男の背景的世界を
含めて営まれる。男の背景的世
界に適合できないとき、結婚生活
は不幸になりかねない。⇔逆玉。
「玉の輿」は肯定的に社会から
受け入れられているようだが、「逆
玉」には批判が多い。

ネ
ゴ
ヤ
（
寝
小
屋
）
な

ど
に
か
く
ま
い
、
そ
の
間

に
、
ワ
キ
ャ
ン
モ
ン
（
若

者
）
の
指
導
者
が
娘
や
男

の
親
た
ち
に
二
人
の
結
婚

を
認
め
る
よ
う
に
説
得
に

あ
た
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
嫁

盗
み
」
で
あ
る
。
荒
っ
ぽ

ヨ
メ
・
カ
ラ
イ

　

旧
坂
本
村
（
八
代
市
坂
本
町
）
の
言
葉

で
あ
る
（
他
の
地
域
で
も
同
じ
表
現
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
が
確
認
し
て
い
な
い
）。

「
カ
ラ
イ
」
は
「
担
ぐ
」
で
、
娘
の
親
が

ど
う
し
て
も
結
婚
を
承
諾
し
な
い
と
き
に
、

娘
を
か
ら
っ
て

4

4

4

4

（
担
ぎ
あ
げ
）
連
れ
去
り
、

そ
う
し
て
お
い
て
、
話
が
ま
と
ま
る
ま
で

〈婚姻の意思と婚姻届けの意思〉
　婚姻の成立時期はいつか。婚約したとき、結
婚式を挙げたとき、婚姻届けをしたとき、など基
準はさまざまに設定できるが、裁判所（最高裁）
は婚姻届けをおこなった時とする立場である。婚
約は「婚姻の予約、婚姻関係の同一の男女関
係が成立している（第三者の目からみて、婚姻
状態にみえる状況）のときには内縁関係とする。
理由のない婚約破棄・内縁関係の破棄は損害
賠償の対象になる。婚姻届けを婚姻成立の基
準にするため、長期間にわって内縁関係にあって
も、内縁関係のもとで子どもが生まれても、婚姻
は成立しない。以前の裁判所は厳しく内縁を「野
合私通」とし、婚姻と同一の法的保護を認めな
かったが、その後、判断を改め、各種法律も内
縁を婚姻に準じて対応しているけれども、婚姻と
同一のものとは考えていない。ついでながら「婚
約の内定（婚約の予約）」も裁判所によれば法
的保護の対象になる。「婚約」は結婚の予約で、
その「婚約」とは別にそれを予定する合意がある
とするのは奇妙にもみえるが、婚姻にいたるまで
には、さまざまなプロセスがあるのであって、その
なかには法的保護に値するものが存在することに
注意すべきである。
　婚姻届けの意思は婚姻関係を成立させる意思
を前提にするので、婚姻の意思が欠如している
ときには、婚姻届けがだされていても婚姻は成立
しない。いわゆる「偽装結婚」がこれに該当す
る。他方、離婚については、婚姻を継続する意
思があっても離婚届けを提出する意思があれば離
婚は成立する。法的婚姻関係を解消する意思
が明確だからである。したがって離婚届けを提出
したのちにも、それ以前と同様に同居するなど生
活状況に変化がないときで、婚姻関係は解消し
ているのであるから、当事者の一方が別の異性
と結婚することは可能である。「偽装結婚」は存
在するが「偽装離婚」はありえず、離婚届けを
提出すれば離婚意思がなくても離婚は成立する。
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は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
娘
も
親
も
結
婚
に
賛

成
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
世
間
体
（
家

格
の
不
釣
り
合
い
）
な
ど
を
理
由
に
結
婚
に

「
反
対
」
し
て
い
る
と
き
も
、
こ
の
方
法
が

と
ら
れ
た
。
形
式
的
に
し
ろ
、
嫁
を
連
れ

去
る
者
、
匿
う
者
、
両
親
な
ど
を
説
得
す

る
者
な
ど
が
組
織
的
に
行
動
し
な
い
と
実

現
で
き
な
い
荒
業
で
あ
っ
た
。

　
「
嫁
盗
み
」
と
い
う
と
き
、
す
で
に
嫁
い

で
い
る
他
人
の
嫁
を
略
奪
す
る
行
為
の
よ
う

に
感
じ
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
そ

う
い
う
例
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ

う
し
た
例
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
親
ま
た
は

協
同
体
か
ら
娘
を
「
盗
ん
で
」、「
嫁
」
に

す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
言
葉
が
発
生
し
た

と
推
測
す
る
が
、
そ
の
語
源
に
つ
い
て
は
調

べ
て
い
な
い
。
い
ず
れ
せ
よ
、そ
こ
に
は「
娘
」

は
財
産
の
一
部
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
娘
は
、
じ
っ
さ
い
、
労
働

親
・
共
同
体
か
ら
の
敵
対
的
離
脱
を
意
味

し
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
よ
り
も
第
三

者
を
介
入
さ
せ
て
婚
姻
に
い
た
る
こ
と
が
実

行
し
や
す
い
。「
仲
介
者
」
に
な
り
う
る
人

材
は
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
う
る
が
、現
実
に
は
、

若
者
組
（「
青
年
た
ち
」）
が
二
人
を
結
び

つ
け
る
た
め
に
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
す
く

な
く
な
っ
た
。「
ヨ
メ
・
カ
ラ
イ
」（
嫁
盗
み
）

い
や
り
方
に
み
え
る
が
、
女
の
同
意
を
得

て
実
行
す
る
の
を
通
例
と
し
た
、
男
と
女

が
な
に
か
を
き
っ
か
け
に
愛
し
合
う
よ
う
に

な
り
、
結
婚
を
の
ぞ
む
よ
う
に
な
る
。
そ

う
い
う
場
合
、
娘
の
親
が
結
婚
に
賛
成
し

な
い
と
き
に
は
ど
う
す
る
か
。
そ
う
い
う

問
題
は
必
ず
も
生
じ
る
。
駆
け
落
ち
の
手

段
を
と
る
と
き
も
あ
っ
た
ろ
う
が
、
そ
れ
は

〈『君の名は。』〉
　映画『君の名は。』は、時空を超えて、運
命の赤い糸に結ばれた男女の物語であるという
意見がある。映画をみてどのような感想を持つの
かについて、その意見にあれこれというつもりは
ない。問題は、「赤い糸」論に根強い人気が
ある点にある。そこには、どのような心理が作用
しているのだろうか。中国の故事に由来する四
字熟語「月下氷人」などを考えるとき、「運命
の赤い糸」論は想像以上に根が深いようにみえ
る。

〈青年組〉
　若者組は全国各地に存在した。薩摩の郷中
組織が有名だが、薩摩の地だけにそうした組織
があったわけではない。旧坂本村の場合、田植
えの手伝い、屋根葺きの手伝いなどで若者組
は重要な役割を果たしたが、夜這いや嫁盗みな
どの男女間の交際調整役も果たしていたようで
ある。ジョン・エンブリー『須恵村』によれば、
須恵村でも、若者たちは田植え・屋根葺きなど
で中心的活動をしている。

〈嫁盗み〉
　旧坂本村の場合は、確認できる範
囲では本文のとおりであるが、他地域
をみると、女の同意なしに、娘をつれさ
り、婚姻を迫る例もあった。現代の感
覚では、誘拐そのものだが、一定の
約束事にしたがって実施されるなど「見
合い」の先行形態といえなくもない。
詳細については、柳田国男『婚姻の
話』（岩波文庫）344 頁以下参照。

　
『
卒
業
』
の
な
か
で
、
サ
イ
モ
ン
＆
ガ
ー

フ
ァ
ン
ク
ル
は
「
ミ
セ
ス
・ロ
ビ
ソ
ン
」
を
歌
っ

て
い
る
。
ミ
セ
ス
・
ロ
ビ
ソ
ン
と
は
だ
れ
か
。

男
に
よ
っ
て
「
連
れ
さ
ら
れ
た
娘
」
の
母
親
、

娘
を
連
れ
去
っ
た
男
に
向
か
っ
て
悪
態
を
つ

く
、
あ
の
母
親
、
そ
れ
は
ミ
セ
ス
・
ロ
ビ
ン

ソ
ン
で
あ
る
。
歌
詞
の
一
部
を
訳
そ
う
。

日
曜
日
の
午
後
に

立
補
者
の
演
説
会
に
行
こ
う

笑
い
飛
ば
し
て
や
れ
、
叫
ん
で
や
れ

あ
の
候
補
が
応
援
し
て
も
、、

ど
う
み
て
も
、

奥
さ
ん
が
負
け
る

奥
さ
ん
の
こ
と
を
誰
も
笑
わ
な
い
。

み
ん
な
、
奥
さ
ん
を

愛
し
て
い
る

　
『
卒
業
』
の
ラ
ス
ト
・
シ
ー
ン
を
観
る
と
き
、

力
で
あ
っ
て
、
嫁
に
だ
す
こ
と
は
労
働
力
の

喪
失
を
意
味
し
、
そ
れ
を
理
由
に
、
親
が

娘
の
婚
姻
に
反
対
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

旧
坂
本
村
の
伝
承
に
は
残
っ
て
い
な
い

が
、
文
献
に
よ
れ
ば
、「
嫁
盗
み
」
の
場
合
、

正
式
の
「
結
婚
」
と
比
較
す
る
と
婚
姻
成

立
後
も
非
公
式
性
（
イ
ン
フ
ォ
マ
ー
ル
性
）

が
残
り
各
種
の
不
利
益
を
与
え
つ
つ
づ
け
た

地
域
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ミ
セ
ス
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン

　

映
画
『
卒
業
』
の
よ
う
に
、
他
の
男
と
結

婚
式
を
挙
げ
て
い
る
最
中
に
急
に
あ
ら
わ
れ

て
、
彼
女
を
連
れ
去
る
例
は
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
か
。
ほ
か
の
地
域
で
は
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、

坂
本
に
つ
い
て
は
確
認
し
て
い
な
い
。
若
者

組
を
通
す
こ
と
な
く
、
地
域
共
同
体
の
な
か

で
、
そ
れ
を
単
独
で
実
行
す
る
の
は
ひ
ど
く

危
険
で
あ
っ
た
ろ
う
。

若
い
二
人
の
「
逃
亡
」
に
拍
手
を
送
っ
て
し

ま
い
、
娘
の
母
親
の
気
持
ち
を
脇
に
置
き
が

ち
だ
が
、
本
当
は
ミ
セ
ス
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は

良
き
隣
人
で
あ
る
。『
ミ
セ
ス
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
』

を
聴
き
な
が
ら
、
母
親
の
悲
し
み
を
感
じ
る
。

ポ
ー
ル
・
サ
イ
モ
ン
は
今
年
度
か
ぎ
り
で
歌

手
生
活
か
ら
引
退
す
る
と
発
表
し
た
。
し
か

し
、
彼
の
歌
は
長
く
記
憶
に
残
る
で
あ
ろ
う
。

【
う
え
む
ら
・
ゆ
う
い
ち
／
編
集
主
幹
）】
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血
の
日
曜
日

　

１
９
０
５
年
１
月
22
日
、
ゲ
オ
ル
ギ
ー
神
父
は
ロ
シ
ア
各
地
に

ゼ
ネ
ス
ト
を
よ
び
か
け
た
。
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
は
10
万

人
以
上
の
人
々
が
デ
モ
に
加
わ
っ
た
。
帝
政
ロ
シ
ア
の
軍
隊
は
デ

モ
隊
に
発
砲
し
、
１
０
０
０
人
以
上
の
死
傷
者
が
で
た
。「
血
の

日
曜
日
事
件
」
で
あ
る
。
こ
の
事
件
を
き
っ
か
け
に
ロ
シ
ア
で
は
、

多
く
の
団
体
（
政
党
・
労
働
組
合
、
市
民
団
体
な
ど
）
が
抵
抗

運
動
を
強
め
て
い
き
、「
第
一
ロ
シ
ア
革
命
」
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う

に
も
な
る
。
本
作
は
、「
血
の
日
曜
日
事
件
」
の
翌
年
の
物
語
で

第
一
ロ
シ
ア
革
命
中
の
話
で
あ
る
。

　

パ
ー
ウ
ェ
ル
の
疑
問
と
苦
悩

　

主
人
公
（
パ
ー
ウ
ェ
ル
）
は
本
を
読
む
こ
と
が
大
好
き
な
、
し

か
し
、
ど
こ
に
で
も
い
そ
う
な
青
年
で
、
モ
ス
ク
ワ
に
出
稼
ぎ
に

出
か
け
て
給
料
の
半
分
以
上
を
田
舎
に
仕
送
り
し
て
い
る
。
彼
の

田
舎
に
は
祖
母
、
両
親
、
許い

い
な
づ
け嫁
が
い
て
、
彼
の
帰
省
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
。

　

青
年
は
以
前
は
、
田
舎
の
村
の
生
活
に
不
満
を
も
っ
て
は
い
な

か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
読
書
を
重
ね
る
う
ち
に
、
村
の
生
活

と
は
ち
が
う
世
界
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
正
体
を
つ
か
も
う
と
し
た
。
手
当
た
り
次
第
に
本
を
読
み
す

す
め
、
プ
ー
シ
キ
ン
、
チ
ェ
ー
ホ
フ
な
ど
を
賞
賛
す
る
人
が
い
る

の
で
、
そ
う
し
た
本
も
手
に
い
れ
て
読
ん
で
み
た
。
ど
う
し
て
司

祭
は
道
理
に
あ
わ
な
い
、
お
か
し
な
こ
と
を
教
え
る
の
か
。
金
持

ち
は
働
き
も
し
な
い
の
に
な
ぜ
贅
沢
し
て
い
る
の
か
。
隣
の
村
に

１
頭
の
馬
し
か
い
な
い
の
に
、
そ
の
た
っ
た
１
頭
の
馬
ま
で
死
ん
で

し
ま
い
、
シ
チ
ュ
ー
に
入
れ
る
材
料
も
な
い
の
は
、
な
ぜ
か
。
彼

は
そ
う
し
た
こ
と
に
疑
問
を
も
っ
て
い
た
。

　

田
舎
に
い
る
と
き
か
ら
、
ぼ
ん
や
り
と
は
そ
う
思
っ
て
い
た
が
、

殺
害
者
は
誰
か
？

北
御
門
二
郎
訳
で
ト
ル
ス
ト
イ
を
読
む 

③

喜
多
岡
　
洋

北御門二郎『続 ・々トルストイ短編集』
（人吉中央出版社　２０１８年）所収
（１９８８年５月日北御門訳了）

そ
れ
を
改
め
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
変
え
る
運
動
に
か
か
わ
る

し
か
な
い
。
し
か
も
、
そ
の
相
手
は
帝
政
ロ
シ
ア
の
ツ
ァ
ー
（
皇

帝
）
に
な
り
そ
う
だ
。
社
会
を
変
え
る
運
動
に
参
加
す
れ
ば
捕

ま
え
ら
れ
て
牢
獄
に
放
り
込
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
拷
問
も
心

配
だ
。
シ
ベ
リ
ア
送
り
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か

死
刑
に
な
る
恐
れ
も
あ
る
。
田
舎
の
家
族
に
も
「
迷
惑
」
を
か
け

る
だ
ろ
う
。
世
の
中
の
不
正
を
糺
す
行
動
は
自
己
の
人
生
の
行
方

に
直
結
し
て
い
る
。
若
者
は
そ
う
考
え
た

転
機

　

そ
う
し
た
恐
怖
心
を
内
に
秘
め
な
が
ら
、
若
者
は
表
面
的
に

は
普
通
の
労
働
者
と
変
わ
ら
ぬ
生
活
を
す
ご
し
た
。
そ
う
い
う

な
か
職
場
の
同
僚
（
ア
ノ
ー
ソ
フ
）
が
唐
突
に
云
っ
た
。
君
は
読

書
が
好
き
み
た
い
だ
け
ど
、
こ
の
本
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
か
い
、

と
。
若
者
は
彼
が
名
前
を
あ
げ
た
本
を
読
ん
だ
こ
と
は
な
か
っ

た
。
彼
か
ら
本
を
借
り
て
徹
夜
で
読
み
、
社
会
の
不
平
等
が
存

在
し
て
い
る
理
由
を
解
く
鍵
が
そ
の
本
に
あ
る
よ
う
に
感
じ
た
。

そ
の
後
、
若
者
は
そ
の
男
に
「
誘
導
」
さ
れ
て
、
こ
れ
ま
で
に
読

モ
ス
ク
ワ
に
出
て
か
ら
は
、
都
市
の
空
気
に
触
れ
た
こ
と
も
あ
っ

て
か
、
そ
の
疑
問
が
頭
か
ら
離
れ
な
く
な
っ
た
。
い
ま
の
状
況
は

神
の
御
旨
に
よ
る
と
司
祭
は
説
明
す
る
。
金
持
ち
は
み
ん
な
「
無

頼
漢
」
だ
か
ら
と
友
人
た
ち
は
言
う
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
あ
ま

り
に
も
単
純
す
ぎ
る
。
も
っ
と
納
得
い
く
説
明
が
欲
し
い
。
彼
は

そ
う
感
じ
て
社
会
の
お
か
し
さ
の
原
因
を
探
し
読
書
を
重
ね
た
の

で
あ
っ
た
。
そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
、
そ
れ
ら
の
本
に
満
足
の
い

く
回
答
が
な
い
こ
と
を
知
る
と
と
も
に
恐
怖
心
が
わ
い
て
き
た
。

彼
の
疑
問
に
決
着
を
つ
け
よ
う
と
す
れ
ば
、
彼
の
人
生
も
変
化
す

る
で
は
な
い
か
と
の
恐
怖
だ
。
社
会
の
不
正
義
の
原
因
を
知
っ
て
、
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シ
ェ
ビ
キ
と
激
し
く
対
立
し
た
。
本
作
に
は
、
そ
の
党
員
、
指
導

者
、
活
動
の
実
態
が
し
め
さ
れ
て
い
て
、
社
会
革
命
党
の
側
面
の

ひ
と
つ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ト
ル
ス
ト
イ
は
お
そ
ら
く
は
同

党
を
支
持
せ
ず
、
む
し
ろ
批
判
的
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
彼
ら
の
浅

薄
さ
に
深
い
悲
し
み
を
い
だ
き
な
が
ら
彼
ら
を
父
親
の
よ
う
に
愛

し
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。

　

主
人
公
の
青
年
は
、
結
局
、
ど
う
な
っ
た
か
。「
殺
害
者
は
誰

か
？
」
と
い
う
作
品
の
タ
イ
ト
ル
に
、
そ
の
答
え
が
用
意
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。
社
会
革
命
党
は
、
そ

の
後
、
分
裂
し
、
左
派
は
ロ
シ
ア
革
命
（
１
９
１
７
年
）
で
重
要

な
役
割
を
果
た
し
た
が
、
レ
ー
ニ
ン
の
死
後
に
、
ス
タ
ー
リ
ン
体

制
下
で
粛
清
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
こ
の
物
語
の
当
時
に
、

そ
の
こ
と
を
予
想
し
て
い
る
な
ど
、
も
ち
ろ
ん
、
い
る
は
ず
も
な

か
っ
た
。

【
き
た
お
か
・
ひ
ろ
し
／
八
代
市
】

ん
だ
も
の
と
は
性
格
が
ち
が
う
に
本
に
触
れ
て
、「
学
問
の
あ
る

賢
い
人
々
に
よ
っ
て
、
現
在
の
社
会
機
構
が
間
違
っ
た
も
の
、
不

公
正
で
許
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
を
す
っ
か
り
改
革
す
る
方
法
も
発
見
さ
れ

て
い
て
、
更
に
そ
の
改
革
の
事
業
に
参
加
す
る
可
能
性
も
与
え
ら

れ
て
い
る
」
と
彼
は
感
じ
た
。
そ
れ
を
契
機
に
、
彼
は
社
会
革
命

党
の
活
動
家
に
急
速
に
な
っ
て
い
た
。

　
「
学
問
の
あ
る
賢
い
人
々
」。
イ
ン
テ
リ
主
導
に
よ
る
ロ
シ
ア
革

命
の
実
態
、
ナ
ロ
ー
ド
ニ
キ
・
社
会
革
命
党
の
性
格
、
さ
ら
に
は

レ
ー
ニ
ン
の
「
前
衛
党
」
論
を
彷
彿
さ
せ
る
一
文
で
も
あ
る
。
ト

ル
ス
ト
イ
が
状
況
を
正
確
に
把
握
し
て
い
た
こ
と
示
す
見
事
な
表

現
で
あ
る
。

社
会
革
命
党

　

同
党
は
実
在
し
た
党
派
（
フ
ラ
ク
シ
ョ
ン
）
で
あ
る
。
ナ
ロ
ー

ド
ニ
キ
の
系
譜
を
ひ
く
グ
ル
ー
プ
が
１
９
０
１
年
に
結
成
し
、
土

地
私
有
性
の
廃
止
、
均
分
制
の
実
施
を
主
張
し
、
小
農
民
層
の

支
持
を
受
け
た
。
テ
ロ
リ
ズ
ム
、
直
接
行
動
に
力
点
を
置
き
ボ
ル

　

こ
の
間
「
50
・
80
問
題
」
を
教
え
て
も
ら
っ
た
が
、
そ
の
人
の

息
子
さ
ん
が
帰
省
さ
れ
た
時
、
親
が
高
齢
に
な
っ
た
時
の
生
活
、

遺
産
の
処
理
、
家
屋
、
墓
の
問
題
が
話
題
と
な
っ
た
ら
し
い
。
今
、

五
十
歳
の
息
子
さ
ん
は
、
友
人
た
ち
も
そ
ん
な
立
場
の
人
が
少

な
く
な
い
ら
し
い
。

　

都
会
で
高
収
入
を
得
て
い
た
が
、
介
護
の
必
要
に
迫
ら
れ
、
離

職
し
て
帰
郷
し
、
ず
い
ぶ
ん
安
く
な
っ
た
給
料
で
生
活
さ
れ
て
い

る
。
独
身
の
人
が
多
い
の
で
「
50
・
80
問
題
」
と
メ
デ
ィ
ア
で
取

り
上
げ
て
い
る
状
況
が
こ
の
人
吉
で
も
あ
る
と
い
う
。

　

忘
年
会
、
新
年
会
で
い
ろ
ん
な
人
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
が
、

本
当
に
独
身
の
人
が
多
い
。
人
間
は
長
い
歴
史
の
な
か
で
、
生
活

リ
ス
ク
の
分
散
と
し
て
、
結
婚
し
て
子
ど
も
を
育
て
た
り
し
て
、

収
入
源
を
増
や
す
工
夫
を
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。

　

現
在
の
日
本
で
は
、
人
間
の
一
生
は
九
十
歳
と
か
百
歳
の
時
代

に
突
入
し
て
い
る
。
独
身
の
人
は
今
一
度
、
炎
を
燃
や
し
て
パ
ー

ト
ナ
ー
を
探
し
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。
生
き
甲
斐
や
健
康
の
維

持
に
も
役
立
ち
、
充
実
し
た
一
生
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
親
は

い
つ
ま
で
も
変
わ
り
な
く
、
元
気
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
か

ら
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
た
け
い
・
き
ょ
う
こ
／
人
吉
市
】

　

高
校
卒
業
後
三
十
年
の
同
級
会
と
い
う
こ
と
で
、
子
ど
も
が

家
族
を
置
い
て
自
分
だ
け
で
正
月
に
帰
省
し
た
。
四
十
八
歳
に
な

る
数
人
が
亡
く
な
り
、
黙
祷
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
う
。
恩
師
の
先

生
方
は
七
十
代
で
、
当
時
は
意
外
と
若
か
っ
た
ん
だ
と
驚
い
て
い

た
。
在
校
時
の
四
分
の
一
く
ら
い
の
出
席
で
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー

や
外
国
か
ら
の
人
、
全
国
各
地
か
ら
地
元
か
ら
と
、
人
生
の
充

実
期
が
垣
間
見
え
る
。

 

次
は
還
暦
で
開
催
し
て
も
ら
い
た
い
と
言
う
が
、
は
た
と
考
え

た
。
果
た
し
て
私
た
ち
親
は
、
そ
の
時
元
気
で
あ
る
か
。
今
回
の

同
級
会
で
は
、
親
が
高
齢
で
子
ど
も
の
と
こ
ろ
に
移
住
し
た
り
、

実
家
で
世
話
が
出
来
な
い
か
ら
と
、
ホ
テ
ル
泊
ま
り
に
な
っ
た
人

も
い
た
ら
し
い
。あ
と
十
二
年
後
と
な
る
と
私
で
す
ら
八
十
五
歳
、

主
人
は
九
十
歳
、
生
き
て
い
る
の
か
死
ん
で
い
る
の
か
…
‥
。
先

の
こ
と
は
分
か
ら
な
い
よ
と
話
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

「
50
・
80
問
題
」 　 

武
井
京
子
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単
発
銃
。
日
清
・
日
露
の
両
戦
争
で
も
活

躍
し
た
「
軍
銃
」
で
も
あ
り
、
中
に
は
菊

の
紋
章
が
象
眼
さ
れ
て
い
る
の
も
あ
っ
た
よ

う
で
す
。

　
「
前
田
先
生
も
大
昔
の
狩
り
の
研
究
ば

し
な
っ
と
な
れ
ば
、
自
分
で
も
ウ
サ
ギ
や

ら
シ
シ
ば
追
う
て
み
な
れ
ば
よ
か
。
わ
し

ぎ
ゃ
に
じ
い
さ
ん
の
使
い
お
っ
な
い
た
鉄
砲

の
あ
っ
で
貸
す
ば
い
。
村
田
銃
で
筒
の
長

う
し
て
重
ぶ
か
る
い
ど
ん
、
ゆ
う
あ
た
る

げ
な
」

　

一
勝
地
第
二
小
学
校
に
勤
め
て
い
る
こ

ろ
、
受
け
持
ち
の
父
兄
に
勧
め
ら
れ
初
め

て
手
に
し
た
の
が
、
く
だ
ん
の
軍
銃
。
ま

こ
と
に
頑
丈
そ
う
で
ず
っ
し
り
と
重
た
く
、

い
か
に
も
〝
歴
戦
の
勇
士
〟
と
い
っ
た
感

じ
の
鉄
砲
。
薬
莢
は
真
鍮
製
で
、
一
発
撃

つ
と
そ
れ
を
使
い
何
度
も
自
分
で
弾
丸
を

作
る
の
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
「
花
ま
る
」
得
点
が
で
き

る
人
も
、
極
め
て
少
な
く
な
っ
て
き
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
五
人
と
か
十
人
で
狩
り
組

を
つ
く
り
、
犬
を
何
匹
も
使
っ
て
や
っ
て
い

た
「
巻
き
狩
り
」。
そ
う
し
た
中
で
使
わ

れ
て
い
た
「
狩
り
こ
と
ば
」
で
、
私
も
昭

和
四
十
年
代
に
田
野
町
で
約
１
０
０
語
ば

か
り
記
録
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
当

時
は
「
鉄
砲
撃
ち
」
が
二
十
数
人
も
い
ま

し
た
が
、
現
在
は
た
っ
た
の
一
人
に
。

　

と
こ
ろ
で
、
そ
の
こ
ろ
シ
シ
狩
り
に
使
わ

れ
て
い
た
鉄
砲
の
ほ
と
ん
ど
が
「
村
田
銃
」

で
し
た
。
こ
れ
は
明
治
十
三
（
１
８
８
０
）

年
に
村
田
経
芳
と
い
う
人
が
完
成
さ
せ
た

　
「
今
日
獲
っ
た
シ
シ
ゃ
二
十
貫
た
ゆ
わ
ん

あ
っ
つ
ろ
で
タ
マ
ス
も
え
ろ
う
下
げ
て
戻
っ

が
な
る
ば
い
」

　
「
な
ん
さ
ま
、
ト
ギ
リ
の
時
か
ら
カ
タ
の

太
さ
に
ゃ
た
ま
が
と
っ
た
で
な
。
イ
メ
立
ち

し
と
っ
時
も
、
足
の
が
っ
く
ん
が
っ
く
ん
し

た
も
ん
。
た
し
か
あ
の
辺
に
に
ゃ
木
ニ
タ

や
ら
カ
ル
マ
も
あ
り
お
っ
た
で
」

　

こ
の
短
い
会
話
に
出
て
い
る
タ
マ
ス
・
ト

ギ
リ
・
イ
メ
・
木
ニ
タ
・
カ
ル
マ
な
ど
お

分
か
り
で
し
ょ
う
か
。「
タ
マ
ス
ち
ゅ
う
と

は
猪
肉
の
分
け
前
、
ト
ギ
リ
ゃ
カ
タ
踏
み

て
も
言
う
て
、
猪
の
居
場
所
ば
探
す
こ
と

じ
ゃ
ろ
。
カ
ル
マ
は
猪
の
巣
の
こ
と
た
い
な
」

方
言
を
味
わ
う
㉑

単
発
式
村
田
銃
の
威
力
　
　
前
田
一
洋

　

私
の
弾
作
り
の
お
師
匠
さ
ん
は
毎
床
清

さ
ん
、
当
直
を
抜
け
出
し
て
「
今
晩
は
」。

暖
か
い
炬
燵
で
、
お
茶
と
別
の
お
茶
を
ご

馳
走
に
な
っ
た
後
、「
冷
や
か
で
す
い
ど
ん

座
敷
さ
み
ゃ
行
き
も
そ
か
」。
そ
こ
に
は
火

の
気
が
な
い
の
で
弾
作
り
に
は
安
全
地
帯
。

　

先
ず
は
使
っ
た
薬
莢
か
ら
雷
管
を
抜
き

取
り
、
新
し
い
の
と
詰
め
替
え
、
黒
色
火

薬
を
入
れ
て
コ
ロ
ス
で
塞
ぐ
。
こ
こ
ま
で
は

い
い
の
で
す
が
、
火
薬
に
圧
力
を
か
け
る

た
め
薬
莢
に
棒
を
差
し
込
み
ハ
ン
マ
ー
で

叩
く
の
で
す
。
い
つ
暴
発
す
る
や
も
分
か

ら
ず
、
何
度
し
て
も
冷
汗
三
斗
の
恐
ろ
し

い
作
業
で
し
た
。

　

朝
の
通
勤
列
車
が
那
良
口
駅
に
着
く

と
、
受
け
持
ち
の
男
子
生
徒
が
数
人
息
を

弾
ま
せ
な
が
ら
「
木
折
れ
の
田
ん
中
に
鳩

の
十
羽
ば
か
り
降
り
と
っ
で
す
」
そ
う
言
っ

て
、
鉄
砲
と
弾
を
渡
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

案
の
定
、
子
供
が
指
差
す
田
に
は
「
明

け
鳩
」
が
何
羽
も
降
り
て
エ
サ
を
あ
さ
っ
て

い
ま
す
。
畦
の
際
を
匍
匐
前
進
し
な
が
ら

鳥
が
縦
に
重
な
る
と
こ
ろ
に
照
準
を
つ
け
、

や
お
ら
ズ
ッ
ド
ー
ン
。
狙
い
は
違
わ
ず
二

羽
三
羽
が
バ
タ
バ
タ
。
そ
れ
は
子
供
達
が

「
夜
学
」
に
来
る
時
焼
き
鳥
の
材
料
に
な

る
の
で
し
た
。

　

鉄
砲
を
貸
し
て
下
さ
っ
た
父
兄
の
言
葉

通
り
、
村
田
銃
は
そ
の
銃
身
が
長
い
た
め

に
、
初
心
者
の
私
み
た
い
な
ヘ
タ
く
そ
で

も
、
命
中
率
は
高
か
っ
た
よ
う
で
す
。
た

だ
弾
倉
か
ら
薬
莢
を
抜
き
取
る
装
置
、
そ

こ
が
よ
く
故
障
を
起
こ
す
の
が
欠
点
。
そ

う
し
た
時
に
は
、人
吉
の
鍛
冶
屋
町
の
「
鉄

砲
鍛
冶
屋
」
た
し
か
西
さ
ん
で
し
た
か
、

で
直
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
ま
で
は
昭
和
三
十
年
代
の
前
半
で

す
が
、
一
武
小
学
校
に
移
っ
て
多
少
月
給

も
上
が
り
ま
し
た
の
で
、
水
平
の
二
連
銃

を
買
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
銃
身
が
短
か
く

て
軽
い
の
で
使
い
や
す
い
。
た
だ
命
中
率

は
下
が
る
の
で
す
が
、
そ
こ
は
ウ
デ
前
で

カ
バ
ー
。

　

そ
し
て
田
野
分
校
に
赴
任
し
た
の
が
、

昭
和
四
十
四
年
、
早
速
猟
師
仲
間
に
加
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
こ
は
キ
ジ
や
コ
ジ
ュ

ケ
イ
の
宝
庫
で
し
た
が
「
そ
ぎ
ゃ
ん
コ
マ
か

と
は
う
っ
ち
ぇ
て
シ
シ
狩
り
ば
し
な
い
」
と

の
言
に
従
い
、冬
休
み
は
毎
日
山
ん
中
に
。

　

た
だ
二
十
数
人
も
い
た
猟
師
の
鉄
砲
は

私
以
外
は
み
ん
な
「
村
田
銃
」。
集
ま
れ

の
カ
ッ
ポ
が
鳴
る
と
そ
れ
ぞ
れ
に
犬
を
連

れ
、
数
台
の
耕
耘
機
に
乗
り
込
ん
で
狩
り

場
に
急
ぐ
の
で
し
た
。
そ
し
て
猟
果
が
あ

る
と
、
山
ん
神
様
に
捧
げ
る
ヤ
ホ
コ
を
連

発
し
て
。【

ま
え
だ
・
か
ず
ひ
ろ
／
人
吉
市
】
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本
殿
は
正
面
七
間
、
側
面
八
間
の
大

き
さ
で
、
内
部
は
朱
塗
り
、
丹
塗
り
、

胡
粉
塗
り
な
ど
の
塗
装
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。
拝
殿
は
正
面
一
間
、
側
面
三
間
で
、

本
殿
に
接
し
て
建
て
ら
れ
、
正
面
と
両
側

面
に
裳も

階
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

他
に
国
重
文
の
南
随
神
門
、
北
随
神
門
、

御
釜
殿
が
あ
り
、
県
重
文
の
建
物
を
つ

な
ぐ
回
廊
は
、
全
長
三
九
八
ｍ
に
も
達

し
境
内
の
広
大
さ
を
誇
示
し
て
い
ま
す
。

な
お
現
在
の
建
物
は
、
応
永
三
十
二
年

（
一
四
二
五
）
に
約
三
十
五
年
も
の
歳
月

を
か
け
て
完
成
し
た
も
の
で
す
。

国
宝
・
旧
閑し

ず
か

谷た
に

学
校
　
講
堂

（
備
前
市
閑
谷
、
昭
和
二
十
九
年
指

定
）

　

寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）、
岡
山
藩
主

池
田
光
政
の
遺
命
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
庶

皇
の
命
を
受
け
、
四
道
将
軍
の
一
人
と
し

て
西
進
し
て
山
陽
道
に
赴お

も
む

き
、
吉
備
国

を
平
定
し
た
人
物
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
吉
備
国
討
伐
に
抵
抗
す
る
の
が

「
温う

羅ら

」
と
い
う
鬼
で
す
。
温
羅
は
倉

敷
の
北
に
隣
接
す
る
総
社
市
内
の
鬼
の
城

（
現
存
）
を
本
拠
地
と
し
て
地
域
を
荒

ら
し
、
朝
廷
に
抵
抗
し
ま
し
た
。
身
長

が
二
ｍ
を
超
え
る
大
男
の
温
羅
は
、
家

来
た
ち
と
共
に
吉
備
津
彦
命
と
戦
い
、

最
後
は
首
を
取
ら
れ
ま
し
た
。
吉
備
津

彦
命
の
家
来
の
中
に
、
犬い

ぬ
か
い飼
部べ

の
犬
飼

健
命
、
猿
飼
部
の
薬さ

さ
の々

森も
り

彦
命
、
鳥
飼

部
の
留と

め

玉だ
ま
お
み臣

命
が
い
て
、
犬
、
猿
、
雉

と
さ
れ
る
人
物
で
す
。

岡
山
県
の
国
宝

　

岡
山
県
に
は
建
造
物
二
件
と
、
備
前

刀
二
振
り
の
国
宝
が
あ
り
ま
す
。

国
宝
・
吉
備
津
神
社

（
岡
山
市
吉
備
津
、
本
殿
及
び
拝
殿
一

棟
、
昭
和
二
十
七
年
指
定
）

　

吉
備
津
神
社
は
、
県
北
の
丘
陵
末
端

部
に
あ
り
、
戦
前
に
は
官か

ん
ぺ
い幣
中
社
の
社
格

で
し
た
。
主
祭
神
は
伝
説
上
の
桃
太
郎

と
さ
れ
て
い
る
大お

お

吉き

び

つ

備
津
彦ひ

こ
の
み
こ
と
命
で
す
。

第
七
代
孝
霊
天
皇
の
皇
子
で
あ
り
、『
日

本
書
記
』
に
よ
る
と
、
第
八
代
崇す

神じ
ん

天

倉
敷
便
り  

⑮   

　  

絵
と
文
／
原
田 

正
史

し
か
も
我
が
国
最
古
の
存
在
で
す
。
池

田
光
政
を
名
君
と
讃
え
る
最
大
の
根
拠

は
こ
こ
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
な

お
、
池
田
家
と
郷
土
の
藩
主
で
あ
る
相

良
家
と
が
極
め
て
深
い
血
縁
関

係
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
岡

山
の
人
は
殆
ど
知
り
ま
せ
ん
。

残
念
な
こ
と
に
池
田
家
の
当
主

に
嗣し

し子
が
な
く
、
断
絶
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
血
脈
は
、

相
良
家
当
主
に
よ
っ
て
絶
え
る
こ

と
な
く
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
も

言
え
る
の
で
す
。

　

旧
閑
谷
学
校
に
は
講
堂
の
他

に
も
、
広
大
な
敷
地
の
中
に
多

く
の
建
造
物
が
存
在
し
ま
す
。

そ
れ
ら
の
建
造
物
は
、
国
重
文

で
あ
る
長
大
な
石
塀
に
よ
っ
て
囲

ま
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
特
に

目
を
惹
く
の
が
南
側
に
あ
る
蒲か

ま
ぼ
こ鉾
型
石

塀
で
す
。
高
さ
２
・
12
ｍ
、
幅
１
・
86
ｍ
、

全
長
５
０
５
ｍ
に
達
し
ま
す
。

国
宝
・
大
刃
備
前
刀
　
銘
「
吉
房
」

（
岡
山
市
北
区
丸
の
内
二
丁
目 

林
原

美
術
館
、
昭
和
三
十
年
指
定
。
刃
長

71
・
21
㎝
、
反
り
２
・
65
㎝
、
元
幅

２
・
91
㎝
、
先
幅
１
・
94
㎝
、
鋒
長
２
・

94
㎝
）

　

作
者
の
吉よ

し
ふ
さ房
は
、
鎌
倉
時
代
中
期
の

福
岡
一
文
字
派
の
名
工
で
す
。
吉
房
銘
の

刀
は
数
多
く
、
同
名
の
刀
工
が
数
名
い

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
現
存
す
る
吉
房

の
中
で
は
、
島
津
家
伝
来
の
太
刀
に
酷

似
し
て
い
ま
す
。
こ
の
刀
は
紀
州
家
の
分

家
伊
予
西
条
の
松
平
家
に
伝
来
し
た
も

の
で
す
。

民
教
育
を
目
的
と
す
る
学
問
所
で
す
。

家
臣
の
教
育
を
目
的
と
す
る
藩
校
は
全

国
い
た
る
所
に
存
在
し
ま
し
た
が
、
こ
の

よ
う
な
庶
民
教
育
の
学
問
所
は
珍
し
く
、

蒲鉾型石塀の図
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船
派
が
台
頭
し
て
以
後
、
室
町
末
期
ま

で
繁
栄
し
ま
し
た
。
長
船
派
の
門
流
は
、

江
戸
時
代
に
お
い
て
も
繁
栄
を
続
け
ま
し

た
。
中
世
以
来
の
系
譜
が
命
脈
を
持
ち

続
け
た
の
は
全
国
唯
一
の
事
例
で
す
。
現

存
す
る
銘
刀
の
八
〇
％
が
備
前
刀
で
あ

り
、
国
宝
・
国
重
文
に
指
定
さ
れ
た
刀

釖
の
五
〇
％
が
備
中
刀
を
含
め
た
岡
山

県
の
刀
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
備
前
刀

は
正
に
日
本
刀
の
王
者
な
の
で
す
。

【
は
ら
だ
・
ま
さ
ふ
み
／
元
人
吉
市

文
化
財
保
護
委
員
、
倉
敷
市
】

し
た
。
こ
の
地
域
の
中
国
山
地
に
は
、
日

本
刀
の
原
料
で
あ
る
砂
鉄
を
産
出
す
る

鉄
山
が
数
多
く
存
在
し
て
お
り
、
原
料

の
搬
入
に
便
利
な
舟
が
使
用
で
き
る
大

き
な
川
で
あ
る
吉
井
川
や
旭
日
川
が
あ

り
、
更
に
は
隣
接
す
る
備
中
国
の
高
梁

川
の
中
流
域
や
下
流
域
に
刀
工
集
団
が

定
着
し
た
の
で
す
。

　

平
安
時
代
に
な
る
と
、
直
刀
は
反そ

り

の
あ
る
湾わ

ん

刀
と
な
り
、
鍛
刀
技
術
の
進
歩

に
よ
っ
て
、
我
が
国
独
自
の
日
本
刀
が
完

成
し
た
の
で
す
。

　

備
前
国
で
は
、
平
安
時
代
中
期
か
ら

鎌
倉
時
代
に
か
け
て
名
工
を
輩
出
し
ま

し
た
。
古
備
前
と
呼
ば
れ
る
刀
工
が
そ

う
で
あ
り
、
代
表
工
に
は
友
成
と
正
恒

が
い
ま
す
。
鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
間
も
な

く
流
派
が
確
立
さ
れ
、
初
期
か
ら
中
期

に
か
け
て
福
岡
一
文
字
派
、
中
期
か
ら
長

国
宝
・
太
刀
　
銘
「
備
前
国
長
船
住

左
近
将
監
長
光
造
」

（
場
所
前
に
同
じ
、
昭
和
三
十
二
年
指

定
。
刃
長
78
・
79
㎝
、
反
り
２
・
70

㎝
、
元
幅
３
・
18
㎝
、
先
幅
１
・
97
㎝
、

鋒
長
２
・
67
㎝
）

　

鎌
倉
時
代
の
刀
工
で
、
最
も
多
く
の

作
品
を
残
し
て
い
る
の
が
長
船
長
光
で

す
。
こ
の
刀
は
初
代
長
光
の
晩
年
の
作
と

す
る
説
と
、
二
代
長
光
の
作
と
す
る
説

が
あ
っ
て
確
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の

刀
は
数
多
く
の
有
銘
長
光
の
中
で
抜
群
の

出
来
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
備
前
刀
に
つ
い
て

　
　

︱
長
船
鍛
冶
を
中
心
と
し
て

　

岡
山
県
東
部
に
位
置
す
る
備
前
国
は
、

か
つ
て
日
本
最
大
の
日
本
刀
の
生
産
地
で

冬
に
咲
く
梅
に
先
駆
け
は
な
や
か
に
庭
を
彩
る
山
茶
花
の
花

凍
て
つ
き
し
短
き
冬
の
夕
焼
け
に
明
日
の
天
気
に
晴
天
願
ふ

守
永　

和
久

亡
き
友
の
待
ち
歌
に
せ
し
ラ
・
カ
ン
パ
ネ
ラ
追
悼
の
ご
と
流
れ
て
哀
し

断
捨
離
で
出
で
た
る
古
き
恋
文
の
主
は
彼
方
の
仏
で
居
し
か

河
内　

徹
夫

高
木
に
去
年
よ
り
さ
が
る
大
へ
ち
ま
雪
の
下
に
は
す
ず
ら
ん
萌
え
て

鶯
は
つ
ぼ
み
も
固
き
梅
の
木
に
季
節
忘
れ
ず
今
日
も
訪
ぬ
る

中
村
美
喜
子

終
戦
を
繙ひ

も
と

く
中
に
司
馬
史
観
こ
こ
に
発
見
吾
が
意
を
得
た
り

あ
あ
嬉
し
統
帥
権
の
存
在
を
知
り
て
戦
時
の
謎
が
解
け
た
り

西　
　

武
喜

忌
明
け
過
ぎ
わ
れ
の
心
に
悔
残
る
日
課
に
し
て
い
る
百
日
参
り

夫
逝
き
て
歌
材
さ
が
し
の
散
歩
道
雪
の
下
か
ら
タ
ン
ポ
ポ
の
花

釜
田　
　

操

寒
さ
増
し
毛
糸
の
糸
と
睨
め
っ
こ
何
に
変
身
さ
せ
よ
う
も
の
か

雪
の
あ
さ
散
歩
し
り
ご
む
部
屋
の
犬
し
ぐ
さ
可
愛
く
笑
い
を
誘
ふ

中
原　

康
子

友
達
と
言
葉
を
交
わ
す
店
の
中
曲
が
っ
た
背
中
が
ガ
ラ
ス
に
映
る

寒
の
入
り
厳
し
い
中
に
つ
ぼ
み
見
す
春
待
ち
顔
か
福
寿
草

三
原　

光
代

冬
晴
れ
に
そ
よ
と
揺
れ
を
り
吊
る
し
柿
子
ど
も
の
頃
の
夜
な
べ
を
想
ふ

温い
で

泉ゆ

宿や
ど

近
く
に
聳
ゆ
九
住
山
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
友
と
楽
し
む

橋
詰　

了
一

二
日
前
言
葉
交
は
し
し
友
の
死
は
波
の
砕
け
て
引
き
行
く
如
く

霜
月
の
山
椒
の
枝
に
し
が
み
つ
く
今
だ
蛹さ

な
ぎ

に
な
れ
ぬ
青
虫

堀
田　

英
雄

鶺せ

き

れ

い鴒
短
歌
会
　
　
　
二
月
詠
草
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長
毎
公
は
、慶
長
六
（
一
六
〇
一
）
年
暮
れ
、家
康
公
か
ら
の
、た
っ

て
の
依
頼
で
あ
っ
た
米
良
を
よ
う
や
く
平
定
。
そ
の
時
に
捕
え
た
熊

の
毛
皮
を
京
都
に
居
た
井
伊
直
政
に
送
っ
た
が
、
翌
慶
長
七
年
二

月
の
寒
い
日
、
直
政
は
先
の
関
ヶ
原
の
戦
い
で
、
島
津
軍
と
一
戦
を

交
え
た
折
に
受
け
た
怪
我
が
も
と
で
病
死
し
た
と
の
知
ら
せ
が
熊

皮
の
礼
状
と
と
も
に
届
い
た
。
湯
治
の
た
め
に
関
ヶ
原
戦
の
あ
と
有

馬
温
泉
に
通
っ
て
い
た
が
、
そ
の
効
果
が
無
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
年
の
春
、
家
康
と
の
約
束
通
り
長
毎
公
は
母
君
了
玄
院
殿

を
そ
の
弟
豊
永
彦
右
衛
門
始
め
家
臣
三
十
人
余
り
と
共
に
江
戸
に

人
質
と
し
て
送
っ
た
。
家
康
は
征
夷
大
将
軍
と
な
っ
て
お
り
、
長
毎

公
の
違
え
ぬ
誓
い
に
大
い
に
喜
び
、
了
玄
院
殿
に
は
取
り
敢
え
ず
京

都
伏
見
に
仮
の
住
ま
い
を
整
備
し
て
褒
賞
を
与
え
、
更
に
月
俸
を

く
だ
さ
っ
た
。
そ
の
二
年
後
に
は
江
戸
赤
坂
に
移
り
、
こ
れ
が
徳
川

幕
府
と
し
て
の
最
初
の
質
と
な
っ
た
人
で
あ
る
。

　

平
穏
な
日
々
が
二
年
ば
か
り
続
い
た
が
、
慶
長
八
年
春
、
又
も

家
康
の
予
言
の
通
り
米
良
と
椎
葉
が
諍

い
さ
かい
の
末
、
騒
動
に
発
展
し
て

し
ま
っ
た
。

　

｢

清
兵
衛
、
ど
う
も
米
良
と
椎
葉
が
勝
手
に
争
い
を
始
め
た
そ
う

だ
が
、
如
何
し
た
も
の
か｣

　

｢

殿
、
椎
葉
は
な
ん
と
か
那
須
弾だ

ん

正じ
ょ
うを

首
領
と
し
て
十
三
人
を
ま

と
め
上
げ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
一
度
治
め
た
米
良
が
ま
た
言
う

事
を
聞
き
ま
せ
ぬ
。
延
岡
の
高
橋
殿
が
睨
み
を
利
か
せ
て
下
さ
れ

ば
事
は
治
ま
る
や
に
存
じ
ま
す
が｣

　

｢
そ
う
か
。
で
は
余
か
ら
も
高
橋
殿
に
願
っ
て
み
よ
う
。
高
橋
殿

も
こ
の
ま
ま
で
は
東
照
公
に
申
し
開
き
が
出
来
ま
す
ま
い｣

　

｢

か
た
じ
け
の
う
ご
ざ
い
ま
す
る
。
米
良
の
衆
に
も
も
め
事
は
起

【
前
回
の
あ
ら
す
じ
】
関
ヶ
原
・
大
垣
城
の
戦
に
赴
い
た
清
兵
衛
ら
相

良
軍
は
東
軍
に
加
勢
し
、
亀
甲
車
を
使
っ
た
戦
略
で
勝
利
。
そ
の
軍

功
を
徳
川
か
ら
讃
え
ら
れ
、
清
兵
衛
は
五
五
〇
石
を
加
増
、
頼
房
公

も
徳
川
家
血
筋
の
名
前
で
あ
る
た
め
「
長
毎
」
の
名
を
拝
命
し
た
。

山
口 

啓
二

生誕 450 年
記 念
書き下ろし

小
説
・
相
良
清
兵
衛   

③

し
た
の
ち
に
先
君
に
拾
わ
れ
、
そ
こ
で
や
っ
と
新
し
い
命
を
戴
い
た

の
じ
ゃ
。
そ
れ
ゆ
え
相
良
家
に
は
な
ん
と
し
て
で
も
こ
の
乱
世
を
生

き
延
び
て
貰
い
た
か
っ
た
。
島
津
か
ら
守
り
た
か
っ
た
。
数
々
の
苦

難
も
あ
っ
た
が
、
水
俣
城
代
を
仰
せ
つ
か
り
そ
の
水
俣
で
死
に
ぞ
こ

な
い
、
つ
い
に
は
響
ケ
原
で
も
戦
え
ず
生
き
恥
を
さ
ら
す
事
と
相

成
っ
た
。
そ
の
後
も
島
津
の
軍
門
に
下
り
豊
後
攻
め
で
は
辛
い
毎
日

で
あ
っ
た
。
友
も
手
下
も
た
く
さ
ん
失
っ
て
き
た
。
清
兵
衛
、
相

良
家
は
そ
ち
の
働
き
に
よ
り
そ
の
後
は
な
ん
と
か
乗
り
切
っ
て
参
っ

た
。
よ
う
や
っ
た
の
う
。
親
と
し
て
は
子
の
働
き
が
一
番
の
宝
ぞ
…

｣　
「
父
上
を
は
じ
め
前
の
ご
家
老
深
水
宗
方
殿
、
そ
の
お
子
摂
津
介

殿
が
導
い
て
下
さ
っ
た
お
か
げ
に
ご
ざ
い
ま
す
る
。
ど
う
か
、
暑
い

夏
の
間
は
暫
く
ご
ゆ
っ
く
り
養
生
さ
れ
、
秋
に
は
ま
た
お
く
ん
ち
が

ご
ざ
い
ま
す
れ
ば
、
ぜ
ひ
と
も
早
い
ご
回
復
を
な
さ
れ
ま
す
よ
う
」

　

響
ケ
原
と
は
、
水
俣
城
を
島
津
義
久
に
明
け
渡
し
た
後
、
島
津

に
恨
み
が
無
い
こ
と
を
誓
わ
せ
る
た
め
に
阿
蘇
の
甲
斐
家
と
一
戦
交

え
よ
、
と
の
義
久
の
命
を
受
け
、
そ
れ
ま
で
お
互
い
誓
紙
を
交
わ
し

て
い
た
甲
斐
宗
運
と
遂
に
戦
う
事
に
な
り
、
甲
斐
を
攻
め
る
ふ
り

を
し
て
み
せ
た
相
良
軍
が
島
津
と
裏
で
密
約
し
て
い
る
と
さ
れ
、
あ

こ
さ
ぬ
よ
う
再
度
忠
告
い
た
し
ま
す
る｣

　

米
良
と
椎
葉
は
や
は
り
重
荷
と
な
り
、
相
良
家
の
財
政
を
苦
し

め
る
事
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

慶
長
十
年
三
月
、
の
ち
に
清
兵
衛
の
初
孫
『
喜
平
次
』
の
嫁
と

な
る
お
萬
の
方
が
誕
生
し
た
。
長
毎
公
の
次
女
で
あ
る
。
ひ
と
月
後
、

長
毎
公
は
青
井
大
明
神
に
お
宮
参
り
を
し
、
安
寧
を
願
っ
た
。

　

翌
慶
長
十
一
年
の
春
過
ぎ
か
ら
、
清
兵
衛
の
父
休き

ゅ
う
い矣
が
体
調
を

崩
し
、
床
に
就
い
て
い
た
。

　
「
父
上
、
具
合
は
如
何
に
ご
ざ
い
ま
す
る

か
。
長
年
相
良
家
に
仕
え
て
御
心
労
が
た

た
っ
た
の
で
し
ょ
う
や
」

　

｢

清
兵
衛
、
わ
し
も
先
君
の
前
の
さ
ら
に

前
の
代
か
ら
お
仕
え
し
た
の
だ
が
、
思
え

ば
儂
は
運
が
良
か
っ
た
。
犬い

ん
ど
う童

家
は
元
よ

り
相
良
家
と
深
い
絆
が
あ
っ
た
の
じ
ゃ
が
、

儂
が
ま
だ
幼
き
頃
、
我
が
犬
童
家
は
断
絶

さ
れ
一
族
皆
が
天
誅
を
く
ら
っ
た
。
儂
は

ま
だ
九
歳
だ
っ
た
ゆ
え
宮
原
の
寺
に
預
け

ら
れ
、
若
い
こ
ろ
か
ら
九
州
諸
国
を
行あ

ん

脚ぎ
ゃ

　■主な登場人物
相良清兵衛（犬童頼兄）＝相良家 家老
相良頼房（長毎）＝相良家第 20 代当主
深水宗方＝相良家 筆頭家老
犬童休矣（頼安）＝清兵衛の父、相良氏 家臣
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げ
く
甲
斐
軍
の
総
攻
撃
を
受
け
、
長
毎
公
の
父
君
十
八
代
義よ

し

陽ひ

公

が
無
念
に
も
討
ち
死
に
さ
れ
た
場
所
で
あ
る
。
実
は
そ
の
戦
い
に
休

矣
た
ち
は
加
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　

休
矣
は
い
っ
と
き
は
元
気
に
な
っ
た
か
に
見
え
た
が
、
お
く
ん
ち

を
前
に
ま
た
体
調
を
崩
し
、
そ
の
後
十
一
月
七
日
遂
に
こ
の
世
を

去
っ
た
。
亡
骸
は
城
の
南
、
富
ヶ
尾
山
の
中
腹
に
葬
っ
た
。
享
年

八
十
五
歳
の
大
往
生
で
あ
っ
た
。
こ
の
折
、
休
矣
の
元
部
下
で
か
つ

て
水
俣
の
城
を
と
も
に
護
っ
た
豊
永
越
後
ら
七
人
が
殉
死
し
た
。
こ

の
水
俣
の
城
は
父
休
矣
が
城
代
と
な
り
、
島
津
と
の
国
境
を
八
百

名
ほ
ど
で
守
っ
て
い
た
城
が
島
津
軍
三
万
五
千
の
大
軍
に
囲
ま
れ
、

義
陽
公
の
命
に
よ
り
や
む
な
く
島
津
に
明
け
渡
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ

た
。
清
兵
衛
は
こ
の
時
十
四
歳
、
ま
だ
軍
七
と
名
乗
っ
て
い
た
。
父

の
一
大
事
を
知
ら
さ
れ
ひ
と
り
人
吉
を
抜
け
出
し
水
俣
に
入
り
、
漸

く
城
に
も
ぐ
り
こ
ん
だ
事
が
あ
っ
た
。
遠
い
昔
の
出
来
事
の
よ
う
に

思
わ
れ
、
ま
た
島
津
に
従
わ
さ
れ
て
阿
蘇
や
大
友
攻
め
に
共
に
加

わ
っ
た
数
々
の
戦
い
の
事
が
思
い
出
さ
れ
、
清
兵
衛
は
隠
れ
て
ひ
と

り
涙
し
た
。

　

富
ヶ
尾
の
了
清
院
で
父
の
初
七
日
法
要
を
と
り
行
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、
今
度
は
肺
を
患
っ
て
床
に
臥
し
て
い
た
岡
本
河
内
守
頼よ

り
ざ
ね眞

が
亡

く
な
っ
た
。
相
良
家
臣
の
中
で
も
特
に
武
芸
に
秀
で
た
、
さ
ら
に
歌

道
や
仏
教
、
易
学
に
も
通
じ
た
教
養
高
い
人
物
で
あ
っ
た
。
十
九

歳
で
島
津
戦
に
初
陣
、
の
ち
に
龍
造
寺
や
阿
蘇
や
大
友
と
の
戦
い
で

大
活
躍
、
島
津
の
旗
頭
と
な
り
奮
闘
し
、
そ
の
後
の
朝
鮮
の
役
で

も
軍
功
が
あ
り
、
戦
功
多
く
あ
っ
た
が
ま
た
傷
も
多
か
っ
た
。
身
体

に
は
四
十
を
超
え
る
傷
が
あ
っ
た
と
い
う
。
享
年
六
十
九
歳
、
彼
の

住
む
球
磨
川
の
南
・
七
地
の
御
楽
園
脇
に
立
派
な
墓
と
御
堂
が
立

て
ら
れ
た
。
相
良
家
は
重
鎮
を
続
け
ざ
ま
に
亡
く
し
、
い
よ
い
よ

筆
頭
家
老
の
清
兵
衛
頼
兄
に
大
役
が
回
っ
て
く
る
事
に
な
っ
た
。

　

清
兵
衛
に
は
と
て
つ
も
な
く
大
き
な
野
望
が
あ
っ
た
。
こ
の
人
吉

の
地
を
宗
教
に
関
係
な
く
祈
り
を
捧
げ
る
聖
域
と
し
た
か
っ
た
の

だ
。『
も
う
戦
い
は
金
輪
際
し
た
く
は
無
い
』
相
良
家
は
表
向
き
は

禅
宗
を
信
仰
し
て
い
る
よ
う
に
見
せ
か
け
、
そ
の
実
一
向
宗
も
キ
リ

ス
ト
教
も
つ
と
め
て
弾
圧
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

先
ず
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
は
、
相
良
長
毎
公
の
正
室
い
く
殿
は

筑
後
秋
月
家
の
出
で
あ
り
、
母
方
は
大
友
家
で
あ
る
。
何
れ
も
ま

ぎ
れ
も
な
い
キ
リ
ス
ト
教
信
者
で
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
慣
れ
親
し
ん
で

い
た
。
朝
鮮
の
役
で
い
く
殿
の
実
兄
・
秋
月
種
長
や
高
橋
元
種
と

リ
シ
タ
ン
灯
篭
』
を
製
作
し
て
売
り
出
し
産
業
を
興
し
た
の
だ
。

全
国
に
五
五
〇
基
ほ
ど
、
九
州
に
は
四
十
四
基
の
こ
の
種
の
石
灯

篭
が
あ
り
、
人
吉
の
凝
灰
岩
を
用
い
た
四
基
と
合
わ
せ
城
を
取
り

囲
む
よ
う
に
し
て
十
一
基
が
設
置
さ
れ
た
。

　
「
利
平
ど
ん
、
今
夜
は
ウ
ン
ス
ン
カ
ル
タ
の
日
じ
ゃ
っ
で
、
六
つ
時

過
ぎ
に
ゃ
鍛
冶
屋
の
弥
助
ど
ん
と
こ
ろ
に
集
ま
っ
て
く
だ
ん
も
し
な
」

　

日
頃
清
兵
衛
の
碁
の
仲
間
で
も
あ
る
茶
屋
の
辰
兵
衛
が
ふ
れ
て

廻
っ
て
い
た
。
こ
の
ウ
ン
ス
ン
カ
ル
タ
は
四
人
ひ
と
組
で
の
対
戦
で
、

少
な
く
と
も
八
人
が
集
ま
ら
な
い
と
試
合
に
な
ら
な
い
。
し
か
し
こ

の
集
ま
り
も
実
は
『
偽
装
工
作
』。
ほ
ぼ
十
日
に
一
度
の
割
で
集
合

を
か
け
る
と
毎
夜
三
十
人
以
上
が
集
ま
る
。
こ
の
絵
札
に
は
異
人
の

姿
が
あ
り
、一
通
り
の
対
局
の
そ
の
後
は
皆
で
祈
り
を
捧
げ
て
い
た
。

し
か
し
こ
の
か
る
た
は
の
ち
に
『
大
博
打
』
な
ど
と
さ
れ
、
お
咎
め

が
厳
し
く
な
り
全
国
か
ら
す
べ
て
が
消
え
て
し
ま
っ
た
が
、
な
ぜ
か

こ
こ
人
吉
球
磨
に
だ
け
に
残
っ
た
。
宗
教
の
力
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し

て
そ
の
集
ま
り
は
ご
く
身
近
な
者
だ
け
で
あ
っ
た
。『
ウ
ン
と
も
ス

ン
と
も
言
わ
な
い
』の
語
源
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

【
や
ま
ぐ
ち
・
け
い
じ
／
人
吉
市
】

共
に
戦
い
苦
労
を
共
に
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
長
毎
公
は
表
に
は
出

さ
な
か
っ
た
が
キ
リ
ス
ト
教
に
深
く
の
め
り
込
ん
だ
。
ま
た
一
緒
に

戦
っ
た
黒
田
官
兵
衛
殿
か
ら
は
日
本
に
は
今
で
は
二
つ
し
か
残
っ
て

な
い
『
キ
リ
シ
タ
ン
鞍
』
を
贈
ら
れ
た
。
長
毎
公
は
生
涯
側
室
を
一

人
も
持
た
ず
キ
リ
ス
ト
の
教
え
を
か
た
く
な
に
守
っ
た
。
世
の
戦
国

武
将
た
ち
が
何
人
も
の
側
室
を
持
っ
て
い
る
時
代
に
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
秋
月
・
高
橋
兄
弟
に
見
染
め
ら
れ
て
の
縁
組
で
も
あ
っ
た
。

ま
た
こ
の
頃
は
キ
リ
ス
ト
教
を
完
全
に
禁
止
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら

で
も
あ
る
。
そ
の
後
江
戸
幕
府
は
キ
リ
シ
タ
ン
禁
教
令
を
出
し
厳

し
く
取
り
締
ま
る
が
、
し
か
し
長
毎
公
は
い
わ
ゆ
る
『
踏
み
絵
』

は
人
吉
球
磨
で
は
一
度
も
行
な
わ
な
か
っ
た
。

　

ま
た
清
兵
衛
は
瀬
戸
内
・
小
豆
島
で
製
作
さ
れ
た
『
織お

り

部べ

灯ど
う

篭ろ
う

』

七
基
を
人
吉
に
運
び
込
み
、
老
神
神
社
、
願
成
寺
、
御
楽
園
、
中

尾
観
音
、
天
眞
寺
な
ど
、
城
の
周
り
を
囲
む
よ
う
に
配
置
し
て
あ
っ

た
社
寺
の
境
内
に
置
か
せ
た
。
そ
の
頃
の
小
豆
島
は
宇
土
に
来
る
前

の
小
西
行
長
の
所
領
で
、
そ
こ
に
か
の
『
高
山
右
近
』
を
呼
び
寄

せ
た
折
り
、
右
近
は
こ
の
島
に
は
赤
御
影
石
の
岩
山
し
か
な
く
、
そ

の
う
え
穀
も
野
菜
も
採
れ
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
同
じ
『
利
休
七
哲
』

の
古
田
織
部
に
設
計
を
依
頼
し
、『
織
部
灯
篭
』、
俗
に
言
う
『
キ
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郡
築
農
民
の
生
活

　

大
正
４
年
（
１
９
１
５
年
）、
つ
も
は
新
造
と
死
別
し
、
自
立

の
道
を
選
ん
だ
。
選
ん
だ
と
い
よ
り
も
、「
自
立
」
の
道
し
か
残
っ

て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
彼
女
の
故
里
・「
日ひ

当あ
て

」
は
、
そ
の

名
の
と
お
り
、
晴
れ
た
日
に
は
、
よ
く
陽
の
あ
た
る
地
で
、
熊
本

市
も
八
代
市
も
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
晴
れ
の
日
ば

か
り
で
な
く
雨
の
日
も
あ

る
。
否
、
雨
の
日
が
な
け

れ
ば
作
物
は
育
た
ず
人
は

生
活
で
き
な
い
。　

　
「
日
当
」
は
山
深
く
、

耕
作
地
に
は
め
ぐ
れ
て
い

な
か
っ
た
。
地
元
の
人
に

よ
れ
ば
、
以
前
は
、

八
代
ま
で
出
か
け

る
だ
け
の
金
銭
を

も
た
な
い
家
も
あ
っ

た
ら
し
い
。
つ
も

は
、
新
造
と
と
も

に
、
二
度
と
戻
ら

ぬ
つ
も
り
で
故
里
を

後
に
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
同
じ
く
地
元

の
人
に
よ
れ
ば
八

代
市
の
「
昭
和
」
な
ど
の
干
拓
地
に
移
住
す
る
人
も
多
か
っ
た
と

い
う
。
商
品
経
済
（
貨
幣
経
済
）
が
浸
透
し
、
山
村
で
生
き
る

こ
と
が
極
度
に
難
し
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
小
山
勝
清
『
在
る

村
の
近
世
史
』
的
状
況
が
旧
栗
木
村
で
も
進
行
し
て
い
た
と
い
っ

て
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

郡
築
に
残
る
道
も
厳
し
い
選
択
で
あ
っ
た
。
幼
い
子
ど
も
を
育

て
な
が
ら
の
生
活
は
現
在
で
も
相
当
に
辛
い
。
加
え
て
、
郡
築
の

場
合
、小
作
料
が
ひ
ど
く
高
か
っ
た
。
大
正
11
年
（
１
９
２
２
年
）

　
杉
谷
つ
も
　
②

自
立
し
た
女
性

平
岡
優
平

泉村日当地区。同地にいくまで坂道の連続であった。
小雨で靄につつまれていたが茶畑、製茶工場が目に
ついた。

杉谷つも

　

そ
う
い
う
な
か
、
娘
を
身
売
り
す
る
入
植
者
も
生
じ
た
。
小

作
料
を
払
え
な
け
れ
ば
農
地
は
八
代
郡
（
地
主
）
に
取
り
上
げ

ら
れ
て
し
ま
う
。つ
も
の
時
代
か
ら
20
年
以
上
あ
と
の
エ
ン
ブ
リ
ー

『
須
恵
村
』
に
も
、
娘
の
身
売
り
の
話
が
出
て
く
る
。
東
北
地
方

だ
け
で
身
売
り
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
熊
本
県
内
で
も
「
娘
、

売
り
ま
す
」
は
あ
っ
た
。
あ
と
で
み
る
よ
う
に
、
つ
も
は
、
娘
の

身
売
り
を
決
し
て
許
さ
ず
、
そ
の
原
因
を
つ
く
り
だ
し
て
い
る
も

の
を
糾
弾
し
た
。

【
ひ
ら
お
か
・
ゆ
う
へ
い
／
八
代
市
】

の
平
均
年
収
は
１
石
６
斗
で
、小
作
料
（
入
植
者
の
土
地
使
用
料
）

は
９
斗
２
升
で
あ
っ
た
。
年
収
の
６
割
近
く
が
小
作
料
と
し
て
徴

収
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。こ
れ
に
税
金
が
加
わ
る
。
平
田
啓
介

『
土
に
生
き
る
誇
り
を
求
め
て
』
15
頁
以
下
に
よ
れ
ば
、
郡
築
農

民
は
公
民
権
が
な
く
、
神
社
建
設
も
許
さ
れ
な
い
と
い
っ
た
社
会

的
差
別
も
受
け
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
結
果
、
入
植
し
て
か
ら
４

年
未
満
で
離
村
す
る
者
が
半
数
を
こ
え
、
明
治
42
年
（
１
９
０
９

年
）
か
ら
昭
和
10
年
（
１
９
３
５
年
）
の
間
に
、
８
割
以
上
の

入
植
者
が
離
村
し
、
そ
の
多
く
は
福
岡
の
炭
鉱
労
働
者
に
な
っ
た

と
い
う
。

〈「娘売ります」

に関する裁判所の立場〉

　「娘を売ります」は違法でないか

（民法 90 条違反）という意見も

あるだろう。確かに、裁判所は90

条違反で無効であるとした。しかし

同時に、「娘売ります」の金銭消

費貸借契約は有効であると判決し

た結果、「身売り契約」を完全に

無効にしなかった。「身売り契約」

を全体として無効であると判決する

ようになったのは戦後になってから

である。

〈前回補足〉
　平田啓介・前掲書によれば、

つもは小学校に行っていない。

40 歳前後から文字を学び始めて

おり、長男晴久が毎日一字ずつ文

字を教えた。つもは12 歳のとき宮

原に養子に出されたが、17 歳のと

き実家に戻った。
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前
回
（
本
誌
22
号
42
頁
以
下
）
の
内
容

を
補
足
す
る
。
電
源
開
発
会
社
の
青
木
信

也
九
州
支
社
長
（
当
時
）
は
、
熊
日
新
聞

の
取
材
に
対
し
て
、「
潮
谷
義
子
前
知
事
の

荒
瀬
ダ
ム
撤
去
表
明
の
と
き
に
は
２
年
程

度
の
準
備
期
間
を
想
定
し
て
い
た
。
今
回

の
対
応
は
あ
ま
り
に
も
急
だ
っ
た
」
と
述
べ

て
い
る（
平
成
22
年
４
月
16
日
付
）。
他
方
、

国
交
省
の
官
僚
は
ど

う
か
。
熊
日
新
聞
平

成
22
年
（
２
０
１
０

年
）
４
月
15
日
付
に

九
州
地
方
整

備
局
の
藤
巻
浩

之
前
河
川
調

査
官
（
当
時
）

の
発
言
が
掲

載
さ
れ
て
い
い

る
。
そ
れ
に
よ

れ
ば
、
荒
瀬
ダ

ム
の
水
利
権
は
「
そ
も
そ
も
、
２
０
０
３

年
３
月
末
の
水
利
権
延
長
は
撤
去
を
前
提

と
し
た
異
例
の
内
容
で
、
水
利
権
使
用
規

則
の
条
文
に
『
更
新
条
項
』
が
な
く
、
見

た
こ
と
の
な
い
『
失
効
条
項
』
が
記
載
さ

れ
て
い
た
。
１
月
に
前
原
誠
司
国
土
交
通

相
が
水
利
権
の
新
規
取
得
に
言
及
し
た
が
、

事
務
方
も
同
じ
認
識
だ
っ
た
。
蒲
島
郁
夫

知
事
の
ダ
ム
存
続
表
明
後
、
わ
れ
わ
れ
は

県
に
更
新
手
続
の
厳
し
さ
を
伝
え
て
い
た
」

と
い
う
。

　

か
く
し
て
電
源
開
発
株
式
会
社
は
瀬
戸

石
ダ
ム
の
操
作
方
法
を
、
と
り
い
そ
ぎ
、

変
更
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
夜
間
に
球

磨
川
の
水
を
貯
め
日
中
に
放
流
す
る
「
ピ
ー

ク
時
発
電
」
を
実
施
し
て
い
た
が
、
そ
れ
が

で
き
な
く
な
っ

た
。
荒
瀬
ダ

ム
ゲ
ー
ト
全

開
に
よ
っ
て
、

同
ダ
ム
は
下
流

へ
の
放
流
を
調

整
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
っ

た
こ
と
に
よ

る
。
そ
し
て
、

そ
れ
は
発
電
量
に
直
結
す
る
。
電
源
開
発
・

青
木
九
州
支
社
長
は
、「
瀬
戸
石
ダ
ム
は

構
造
的
に
毎
秒
55
ト
ン
以
上
の
水
量
が
な

い
と
発
電
で
き
な
い
。
常
時
放
流
す
れ
ば
、

十
分
な
流
量
が
あ
る
時
期
に
は
問
題
な
い

が
、
渇
水
期
に
は
関
係
者
と
の
協
議
が
必

要
と
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
発
電
量
の
減

少
は
免
れ
な
い
…
…
瀬
戸
石
ダ
ム
か
ら
荒

瀬
ダ
ム
ま
で
は
約
９
キ
ロ
あ
る
が
、
撤
去

ま
で
の
間
、
河
川
形
態
の
変
化
に
応
じ
て
、

荒
瀬
ダ
ム
と
瀬
戸
石
ダ
ム 

❷

かつての荒瀬ダムの姿

瀬戸石ダム

瀬戸石ダムの浮遊物

瀬戸石ダムで発生したアオコ

の
水
利
権
延
長
」
を
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の

で
、
下
流
域
は
重
大
な
被
害
を
受
け
て
い

る
と
い
っ
た
風
評
が
生
ま
れ
た
。
球
磨
川
の

浮
遊
物
の
処
理
措
置
と
し
て
荒
瀬
ダ
ム
を

位
置
づ
け
る
も
の
で
、
ダ
ム
論
と
し
て
成
立

す
る
余
地
は
な
い
が
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
、

今
で
も
、そ
う
い
う
風
評
が
あ
る
。
枯
れ
木
・

枯
葉
な
ど
の
浮
遊
物
は
下
流
に
栄
養
を
も

た
ら
す
の
だ
が
、
そ
う
し
た
浮
遊
物
の
有

益
な
側
面
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　

同
時
に
、
浮
遊
物
が
ダ
ム
湖
内
に
沈
殿

し
て
「
ア
オ
コ
」
を
発
生
さ
せ
て
い
る
こ
と
、

枯
れ
木
・
枯
葉
だ
け
で
な
く
、
産
業
廃
棄

物
も
球
磨
川
に
投
げ
込
ま
れ
て
、
そ
れ
が

下
流
に
流
れ
て
い
る
状
況
を
無
視
し
て
は
な

ら
な
い
。
倒
木
・
流
木
の
大
規
模
化
と
い

う
新
し
い
現
象
も
発
生
し
て
い
る
。
こ
と
は

そ
れ
ほ
ど
に
単
純
で
は
な
い
。　
　

 （
春
秋
）

策
が
直
ち
に
課
題
に
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は

荒
瀬
ダ
ム
が
最
終
的
に
対
応
し
て
い
た
が
、

そ
の
作
業
を
瀬
戸
石
ダ
ム
が
引
き
継
ぐ
こ

と
に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た

対
策
が
必
要
に
な
る
と
の
意
識
が
電
源
開

発
株
式
会
社
に
は
希
薄
で
、
そ
の
た
め
に
、

大
量
の
浮
遊
物
が
球
磨
川
流
域
、
八
代
海

に
流
れ
着
く
事
態
が
発
生
し
、「
荒
瀬
ダ
ム

ど
の
よ
う
な
問
題
や
対
応
が
必
要
か
、
県

の
撤
去
計
画
を
確
認
し
た
い
」
と
述
べ
た
の

で
あ
っ
た
（
前
記
熊
日
記
事
）。

浮
遊
物
対
策

　

水
利
権
の
失
効
の
結
果
、
荒
瀬
ダ
ム
の

ゲ
ー
ト
は
全
開
状
態
に
な
り
、
浮
遊
物
対
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平
成
28
年
９
月
議
会
で
、
市
長
は
、

床
面
積
１
万
９
千
平
方
メ
ー
ト
ル
、
事

業
費
を
約
１
１
２
億
円
と
す
る
計
画
案

を
提
案
し
た
。
そ
の
計
画
案
で
も
事
業

費
用
が
高
額
す
ぎ
る
と
の
批
判
が
あ
っ
た

が
、
提
案
以
前
に
実
施
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
５
０
７
通
を
重
視
し
た
提
案

で
あ
る
こ
と
が
提
案
時
に
強
調
さ
れ
た
こ

と
か
ら
か
ら
、
そ
れ
以
上
の
高
額
の
市
庁

舎
建
設
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
と
思
っ

て
い
た
。
前
回
市
長
選
で
も
中
村
市
長

は
、
新
し
い
庁
舎
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
も

の
に
は
な
ら
な
い
と
発
言
し
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
昨
年
12
月
議
会
で
中
村
市

長
は
、
そ
の
案
を
大
幅
に
変
更
す
る
新
し

い
建
設
案
を
発
表
し
た
。
八
代
市
立
病

院
の
廃
止
問
題
も
気
に
な
っ
て
い
た
。
そ

う
い
う
な
か
で
の
計
画
変
更
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
八
代
市
開
催
の
説
明
会
に
参
加

し
た
。

八
代
市
役
所
の
説
明
会

　

説
明
会
は
１
月
６
日
に
あ
っ
た
。
市
民

の
関
心
が
高
い
問
題
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

参
加
者
は
８
名
で
あ
っ
た
。
年
始
の
多
忙

な
時
期
の
開
催
で
あ
る
と
い
う
事
情
に
加

え
て
、
新
庁
舎
建
設
案
が
大
幅
に
変
更

さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
こ
と
が

内
田
次
一

八
代
市
庁
舎
建
設
問
題

八代新庁舎のイメージ図

つ
ま
り
市
債
で
あ
る
。
そ
の
市
債
発
生
原

因
を
考
慮
し
、
そ
の
後
に
、
交
付
税
措

置
が
な
さ
れ
る
仕
組
み
で
あ
り
、
建
設
費

の
全
額
を
建
設
前
に
自
治
体
に
支
給
す

る
も
の
で
は
な
い
。
自
治
体
立
案
の
事
業

に
対
し
て
無
条
件
に
、
そ
の
費
用
全
額

を
支
出
す
る
ほ
ど
に
中
央
の
財
政
は
潤

沢
で
は
な
い
。
八
代
市
の
説
明
で
も
最
大

で
85
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
の
措
置
を
受
け
る

に
と
ど
ま
る
。
市
役
所
は
肝
心
な
部
分

を
説
明
し
て
い
な
い
。

液
状
化

　

中
島
煕
八
郎
熊
本
県
立
大
学
名
誉
教

授
（「
く
ま
も
と
地
域
自
治
体
問
題
研

究
所
」
副
理
事
長
）
を
中
心
に
し
た
市

庁
舎
問
題
の
意
見
交
換
会
（
２
月
25
日
）

が
開
か
れ
た
の
で
、そ
れ
に
も
参
加
し
た
。

誰
で
も
知
っ
て
い
る
よ
う
に
、
八
代
市
は

に
し
、
地
下
１
階
を
つ
く
る
と
説
明
し

た
。
各
階
の
役
割
・
内
容
に
つ
い
て
も
簡

単
に
紹
介
し
た
。
展
望
所
も
あ
っ
た
。
マ

ス
コ
ミ
は
、
建
設
費
は
１
１
２
億
円
か

ら
１
６
２
億
円
に
増
え
る
と
伝
え
て
い
た

が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
説
明
は
な
か
っ

た
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
事
業
費

の
説
明
は
ど
こ
で
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
な

い
。建

設
費
用
に
つ
い
て
の
誤
解

　

建
設
費
用
は
補
助
金
と
い
う
形
で
、

そ
の
全
額
を
国
が
支
出
し
、
八
代
市
と

し
て
は
建
設
後
の
維
持
管
理
費
を
考
慮

す
る
だ
け
で
十
分
で
あ
る
と
い
う
誤
解
が

み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
補
助
金

制
度
は
存
在
し
な
い
。
八
代
市
は
合
併

特
例
債
・
災
害
復
旧
事
業
債
を
充
て
る

と
い
う
が
両
者
は
、銀
行
か
ら
の
借
入
金
、

市
民
に
十
分
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
た
め
で

あ
ろ
う
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
も
同
様

で
、
年
末
年
始
の
12
月
20
日
か
ら
１
月

12
日
ま
で
実
施
さ
れ
た
が
、
こ
れ
を
知
っ

て
い
る
人
は
少
な
い
よ
う
だ
。

　

説
明
会
は
建
設
課
が
担
当
し
た
。「
市

の
基
本
構
想
」
に
加
え
て
、「
防
災
拠
点

機
能
を
持
っ
た
」、「
利
用
し
や
す
い
窓

口
」、「
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
」
に
す
る
た

め
に
、
前
回
案

で
は
面
積
が
不

足
す
る
の
で
、

こ
れ
を
増
や

す
（
１
万
９
千

平
方
メ
ー
ト
ル

か
ら
２
万
６
千

平
方
メ
ー
ト
ル

へ
）、
５
階
建

て
を
６
階
建
て

旧八代市役所庁舎
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答
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　

３
月
５
日
、
八
代
市
の
有
志
で
つ
く

る
「
市
新
庁
舎
建
設
を
考
え
る
会
」（
松

山
た
み
子
代
表
）
は
、
建
設
費
用
が
約

50
億
円
増
額
に
な
っ
た
理
由
の
説
明
を
求

め
る
公
開
質
問
書
を
中
村
市
長
に
提
出

し
た
。
松
山
代
表
は
「
計
画
が
大
き
く

変
わ
っ
た
理
由
を
市
民
は
十
分
に
理
解
で

き
て
い
な
い
。
丁
寧
な
説
明
を
求
め
た
い
」

と
述
べ
て
い
る
（
３
月
６
日
付
熊
日
新

聞
）。
同
感
で
あ
る
。

【
う
ち
だ
・
つ
ぎ
い
ち
／
八
代
市
坂
本
町
】

か
、
と
い
っ
た
提
案
も
あ
っ
た
。
説
得
力

あ
る
提
案
だ
と
思
っ
た
。

市
立
病
院
問
題

　

八
代
市
は
、「
お
金
が
な
い
」
を
理
由

に
市
立
病
院
を
廃
止
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
市
立
病
院
は
地
震
で
利
用
で
き
な

く
な
り
、
新
し
く
病
棟
を
建
て
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
建
設
費
用
は
最
大
で

40
億
円
で
、
新
庁
舎
建
設
の
増
加
分
よ

り
少
な
い
。
病
院
再
建
は
市
民
の
要
望
で

あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
地
震
発
生
時

の
避
難
所
に
も
な
る
。
市
の
中
心
部
だ
け

に
（
し
か
も
地
震
が
発
生
し
た
と
き
液

状
化
の
恐
れ
の
強
い
と
こ
ろ
）
に
新
庁
舎

の
よ
う
な
大
き
な
建
物
が
必
要
な
の
か
。

避
難
所
を
必
要
に
し
て
い
る
地
域
は
多
数

あ
る
。
そ
う
い
う
地
域
は
放
置
し
て
お
く

の
か
。
市
役
所
は
、
こ
う
し
た
疑
問
に

埋
立
地
が
多
い
。
江
戸
時
代
、
た
と
え

ば
松
浜
軒
は
海
辺
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
八

代
に
は
日
奈
久
断
層
が
走
っ
て
い
る
。
熊

本
地
震
の
と
き
高
島
な
ど
で
は
液
状
化

現
象
が
発
生
し
た
が
、
日
奈
久
断
層
を

震
源
に
す
る
地
震
が
発
生
す
れ
ば
、
そ

れ
を
超
え
る
状
況
に
な
る
。

　

中
島
教
授
は
、
国
土
地
理
院
作
成
の

地
図
を
示
し
な
が
ら
、
八
代
市
は
「
防

災
機
能
を
強
化
す
る
」
と
言
っ
て
い
る
が
、

仮
に
熊
本
地
震
時
の
震
度
７
（
益
城
町
）

の
揺
れ
が
あ
っ
た
と
き
に
は
建
設
予
定
地

に
隣
接
す
る
八
代
城
の
堀
の
水
が
新
庁

舎
案
の
地
下
室
に
流
れ
込
み
、
浸
水
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

地
下
室
や
展
望
所
を
つ
く
っ
た
り
、
新

庁
舎
だ
け
を
防
災
拠
点
に
す
る
よ
り
も
、

市
民
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
避
難
所
を
つ
く

る
ほ
う
が
防
災
対
策
に
な
る
の
で
は
な
い

ま
た
ひ
と
り
ア
ベ
許
さ
じ
の
人
の
逝
く
お
も
ね
る
輩や

か
ら

の
さ
ば
る
さ
中

荒あ
ら
ぼ
ん凡

夫ぷ

魂
自
由
に
生
き
切
り
て
帰
り
な
ん
い
ざ
水み

お脈
の
果
て
へ
と

（
二
月
二
〇
日
、
金
子
兜
太
さ
ん
逝
去
）　

柳
原　

三
男

夕
ぐ
れ
に
東
の
空
の
白
い
月
夜
の
月
よ
り
趣
き
深
し

里
道
の
観
音
堂
の
じ
ぞ
う
様
小
雪
の
中
に
赤
帽
子
映
ゆ

坂
本　

ケ
イ

よ
た
よ
た
と
老
犬
引
か
れ
て
歩
み
く
る
我
は
杖
つ
き
夫つ

ま

に
手
引
か
れ

娘
ら
に
手
引
か
れ
浸
か
る
露
天
風
呂
太
く
柔
ら
か
春
の
月
か
な上

田　

廸
子

被
爆
者
の
手
帳
を
拒
む
一
生
を
選
ぶ
人
あ
り
苦
し
み
隠
し

東こ

ち風
吹
く
や
遅
き
春
待
つ
娘
に
も
良
縁
あ
り
て
夕
餉
和な

ご

み
し

宮
川
し
の
ぶ

敗
北
の
翌
朝
も
立
つ
稲
嶺
さ
ん
登
校
の
子
ら
の
安
全
見
守
る

基
地
阻
止
の
民
意
を
軸
に
闘
わ
ん
沖
縄
の
友
の
声
頼
も
し
く

（
二
月
四
日
、
名
護
市
長
選
）　

上
田　

精
一

く
ま
が
わ
春
秋
歌
壇

い
も
ご
短
歌
会 

「
明
日
へ
」
を
上
映

第
30
回
ひ
と
よ
し
映
画
祭

　

今
年
、
設
立
40
周
年
を
迎
え
る
「
人
吉
く
ま

映
画
文
化
協
会
」（
瀬
戸
致
行
会
長
）
の
30
回
目

と
な
る
「
ひ
と
よ
し
映
画
祭
」
が
主
演
の
中
原

丈
雄
さ
ん
を
招
い
て
開
催
さ
れ
る
。

　

作
品
は
、
中
原
さ
ん
主
演
の
「
明
日
へ
─
戦
争

は
罪
悪
で
あ
る
─
」
で
、
３
月
31
日
（
土
）
に

人
吉
市
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
（
10
時
と
14
時
）、

４
月
１
日
に
あ
さ
ぎ
り
町
深
田
せ
き
れ
い
館
（
10

時
と
14
時
）
の
計
４
回
上
映
す
る
。

　

い
ず
れ
の
回
も
中
原
さ
ん
の
舞
台
あ
い
さ
つ
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
同
会
事
務
局
で
は
、
多
く

の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、☎070-1239-1950

（
立

場
さ
ん
）
ま
で
。

話
題
を
追
っ
て



81  くまがわ春秋　Vol.24　2018.3.15 80くまがわ春秋　Vol.24　2018.3.15

孫
四
郎
（
マ
ゴ
シ
ロ
ウ

︱
人
吉
市
上
漆
田
町
︱

　

人
吉
市
上
漆
田
町
字
孫
四
郎
は
下
漆
田

町
と
の
境
に
あ
る
。
人
名
を
思
わ
せ
る
よ

う
な
地
名
は
名
田
（
み
ょ
う
で
ん
）
の
名

残
り
と
す
る
の
が
定
説
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
名
田
と
い
う
の
は
平
安
後
期
か
ら
中

世
に
か
け
て
の
土
地
制
度
上
の
基
本
的
要

素
と
な
っ
て
い
て
年
貢
、
公
事
の
収
取
単

位
で
あ
っ
た
。
歴
史
学
の
専
門
用
語
と
し

て
の
名
田
は
複
雑
な
内
容
で
あ
る
が
、
一

般
に
言
わ
れ
る
名
田
は
百
姓
名
の
農
耕
地

の
こ
と
で
あ
る
。
早
い
話
が
字
孫
四
郎
は
、

孫
四
郎
と
い
う
人
が
耕
作
し
て
い
た
田
畑

の
名
称
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

歴
史
用
語
と
し
て
の
名
田
は
そ
れ
な
り

に
理
解
で
き
る
に
し
て
も
、
人
名
ら
し
い

名
称
の
字
名
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
こ

が
中
世
の
名
田
で
あ
っ
た
こ
と
を
立
証
し

た
例
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
こ
の
シ
リ
ー

ズ
で
は
動
植
物
名
の
地
名
は
、
そ
の
動
植

物
と
は
関
係
な
い
こ
と
を
述
べ
、
実
例
も

あ
げ
て
き
た
。
歴
史
用
語
地
名
に
つ
い
て

も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
た
と
え
ば
政
所

（
マ
ン
ド
コ
ロ
）
と
い
う
地
名
が
各
地
に
あ

り
、〝
中
世
の
荘
園
事
務
所
で
あ
る
政
所

に
ち
な
む
地
名
〟
と
し
て
ま
か
り
通
っ
て
い

る
が
、
現
地
に
出
か
け
て
調
べ
て
み
る
と
、

ム
ラ
と
ム
ラ
の
間
所
（
ま
ど
こ
ろ
→
入
会

地
な
ど
）
の
当
て
字
と
い
う
の
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
る
。

　

前
口
上
が
長
す
ぎ
た
が
、
孫
四
郎
が
名

田
の
遺
称
で
は
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
の
地

名
は
何
を
表
現
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
孫
四

郎
を
名
田
と
思
わ
せ
る
の
は
〝
四
郎
〟
の

用
字
で
あ
ろ
う
。
一
般
に
四
郎
は
四
男
の

名
前
で
あ
る
が
、
地
名
用
語
と
し
て
は
代

や
城
の
代
替
語
で
も
あ
る
。
宇
土
市
善
導

寺
町
字
悪
四
郎
（
ア
ク
シ
ロ
）
は
台
地
先

の
湿
田
を
意
味
す
る
赤
代
（
ア
カ
シ
ロ
）

の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
玉
名
地
方
で
は

城
丸
を
四
郎
丸
と
書
く
例
も
あ
る
。

　
字
図
で
見
る
球
磨
の
地
名 

㉓
　
上
村
重
次

復
刻

掲
載

　

次
に
孫
の
当
て
字
例
を
あ
げ
よ
う
。
球
磨
村
渡
字
馬
場
（
バ

バ
）
と
並
ん
で
字
孫
ノ
屋
敷
（
マ
ゴ
ノ
ヤ
シ
）
が
あ
る
。
真
の

意
味
は
と
も
か
く
と
し
て
、
孫
は
馬
子
の
つ
も
り
で
あ
ろ
う
。

天
草
郡
苓
北
町
坂
瀬
川
字
孫
女
（
マ
ゴ
メ
）、
同
郡
河
浦
町
宮

野
河
内
字
孫
免（
マ
ゴ
メ
）は
馬
籠（
マ
ゴ
メ
）の
こ
と
と
わ
か
る
。

　

孫
四
郎
の
類
似
地
名
と
し
て
は
、
天
草
郡
五
和
町
御
領
字
孫

次
郎
（
マ
ゴ
ジ
ロ
ウ
）、
同
郡
河
浦
町
今
富
字
孫
治
郎
（
マ
ゴ
ジ

ロ
ウ
）
が
あ
り
、
熊
本
市
の
旧
孫
代
村
（
マ
ゴ
ダ
イ
ム
ラ
）
も

マ
ゴ
シ
ロ
地
名
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
孫
は
子
の
子
で
先
端
の
こ

と
で
あ
る
か
ら
、
マ
ゴ
地
名
に
共
通
す
る
の
は
区
域
の
先
端
に

位
置
す
る
点
で
あ
る
。

　

人
吉
市
の
孫
四
郎
は
下
漆
田
町
字
俣
口
（
マ
タ
ク
チ
）
と
境

界
を
分
け
合
う
。
俣
地
名
は
道
の
分
岐
、
川
の
合
流
の
ほ
か
土

地
区
域
の
先
端
を
意
味
し
、
孫
四
郎
に
対
応
す
る
字
名
と
思
わ

れ
る
。
各
地
に
あ
る
マ
ゴ
メ
地
名
は
〝
間
込
め
〟
の
意
で
、
ム

ラ
と
ム
ラ
の
間
地
の
こ
と
。
天
草
で
は
孫
女
、
孫
目
、
孫
免
と

書
く
が
、
孫
四
郎
と
通
ず
る
表
記
で
あ
る
。

【
う
え
む
ら
・
し
げ
じ
／
宇
土
市
生
ま
れ
、
元
熊
本
日
日

新
聞
社
記
者
】
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問１　「相良三十三観音巡り」にある観音名を書け（例：中山観音）
①（　　　　　　　　　　　　）
②（　　　　　　　　　　　　）
③（　　　　　　　　　　　　）
④（　　　　　　　　　　　　）
⑤（　　　　　　　　　　　　）

問２　熊本県南部にある石橋の名前
　　　を書け （例：境橋）

①（　　　　　　　　）
②（　　　　　　　　）
③（　　　　　　　　）
④（　　　　　　　　）
⑤（　　　　　　　　）
⑥（　　　　　　　　）
⑦（　　　　　　　　）
⑧（　　　　　　　　）
⑨（　　　　　　　　）
⑩（　　　　　　　　）

問３　「小説　相良清兵衛」の登場人
               物の名前を書け（例：相良長毎）

①（　　　　　　　　）
②（　　　　　　　　）
③（　　　　　　　　）
④（　　　　　　　　）
⑤（　　　　　　　　）
⑥（　　　　　　　　）
⑦（　　　　　　　　）
⑧（　　　　　　　　）
⑨（　　　　　　　　）
⑩（　　　　　　　　）

くまがわ学習塾　⓯

問４　写真をみて遺跡名を答えよ
　①八代市日奈久にある古墳

答（　　　　　　　）

　②球磨村高沢地区にある遺跡

答（　　　　　　　）

※答え合わせは次号でおこないます。
　前回の答え合わせは87 頁で。
★全問正解者には抽選で弊社の書籍を

プレゼントします。ハガキ又は封書で
弊社まで解答をお送りください。

⑥（　　　　　　　　　　　　）
⑦（　　　　　　　　　　　　）
⑧（　　　　　　　　　　　　）
⑨（　　　　　　　　　　　　）
⑩（　　　　　　　　　　　　）

その❹

ん
近
こ
ぅ
に
来
れ
ば
、
穴
の
塞
が
っ
た

ご
て
ひ
な
っ
て
、
穴
か
ら
三
分
ぐ
り
ゃ

ん
と
け
来
れ
ば
、
目
に
ゃ
見
え
ん
ぐ

た
っ
ご
て
イ
ア
リ
ば
穴
ん
中
き
ゃ
引

き
込
む
、
こ
っ
が
「
道
お
し
え
」
ん

子
ど
ん
じ
ゃ
っ
た
。

　

芝
生
の
花
穂
の
茎
ば
引
き
抜
い
て
、

そ
ん
穴
ん
中
き
ゃ
そ
ろ
っ
と
差
し
込

く
ぅ
ど
け
ば
、
あ
ち
ゃ
な
っ
と
じ
ゃ
ろ

う
か
、
茎
ば
く
わ
え
て
、
穴
ん
そ
と

さ
み
ゃ
出
そ
ぅ
て
す
っ
で
、
そ
ん
時
せ

し
こ
ぅ
て
上
ぐ
れ
ば
、
子
ど
ん
の
釣

れ
っ
き
た
。

　

芝
生
の
茎
で
釣
る
よ
ん
ま
お
も

し
ゅ
し
て
ぬ
さ
ん
と
で
、
釣
っ
た

た
、
だ
が
た
く
し
ゃ
釣
っ
た
か
の
競

争
じ
ゃ
っ
た
。
子
ど
ん
な
そ
ん
ま
ま

し
と
け
ば
穴
ば
掘
っ
て
く
じ
り
お
っ
た

で
、な
ん
べ
ん
も
釣
っ
が
な
っ
お
っ
た
。

　

川
じ
ゃ
イ
ヲ
釣
り
じ
ゃ
っ
た
ば
っ
て

ん
、こ
ら
泥
ん
中
か
ら
釣
っ
と
で
、「
道

お
し
え
」
に
ゃ
な
っ
と
ら
ん
子
ど
ん

じ
ゃ
っ
た
で
、「
子
ど
ん
釣
り
」
ん
し

と
こ
ぅ
。

【
ま
つ
ふ
ね
・
ひ
ろ
み
つ
／
青
井
阿
蘇

神
社
・
文
化
苑
「
童
遊
館
」】

　
道
お
し
え
ん
子
ど
ん
釣
り

　

梅
雨
も
す
れ
て
、
道
ば
歩
ゆ
ぅ
で

さ
き
お
れ
ば
、
い
つ
ん
は
ざ
ぁ
か
ど
っ

か
ら
か
、
き
れ
か
虫
ん
つ
ぅ
で
（
飛

ん
で
）
来
て
、
二
、三
歩
前
ん
道
ん

止
ま
っ
で
、虫
ん
近
こ
ぅ
に
行
け
ば
又
、

一
間
ば
っ
か
り
先
ん
い
た
て
止
ま
っ
て

待
っ
と
る
、近
こ
ぅ
ひ
な
れ
ば
又
、つ
ぅ

で
止
ま
っ
て
待
っ
と
っ
で
、
こ
ん
虫
ん

こ
っ
ば
「
道
お
し
え
（
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
）」

て
云
う
と
っ
た
。

　

朝
、
学
校
の
運
動
場
ば
タ
カ
ボ
ォ

キ
で
は
わ
ゃ
て
さ
き
お
れ
ば
、
ど
こ

そ
け
ぇ
小
み
ん
か
穴
の
ポ
ツ
ン
ポ
ツ
ン

ほ
げ
と
っ
た
。
穴
ん
中
き
ゃ
に
ゃ
何
ん

か
居
っ
て
、
よ
う
見
れ
ば
、
穴
か
ら

三
分
ぐ
り
ゃ
は
、
泥
の
い
っ
ち
ょ
ん
無

か
っ
て
、
そ
っ
か
ら
先
ん
上
げ
た
泥

は
あ
っ
た
。
見
と
れ
ば
イ
ア
リ（
ア
リ
）

絵と文／松舟博満
おっとわっとあすび その⓭
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https://www.facebook.com/groups/1805562046390300/

永田満徳選評・向瀬美音訳

このコーナーは、「二行書きに
よる〈切れ〉と〈取り合わせ〉
を取り入れた Haiku」を提案し
ている『俳句大学』facebook
ページからの転載です。

【ながた・みつのり／俳人協会会員、熊本市】

俳句大学
Haiku University

今月の秀句
Selected Haiku of this Month

Haiku Column⓭

Kamel Meslem
●
le jour saint Valentin 
mes doigts connaîtront ton visage
【Commented by Mitsunori NAGATA】
Le jour de la Saint Valentin, l’expression que 
les doigts connaissent le visage de son amante 
est d’un très bon effet car concrète. Les 
abstractions sont à éviter en haiku.

カメル メスレム
●
バレンタインデー
指はお前の顔を知っている

〔永田満徳評〕
「愛の日」とされるバレンタインデー
に、愛する人の顔の輪郭をなぞっ
た指先がありありと思い浮かべられ
るという表現はなんとも心にくい。

Chantal Toune
●
Café froid 
le morceau de sucre cogne sur la cuillère
【Commented by Mitsunori NAGATA】
Le sucre ne se dissout pas dans le café 
froid. Le sentiment de langueur est 
bien expliqué.

シャンタル トウ―ヌ
●
冷たいコーヒー
砂糖のかけらがスプーンにぶつかる

〔永田満徳評〕
コーヒーに入れた砂糖が冷えている
ために溶けず、かき混ぜるスプーン
に当たっている。やるせない気持ち
が伝わってくる句である。

Rachida Jerbi
●
File à l'aéroport ~
madame arrive après son parfum

【Commented by Mitsunori NAGATA】
Beaucoup de gens attendent à l’aéroport. 
C’est d’abord le parfum qui apparaît puis 
la dame. Expression fantastique.

ラチルダ ジェルビ
●
空港の列
夫人は香りの後に現れる

〔永田満徳評〕
大勢の人が行き交うターミナルで、
みずからが放つ香水の香りの中か
ら、ご夫人が遅れて立ち現われる
という表現は秀抜である。 ─冬季オリンピック、メダル 13 個に感動─

　平和の祭典で選手たちは全力を出して数々の感動を与えてくれま
した。ケガをしていた羽生選手のフィギュアスケートの連覇に歓喜
の拍手。感動をありがとう!

　「text（テクスト・テキスト）、本文・原文・題目、教科書」の語源は、ラテ
ン語「textus（テックストゥス）、織られたもの」で、textには「文章が編まれた」
意が含まれています。
　texture（テクスチャー）は、「織られたもの」の原義 textに「動作・過程・
結果」を表す名詞語尾「ure」がついたもので、「織ること・織物・織り方」の他、
「織り具合・手ざわり・表面の感じ」から、さらに一般化して「木材や皮など
の手ざわり・食べ物の舌ざわり」などの意でも使われます。
　textile（テクスタイル）は、textに「…に適した…に関する」意の語尾「ile」
がついたもので、形容詞として「織物に関する・織物の・繊維関係の」、名詞と
して「織り糸・織物・編み物などの材料」の意で、次のように使われます。
　the textile industry（インダストリー）　繊維工業
　textile goods（グッズ）　繊維製品
　Tex（テックス）は、textureから作られた略記号で、繊維の糸の太さを表す
単位です。１テックスは長さ1000mで１gのものの太さです。

外来語から学ぶ英単語 （24）…… 藤原　宏

テクスト・テクスチャー・テクスタイル・テックス
text　 　    texture　　    textile      　 Tex（tex）

（390）
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問１　日本の政党名とその党首名を書け（例：自由民主党　安倍晋三）
① 立憲民主党（枝野幸男）
② 民進党（大塚幸平）
③ 希望の党（玉木雄一郎）
④ 公明党（山口那津男）
⑤ 日本共産党（志位和夫）
⑥ 日本維新の会（松井一郎）
⑦ 自由党（小沢一郎）
⑧ 社会民主党（吉田正智）
⑨ 日本の心（中野正志）
⑩ 幸福実現党（釈量子）

問２　国民栄誉賞の受賞者を書け （例：長島茂雄）
① 王 貞治
② 古賀政男
③ 長谷川一夫
④ 植村直己　
⑤ 山下泰裕　
⑥ 衣笠祥雄
⑦ 加藤和枝（美空ひばり）
⑧ 秋元 貢（千代の富士貢）　
⑨ 長谷川町子　
⑩ 田所康雄（渥美 清）

前号【くまがわ学習塾⑭の答え】

　国民栄誉賞は「国民栄誉賞表彰規定」（昭和 52 年８月 30 日決定）に
基づき授与される。「広く国民に敬愛され、社会に明るい希望を与えること
に顕著な業績があったものについて、その栄誉を讃える」ことを目的にし、

「国民有識者の意見」に基づき「内閣総理大臣」が決定する。国籍要件
はない（王貞治は台湾国籍である）。王貞治以降は死後授与がつづき、山
下泰裕が生前贈与の２例目である。受賞予定者には事前に受賞意思の確
認がおこなわれて、受賞を辞退できる（例：鈴木イチローなど）。物故者
については、受賞するかどうか遺族の意思による。
　３月２日、政府はフィギュアスケートの羽生結弦選手（23）に授与する
方針であると発表したが９日現在、受諾表明はしていない。

問３　トルストイ『イワンの馬鹿』の登場人物の名前を書け（例：イワン）
① セミヨン（イワンの長兄）
② タラス（イワンの次兄）
③ マラーニャ（イワンの妹）
④ ミハイロウナ（タラスから牝牛をとりあげられ農夫）
⑤　×

問４　写真をみて人物名を答えよ
　①須恵村を研究した人物		 　②相良村出身の作家
　　答（　エンブリー　）		        答（　小山勝清　）

　登場人物で名前があるのは４名である。イワンの父、イワンの奥さんなど本作
品に登場するが、名前はついていない。小悪魔、大悪魔も同様である。設問は
最低５人の名前があるかのように設定されている。このような場合、設問ミスとし、
本設問は得点の対象から除外すべきであろうか。それとも４名の名前を書いた解
答者を正解者とすべきであろうか。大阪大学、京都大学などの入試問題の作成ミ
スが社会問題になっている。入試の場合、その採点結果は受験生の人生に多大
な影響を与える。「くまがわ学習塾」も、設問については単純・明快にすべきで
あろう。ついでながら、ずいぶ前の司法試験で「解なし」を正解とする問題がだ
されたことがある。
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東
日
本
大
震
災
か
ら
７
年
、
熊
本

地
震
か
ら
や
が
て
２
年
に
な
る
。
誰
も

が
忘
れ
ら
れ
な
い
春
の
記
憶
で
あ
る
が
、

流
域
は
す
で
に
春
の
陽
気
。
巻
頭
特
集
で
紹
介
し
た
よ
う
に
様
々
な

行
事
が
あ
っ
て
賑
や
か
に
な
っ
て
き
た
。
★
今
月
は
流
域
を
離
れ
た

話
題
も
多
く
紹
介
し
た
。
片
岡
和
紘
さ
ん
の
「
椰
子
の
実
」（
８
頁
）

は
普
段
知
る
こ
と
の
出
来
な
い
海
辺
で
の
出
来
事
で
あ
り
、
松
本
晉

一
さ
ん
の
「
天
草
エ
ア
ラ
イ
ン
『
一
日
１
万
円
乗
り
放
題
』
挑
戦
記
」

（
10
頁
）
は
ユ
ニ
ー
ク
な
旅
の
試
み
で
あ
る
し
、
冨
永
和
信
さ
ん
の

「
宮
古
島
伊
良
部
大
橋
と
東
平
安
名
崎
」（
42
頁
）
は
強
大
な
る
大

自
然
の
力
を
彷
彿
と
さ
せ
た
。
い
ず
れ
も
地
方
の
暮
ら
し
と
は
何
か

を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
内
容
で
あ
っ
た
。
★
さ
て
県
営
荒
瀬
ダ
ム
の
撤

去
が
完
了
し
、
い
よ
い
よ
今
月
27
日
に
は
記
念
式
典
が
開
か
れ
る
予

定
。
日
本
初
の
こ
と
で
も
あ
る
歴
史
的
な
出
来
事
で
、
次
号
で
は
そ

の
詳
細
を
報
告
し
た
い
考
え
て
い
る
。
★
記
録
は
後
世
の
た
め
に
残

す
べ
き
大
事
な
作
業
で
、
公
的
で
あ
れ
私
的
な
こ
と
で
あ
れ
、
疎
か

に
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
と
痛
感
す
る
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。（
ま
）

　
編
集
後
記

〒
８
６
８
─
０
０
１
５

熊
本
県
人
吉
市
下
城
本
町
１
４
３
６
︱
４
の
３
号

人
吉
中
央
出
版
社
「
く
ま
が
わ
春
秋
」
編
集
部

info@
hitoyoshi.co.jp
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス 

０
９
６
６
・
23
・
３
７
５
９

　
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

３
月
16
日
（
金
）

▽
人
吉
労
音
例
会
「
フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
Ｌ
Ｙ
Ｎ
Ｘ
」（
人
吉
市
カ

ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
）

３
月
17
日
（
土
）

▽
人
吉
駅
前
マ
ル
シ
ェ
（
〜
18
日
、
Ｊ
Ｒ
人
吉
駅
前
通
り
）

▽
第
18
回
明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
人
吉
演
奏
会
（
人
吉
市
カ
ル

チ
ャ
ー
パ
レ
ス
）

３
月
18
日
（
日
）

▽
第
47
回
湯
山
温
泉
桜
ま
つ
り
「
本
ま
つ
り
」・「
花
火
大
会
」（
水
上
村

市
房
ダ
ム
湖
ま
つ
り
広
場
）

▽
人
吉
球
磨
「
山
頭
火
市
民
講
座
」（
人
吉
市
東
西
コ
ミ
セ
ン
）

３
月
21
日
（
水
・
春
分
の
日
）

▽
相
良
三
十
三
観
音
め
ぐ
り
「
春
の一斉
開
帳
」（
球
磨
郡
・
人
吉
市
35
札
所
）

▽
「
人
吉
球
磨
は
、
ひ
な
ま
つ
り
」
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
（
く
ま

川
下
り
人
吉
発
船
場
）

３
月
24
日
（
土
）

▽
大
畑
駅
桜
ま
つ
り
（
〜
25
日
、
Ｊ
Ｒ
大
畑
駅
）

３
月
31
日
（
土
）

▽
ひ
と
よ
し
映
画
祭
「
明
日
へ
︱
戦
争
は
罪
悪
で
あ
る
」
上
映
会
（
人

吉
市
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
）

４
月
１
日
（
日
）

▽
ひ
と
よ
し
映
画
祭
「
明
日
へ
︱
戦
争
は
罪
悪
で
あ
る
」
上
映
会
（
あ

さ
ぎ
り
町
深
田
せ
き
れ
い
館
）

４
月
８
日
（
日
）

▽
第
３
回
さ
か
も
と
菜
の
花
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
８
（
坂
本
町
一帯
）
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